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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
し、ます。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていただをたいことでず。 

瓜 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とでず。 

〇 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とです。 

► 

操作手順などをおしてい 
まず。 

(〇ぺージ） 

関連ずる内容び他のページに 
ちあることを示してし、ます。 




お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さし、。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



雨降りや濃霧時の運お . 214 


雨降りや 濃霧 時の運お . 214 

安全のために . 13 

4輪駆動車 (4WD) の取り扱い . 18 

オートマチック車の取り扱い . 16 

警告ラベル . 13 

モ供を乗せるとき . 15 

こんなことにをミ主意 . 19 

診断ソケット . 13 

走寺する前に . 14 

保証の適巧 . 13 

メルセデス.ベンツ指定サービスエ場 • 14 

アンビエントライトの照度調整 . 116 

イ ージー エントリー . 76 

イモビライザー . 56 

インジケーター付きバッテ U —. 270 

インストルメントパネル . 22 

ウィンタータイヤ . 201 

ウォッシャー液 . 198.288 

ウォッシャー液を補給する . 198 

運輯席ドアの解錠 . 252 

運転のヒント . 112 

アクセルペダルの位置 . 112 

キックダウン . 112 

停車する . 112 

エアコンディシ ヨナー . 155 

AC モード . 1己7 

AUTO モード . 158 

エアコンディシヨナーの取り扱い••-155 

コント□ールパネル . 156 

送風温度の調整 . 158 

送風口の選択 . 158 

送風口の調整 . 162 

送風量の調整 . 159 

通常の使いかた . 156 

デフ□スターモード . 159 

内気循環モード . 160 

を熱ヒーター.ベンチレーシヨン •••• 161 

リアデフォッガー . 160 

エアコンディシヨナーの取り扱い . 155 

エアバッグ . 36 


ウインドウバッグ . 38 

運転席/助手席エアバッグ . 37 

エアバッグの作動条件 . 39 

エアバッグの種類と収納場所 . 37 

エマージェンシーキ. . 252 

キーか5エマージェンシーキーを取り外す 
. 252 

エンジンオイル . 190.286 

エンジンオイル交換の時期 . 193 

エンジンオイルの量を点検する 

(G 550 long). 190 

エンジンオイルの量を点検する 

(G 55 AMG long). 191 

エンジンオイル容量 . 286 

エンジンオイル量に関するを意 . 190 

エンジンオイルを補給ずる . 193 

使用するエンジンオイル . 286 

添加剤 . 286 

エンジンスイッチ . 67 

タッチスタート . 68 

エンジンの始動 . 103 

エンジンを始動する . 104 

シフト位置 . 103 

エンジンの停止 . 107 

エンジン番号 . 284 

エンジンルーム . 187、189 

ウオッシャーミ夜 . 198 

エンジンオイル . 190 

エンジンルーム巧の手入れ . 189 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 194 

プレーキ液 . 196 

ボンネット . 187 

冷却水 . 194 

エンジンを停止しての走行 . 207 

オイル•液類/パ‘ッテリー . 284 

ウオッシャー液 . 288 

エンジンオイル . 286 

オイル-液類に関ずるま意 . 284 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 286 

燃料 . 285 

バッテ U —. 288 
















































































さ < いん 


ブレーキ液 . 287 

;令却水 . 287 

オイル-液類に関するミ主意 . 284 

才ートマチック車の取り扱い . 16 

才ートマチックトランスミッション••一110 

運転のヒント . 112 

オートマチックトランスクッションの 

トラブル . 11己 

シフト位置 . 111 

シフト位置の還お . 111 

セレクターレバー . 110 

ティップシフト . 112 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 194.286 

オプションコードプレート . 284 


寒冷時のミ主意 . 20己 

キー . 60 

キーのトラブル . 63 

U モコン機能 . 61 

リモコン機能の切0誓え . 62 

□ケイターライティング . 62 

キーの電池交換 . 256 

キーの電池を点検する . 256 

電池の交換手順 . 256 

キーの電池を点検ずる . 256 

救急セット . 235 

クルーズコント□—ル . 144 

クルーズコント□—ルを解除する••-147 
クルーズコント□ールを設定する145 
設定速度を変更ずる . 146 


オフ□—ド走行 . 214 

オフ□—ドでの走行 . 21己 

'河川などを渡るとを . 210 

坂道の走行 . 219 

障害物を乗り越えるとき . 218 

砂地を走行ずるとき . 217 

へッドライトガード . 220 

わだちを走行するとき . 217 

オフ□—ド走行装備 

ク□スカント U — ギア . 138 

ディファレンシャル□ック . 140 

オフ□—ドでの走行 . 215 

オフ□ー ド走行時のを意 . 21己 

オフ□ー ドを走行した後に . 217 

オフ□ー ドを走行する前に . 216 



が気温度表の . 

. 117 

/ 口 JJI |/よこ化低々こで . 


可変 スピー ドリ ミッター . 

. 147 


可変スピード US ッターを辭除ずる-150 
可変スピード U ミッターを設定ずる-148 
設定速度を変更ずる . 150 

環境保護について . 13 


車を運搬ずる . 275 

グ□—ブボックス . 167 

ク□スカントリーギア . 138 

ク□スカント U — ギアの操作 . 138 

トランスファーをニュートラルにする139 

警告ラベル . 13 

けん引 . 273 

車を運搬する . 27己 

けん引時のを意 . 273 

けん引する . 274 

けん引フックの取り付け位置 . 274 

故障した車両のけん引 . 276 

前後輪を接地させてけん引する . 274 

插かるみからけん引ずるとき . 276 

けん引時のま意 . 273 

けん引フックの取り付け位置 . 274 

フ□ント . 274 

U ア . 274 

けん引防止警報機能 . 57 

コーナ U ングライト . 92 

故障/警告メッセージ . 239 

安全装備 . 241 

エンジン . 243 

キー . 247 

車両 . 246 

走行装備 . 246 

ライト . 243 


寒冷時の取り扱い‘ 


•205 
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さ < いん 


故障した車両のけん引 


276 シート位置の呼び出し . 81 


子供を乗せるとき . 15.41 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 45 

チャイルドセーフティシート . 41 

チャイルドセーフティシート検知システム 

. 43 

チャイルドセーフティシート 

検知システムのトラプル . 48 

チャイルドセーフティシート固定機構 • 4日 

テザーアンカー . 46 

ル物入れ . 167 

グ□-ブボックス . 167 

シートバックポケット . 169 

フ□ン ト アーム レスト/ 

センターコンソールのル物入れ . 168 

フ□ントシ ー ト下部のル物入れ . 168 

こんなことにもま意 . 19 

コンビニエンスオーフニング機能 . 101 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 102 

コンビネーシヨンスイッチ . 90 

パッシング . 91 

へッドライトの下向き/上向をの 

切り替え . 91 

ち向指示 . 90 



シートヒーター . 73 

シートヒーターの トラブル . 74 

フ□ントシートヒーター . 73 

U アシートヒーター . 74 

シートベ/レト . 81 

シートベルト着巧警告 . 85 

シートベルトの着用 . 81 

正しい運転姿勢 . 86 

フ□ントシートベルト/ 

左ちリアシートベルトの高さの調整86 

シートベルト着用警告 . 85 

シートベルトの着用 . 81 

左ちリアシート . 83 

中央リアシート . 83 

フ□ントシート . 83 

事故-故障のとさ . 234 

時刻表示 . 117 

室内センサー . 58 

室内装備 . 175 

12 V 電源ソケット . 178 

カップホルダー . 175 

ヴンバイヴー/バニテイミラー……176 

灰皿 . 176 

バニテイミラー . 176 

フ□アマット . 179 

ライター . 178 


サイドアンダーミラー . 78 

坂道の走行 . 219 

アプ□ーチ/デパーチャアングル•••219 

急勾配の坂道 . 219 

坂を下るとき . 220 

坂を上0切ったとを . 220 

サンバイザー/パニティミラー . 176 

サンバイヴーを使用する . 176 

バニティミラーを使用する . 176 

シート . 68 

シー トヒ ーター . 73 

電動ランバーヴポート . 72 

フ□ントシートの調整 . 70 

へッドレストの調整 . 70 

シート位置の記憶 . 80 


自動防に機能 . 78 

シフト位置 . 111 

シフトイ立置の選択 . 111 

シフト位置表示 . 110 

車がライト消灯遅延機能 . 90 

車載工具 . 236 

車載品の収納場所 . 234 

救急セット . 235 

事故.故障のとき . 234 

車載工具 . 236 

ジャッキ . 236 

スペアタイヤ . 237 

停止表示板 . 235 

非常信号用具 . 235 

車速感応ドア□ック . 66 
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車台番号 . 283 

ジャッキ . 236 

車のか5の解錠/施錠 . 65 

ドアごとの解錠/施錠 . 65 

ドア□ックスイッチ . 65 

車両に保をされるデータ . 20 

故障データ . 20 

データび保をされるその他の装備……20 

車両の施錠 . 252 

車両の電子制御部品について . 282 

12 V 電源ソケット . 178 

収納ネット . 169 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 79 

純正部品/純正アクセサリー . 282 

乗員安を装備 . 32 

NECK PRO アクティブへッドレスト • • 40 

SRS (乗員保護補助装置） . 33 

ェアバッグ . 36 

デ供を棄せるとき . 41 

乗員保護装置 . 32 

チャイルドプルーフ□ック . 49 

乗員保護装置 . 32 

障善物を乗り越えるとき . 218 

診断ソケット . 13 

ステアリング . 75 

イージー エント U —. 76 

ステアリング位置の調整 . 75 

ステア U ング位置の調整 . 75 

砂地を走行ずるとき . 217 

スノーチェーン . 201 

スペアタイヤ . 237.291 

スペアタイヤカバーの取り列し . 237 

スペアタイヤの収納 . 238 

スペアタイヤの取り外し . 237 

滑りやずい路面での発進 . 207 

スライディングルーフ . 164 

スライディングルーフの開閉 . 16己 

スライディングルーフの手動操作 . 254 

セーフテイネット . 172 


セーフティネットを収納する . 174 

セーフティネットを取り外す . 174 

U アシートを起こした状態で使用する172 
U アシートを折0たたんだ状態で使用する 
. 173 

積載荷物の制限重量 . 288 

セレクターレバー . 110 

シフト位置表示 . 110 

前後輪を接地させてけん引ずる . 274 

前席上方の操作部 . 28 

センターコンソール . 26 

下部センターコンソール . 27 

上部センターコンソール . 26 

走巧まを装備 . 50 

ABS . 50 

臣 AS . 52 

EBD . 55 

ESP ⑩ . 52 

安全上の重要事項 . 50 

走行時のま意 . 207 

雨降りや濃露時の運転 . 214 

エンジンを停止しての走行 . 207 

滑0やずい路面での発進 . 207 

走行ずるとを . 212 

走行中に異常を感じたら . 212 

タイヤのグ U ップについて . 210 

駐停車するとき . 213 

濡れた路面での走行 . 210 

ブレーキ . 207 

雪道や凍結路面の走行 . 211 

走巧ずるとき . 212 

走ずる前に . 14 

走行装備 . 144 

可変スピードリミッター . 147 

クルーズコント□—ル . 14斗 

パーク ト □ニック . 151 

走行中に異常を感じた5 . 212 

走巧と停車 . 103 

エンジンの始動 . 103 

エンジンの停止 . 107 

エンジンのトラブル . 108 

駐車 . 10己 
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長期間駐車ずるとき . 107 

発進 . 104 



タイヤ空気圧ラベル . 202 

タイヤとホイール . 199.289 

安全に関するミ主意 . 199 

ウィンタータイヤ . 201 

スノーチェーン . 201 

スペアタイヤ . 291 

走行時のま意 . 199 

タイヤ空気圧ラベル . 202 

タイヤトレッド . 200 

タイヤの回転ち向について . 205 

タイヤの清掃 . 205 

タイヤの選択、装着と交換 . 200 

タイヤの点検 . 199 

タイヤの保管 . 205 

タイヤ□—テーシヨン . 204 

標準タイヤ . 290 

タイヤ□— テーシヨ ン . 204 

正しい運転姿勢 . 86 

チャイルドセーフティシート . 41 

チャイルドプルーフ□ック . 49 

駐車 . 105 

パーキングブレーキ . 106 

駐停車ずるとき . 213 

長期間駐車ずるとき . 107 

停止表示板 . 235 

ティップシフト . 112 

最適なギアレンジを選択する . 114 

高いギアレンジを選択する . 114 

ティップシフトにずる . 114 

ティップシフトを解除する . 114 

低いギアレンジを選択ずる . 114 

デイファレンシャル□ツク . 140 


デイファレンシャル□ックの使いかた143 
デイファレンシャル□ックをオンにする 

. 141 

デイファレンシャル□ックを解除する142 


テールゲート . 66 

テールゲートを閉じる . 67 

テールゲートを開く . 66 

テールゲートを閉じる . 67 

テールゲート を開く . 66 

電球の交換 . 257 

電球に関するミ主意 . 257 

電球の位置と種類 . 259 

電池の交換手順 . 256 

電動ランパ‘ーサポート . 72 

ドア . 64 

車外か日のドアの開閉 . 64 

車速感応ドア□ック . 66 

車内か5の解錠/施錠 . 65 

車内か日のドアの開閉 . 64 

ドアウインドウが自動で開かないとさ • • 102 

ドアウインドウの開聞 . 101 

ドアの操作部 . 29 

ドアミラー . 77 

ドア S ラーび無理に外側に曲げられたとを 

. 78 

ドアミラーの角度調整 . 77 

ドア S ラーの格納/展開 . 78 

盗難防止システム . 56 

イモビライヴー . 56 

けん引防止警報機能 . 57 

室内センサー . 58 

盗難防止警報システム . 56 

卜 U ップ メー ターのリセット . 117 



慣5し運輯 . 182 


慣5し運転 . 182 

日常の手入れ . 224 

外装 . 225 

車内 . 230 

荷物の積み方/小物入れ . 166 

ル物入れ . 167 

収納ネット . 169 

セーフテイネット . 172 

荷物を固定ずるとき . 171 

荷物を積むとさのを意点 . 166 
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分割巧倒式リアシート . 169 

ルーフラック . 17己 

荷物を固定ずるとき . 171 

安全上のを意事項 . 171 

荷物固定用リング . 172 

ニューカープレート . 283 

めかるみか5けん引ずるとさ . 276 

濡れた路面での走巧 . 210 

巧川などを渡るとを . 210 

道路び冠水しているとさや 

車び水没したとき . 210 

ノ V イド□プレーニング現象 . 210 

燃料 . 285 

燃料消費について . 28己 

燃料タンク容量 . 28己 

燃料給油フラップの手動解錠 . 253 

燃料の給油 . 183 

燃料と燃料タンクのトラブル . 186 

燃料を給油する . 183 

燃料を給油ずる . 183 

燃料給油口を閉じる . 183 

燃料給油口を開いて給油ずる . 183 


/V 


パーキングブレーキ . 106 

パーキング□ックの解除 . 254 

パークト□ニック . 151 

インジケーター . 153 

センサーの感知範囲 . 152 

パークトロニックセンサー . 151 

パークト□ニックの作動 . 153 

パークト□ニックのトラブル . 154 

灰皿 . 176 

フ□ントの灰皿 . 177 

U アの灰皿 . 177 

発進 . 104 

ヒルスタートアシスト . 105 

バッテ U —. 267.288 

VRLA バッテ U —. 269 

インジケーター付をバッテ U — . 270 

車載バッテ U — の電圧/容量 . 288 


バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意’ • 267 


バッテ1」一の位置 . 269 

バッテ U —があげつたとき . 270 

バッテ U —取り扱いの一般的なま意••••267 

バッテ U — の位置 . 269 

バニティミラー . 176 

パヮーウインドウ . 100 

コンビニエンスオープニング機能 •••• 101 
コンビニエンスク□ージング機能102 

ドアウインドウの開閉 . 101 

ドアウインドウのトラブル . 102 

パンクしたタイヤを交換ずる . 263 

ジャッキアップずる . 263 

ジャッキダウンずる . 266 

スペアタイヤを取り付ける . 266 

タイヤ交換の準備 . 263 

タイヤの取り外し . 26己 

輪止故をする . 263 

パンクしたとき . 262 

タイヤ交換の準備 . 262 

パンクしたタイヤを交換する . 263 

ビークルプレート . 283 

エンジン番号 . 284 

オプションコードプレート . 284 

車台番号 . 283 

ニューカー プ レー ト . 283 

非常時の施錠/解錠 . 252 

運転席ドアの解錠 . 252 

エマージェンシーキー . 252 

車両の施錠 . 252 

スライディングルーフの手動操作 • -■•254 

燃料給油フラップの手動解錠 . 253 

パーキング□ックの解除 . 254 

非常信号用具 . 235 

非常点滅灯 . 91 

ヒューズ . 277 

ヒューズー覧 . 279 

ヒューズ交撰についてのミ主意 . 277 

ヒューズボックスの位置 . 277 

ヒューズを交撰ずる . 277 

ヒューズー覧 . 279 

ヒューズ交換についてのミち意 . 277 
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ヒューズボックスの位置 . 277 

ヒューズを交換ずる . 277 

標準タイヤ . 290 

ブレーキ . 207 

AMG 強化ブレーキシステムのミ主意事項 

. 209 

下り坂を走行するとき . 208 

凍結防止剤について . 208 

ブレーキ警告口 . 209 

ブレーキシステムに 

強い負荷びかかったとを . 208 

ブレーキパッドについて . 209 

路面び濡れているとき . 208 

ブレーキ液 . 287 

ブレーキ液 . 196 

ブレーキ液の交換 . 197 

ブレーキ液の量を点検する . 197 

フ□アマット . 179 

フ□ントシートの調整 . 70 

シートクッションの角度の調整 . 70 

シートの前後位置の調整 . 70 

シートの高さの調整 . 70 

バックレストの角度の調整 . 70 

へッドレストの高さの調整 . 70 

フ□ントシートベルト/ 

左ちリアシートベルトの高さ調整 . 86 

フ□ントワイ パー . 97 

ウインドウウォッシャーを暖射させる • 98 

フ□ントワイパーを作動させる . 97 

レインセンサー . 98 

ワイパーを1回だけ作動させる 

(ティップ機能） . 97 

分割巧倒式 U アシート . 169 

バックレストを倒ず . 170 

バックレストを元の位置に戻す . 170 

U アシートを折りたたむ . 170 

U アシートを元の位置に戻ず . 171 

へッドライトウォッシャー . 92 

へッドライトガード . 220 

ヘッドレストの調整 

フ□ントへッドレストの調整 . 71 

フ□ントへツドレストのリセット……71 


U アへッドレストの脱着 . 72 

U アへッドレストの調整 . 71 

ボンネット . 187 

ボンネットを閉じる . 188 

ボンネットを開く . 187 



マルチフアンクシヨンステアリング . 25 


マルチフアンクシヨンディスプレイ••一118 

才ーディオ . 123 

DVD ビデオのチャプターを選択ずる 

. 124 

テレビ局を選局ずる . 124 

トラックを選択ずる . 123 

ラジオ局を選局する . 123 

故障表示 . 125 

故障表示のリセット . 126 

車両情報 . 121 

基本画面 . 121 

走行情報表示 . 121 

走行速度/外気温度表示画面……122 

設定 . 126 

コンフオート . 133 

シャ U ョウ . 132 

設定グループの選択 . 127 

設定項目の初期化 . 127 

曰又’が式ニュー . 126 

水ーター . 128 

ライト . 130 

電言を . 136 

着信した電話を受ける . 136 

通話を終える（電話を切る） . 136 

通話を保留する . 136 

電話帳か5電話を発信する . 137 

電話^ニューを表示させる . 136 

発信履歴から電話を発信ずる . 137 

卜 U ップコンピューター . 134 

エンジン始動時からの情報表示 • •••134 

走行可能距離 . 135 

U セット時からの情報表示 . 134 

ナビ . 125 

マルチフアンクシヨンディスプレイの操作 

. 119 

方インメニューの一覽 . 120 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイの操作 


. 119 

ミラー . 77 

サイドアンダラー . 78 

自動防眩機能 . 78 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 79 

ドアミラー . 77 

ルームミラー . 77 

メーター照度調節ボタン . 116 

メーターパネル . 23、116 

アンビエントライトの照度調整 . 116 

外気温度表示 . 117 

時刻表示 . 117 

タコメーター . 117 

トリップ方ーターの U セット . 117 

表示な/警告好 . 24 

マルチ フアン クシ ヨン ディスプレイ •• 116 

メーターパネル照度調節ボタン . 116 

U セットボタン . 116 

;令却水温度計 . 117 

メーターパネルの表示灯/警告な……248 

安全装備 . 248 

エンジン . 251 

シートベルト . 248 

メモリー機能 . 80 

シート位置の記憶 . 80 

シート位置の呼び出し . 81 

メルセデス.ベンツ指定ヴービスエ場 ••• 14 

メンテナンス . 222 

整備手帳 . 222 

日常点検 . 222 

メンテナンスインジケーター . 222 

メンテナンスインジケーター . 222 

自動表示機能 . 223 

手動表示 . 223 

表示方ッセージ . 223 


六ンテナンスインジケーターのリセット 
. 224 



雪道や凍結路面の走巧 . 211 



ライター . 178 


ライター . 178 

ライト . 87 

コーナ リングライト . 92 

コンビネーションスイッチ . 90 

車外ライト消な遅延機能 . 90 

非常点滅灯 . 91 

へツ ドライトウ ォツ シヤ ー . 92 

へッドライトとち向指示灯の内側び 

曇き . 93 

ライトスイッチ . 87 

ルームランプ . 93 

ライトスイッチ . 87 

車幅巧 . 88 

パーキングライト . 89 

フォグランプ . 89 

へッドライト . 88 

リアワイ パー . 99 

U アウインドウウォッシャーを暖射させる 

. 99 

U アワイパーを作動させる . 99 

U アワイパーを停止ずる . 99 

リセットボタン . 116 

リモコン機能 . 61 

U モコン機能の切り替え . 62 

□ケイターライティング . 62 

ルーフラック . 175 

ルームミラー . 77 

ルームランプ . 93 

アンビエントライト . 96 

棄降用ライト . 95 

ステップカバーライト . 96 

ドアミラー下部のライト . 96 

フロント読書な . 94 

ラゲッジルームランプ . 95 

U ア読書灯 . 94 

U アルームランプ . 94 

ルームランプの点灯/消好 . 93 

を却水 . 194,287 

オーバーヒートしたとき . 196 

不凍液の濃度 . 287 

冷却水の交換時期 . 19己 
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冷却水の量を点検ずる . 194 

冷却水を補給する . 195 

冷却水温度計 . 117 

ワイパー . 96 

フ□ン トワイ パー . 97 

U アワイパー . 99 

ワイ パーの トラブル . 99 

ワイパーブレードの交換 . 260 

ワイパープレードの取0付け . 261 

ワイパーブレードの取0外し . 261 

わだちを走行ずるとき . 217 

ABS . 50 

ABS 警告：)：了 . 51 

ブレーキ操作をずる . 51 

BAS . 52 



VRLA /ぃッテ U — . 269 


VRLA /いッテ U — . 269 


数字 


12 V 電源ソケット . 178 

助手席足元の 12 V 電源ソケット……179 
センターコンソール後端部の 

12 V 電源ソケット . 179 

ラゲッジルーム左側の 12 V 電源ソケット 
. 179 

4輪駆動車 (4 WD ) の取り扱い . 18 



EBD . 55 


EBD . 55 

ESP ®. 52 

4 ETS . 54 

ESP ⑩の機能の設定/解除 . 54 


ESP ®. 52 

4 ETS . 54 

ESP ⑩の機能の設定/解除 . 54 



NECK PRO アクティブヘッドレスト ...AO 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
IJ セット . 255 



SRS (乗員保護補助装置） . 33 

SRS 警告好 . 33 

エアバッグ . 36 


シー トベルトテンシヨナ ーと 

運転席/助手席エアバッグの作動 • …34 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費を抑えられ 
ます。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,00日回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よラに運転して < ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 


平環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、リサイクル部品を積極的に導入 
していまず。 



車両には警告ラベルが貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用ず 
るための情報などが記されていまず。 
警告ラベルは絶対にはがさないで<だ 
さし、。 


保証の適用 

車両の操作を行な5とさや車両に損傷 
び発生したとさは、おず本書に記載さ 
れている指示に従ってください。指示 
に従わないで発生した車両の損傷につ 
いては、保証の対象外になりまず。 


診断ソケット 

診断ソケットはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場での診断機器の接続の 
にめに装備されていまず。 

診断ソケットに機器を接続ずると、排 
出ガスのモニター情報び U セットされ 
るおそれびありまず。これにより、次 
回の車両検査時に排出ガス基準に適合 
しな < なることびありまず。 
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A 警告 

診断ソケットに機器を接続ずると、車 
両システムの作動に影響を及ぼすお 
それがあります。これにより、車両 
の安全性が損なわれます。また、事 
故の危険性がありまず。 

診断ソケットには、いかなる機器も 
接続しないで < ださい。 


メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行な5ため 
に必要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備が備わっていまず。上記の内容 
は、特に安全に関わる作業について該 
当します。 

詳し<は整備手帳をご覧<ださい。 

LU 下の作業については、必ずルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なってくださしん 

• 安全に関わる作業 
• 点検および整備 
• 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 

• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、ルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で行なうことをお勧めし 
ます。 


走行■ずな刖に 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることが法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
ご覧ください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーの冷媒に不足がないか、ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けて < ださい。 

• オーバーヒートの予防策として、い 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとき、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡が残っている 
ときは、ずみやかに^ルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置が自動的に 
動さ始め、作動音などが聞こえること 
がありまずが、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さが十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗がない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧が低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤが破裂したり、乂 
災が発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れがありまず。 
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シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベル h を着用して<ださい。 

運転席足元にミち意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でさな < なるおそれ 
びありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでき 
な < なるおそれびありまず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 tl ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かない5ちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 

ウォーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでち、停車 
しにままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオー S ングアップして<だ 
ごし、。 


子供を乗せるとを 


子供にちを、ずシートベルトを着用 

• モ供であってを、シートベルトを正 
しく着用し、シートやヘッドレスト 
び正しし^位置になってし''ることを大 
人び確認してください。正しくシー 
トベルトび着用でさないルさなモ供 
は、チャイルドセーフテイシートを 
使用してください。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないでください。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけびをずるおそ 
れびありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歳未満のモ巧にはチャイルドセーフ 

テイシート （>41 ページ）を使用ずる 

ことび法律で義務付けられてしほず。 

モ供は後席に 

• モ巧はでさるだけ後席に乗せてくだ 
さい。助手席では、モ供の動さび気 
になったり、子巧び運転装置に触れ 
るなど、運転の妨げになることびあ 
りまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、お 
ず後席に装着してください。やむを 
得ず助手席に装着ずるとさは、車の 
進行方向に向けてチャイルドセーフ 
テイシートを装着し、助手席シート 
をでさるだけ後ろの位置にしてくだ 
ごし、。 
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• モ供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートをでさるだけ後ろの位置 
にして、正しく座らせてくださし、 
エアパッグの作動時に大さな衝撃を 
受けるおそれがありまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して < ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• U アドアや U アドアウインドウの 
チャイルド プルー フ□ック（[>49 
ページ）を活用して<ださい。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フの開□部か5身体を出さない 

モ供がドアウインドウやスライディン 
グルーフの開口部から身体を出さない 
よラにミ主意して<ださい。けがをする 
おそれがあ0まず。 

車か5離れるとを 

モイ共だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し<操 
作して<ださい。「走行と停車」ちあ 
わせてご覧ください（[>103ぺージ)。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかって 
いるとさ、セレクターレバーが [ E 、 
CELU がに入っていると、動力がつ 
ながった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まな<てち車がゆっ<り動さ 
出しまず。これをク U —プ現象といい 
まず。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数が上がって素早<加速しまず。 
これをキックダウンといいます。 

エンジンの始動前 

• ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こずおそれが 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルが一定のところで停止ず 
ることやぺダ;レの踏みしろの量を確 
認して < ださい。 
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エンジンの始動 

セレクターレバーび [ PJ に入ってい 

ることを確認して、 ブレーキ ペダルを 

確実に踏んでエンジンを始動しまず。 

アクセルペダルを踏む必要はありま 

せん。 

発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• セレクターレバーを CE 、 FrIIc 
入れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

まに、上りあで発進ずるとさは、ヒ 
ルスタートアシスト0105ページ） 
び作動しまず。 


走巧中 

• ク□スカント U —ギアの操作時じ(外 
はセレクターレバーを EE に入れ 
ないで<ださい。エンジンブレーキ 
びまったく効かないため事故につな 
びったり、トランスミッションを損 
傷するおそれびあ0まず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非苗に大きな力び必要に 
なりまず。また、ま全装備び作動し 
な < なるおそれびありまず。 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないで<ださい。万一、セレクター 
レパーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• 急な上り坂などでは、アクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停止状態を 
保たないでください。トランスミッ 
ションに負担びかかり、過熱や故障 
の原因にな0まず。 

• 完全に停車ずる前に、セレクターレ 
バーを [ PJ に入れないで<ださい。 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れびありまず。 
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駐車 

. 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレバーを [ PJ に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにセレクター 
レバーをか m に戻ずよラに 
むびけてください。 CE に入って 
し、ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびありまず。 


4輪駆動車 （4WD) の取り扱い 

4輪駆動走行は、滑りやずい路面など 
で本来の優れた走行性能を発揮します 
び、どこでを走れる万能車ではありま 
せん。路面の状況や斜面にミ主意してま 
全運転をむびけてください。 

r オフ□ー ド走行」 （^21 4ページ）を 
あわせてご覧くださし、。 

オフ□ード走行は慎重に 

急加速や急ブレーキ、急八ンドルを避 
けてください。横滑りや横転などの原 
因になりまず。また、車をジャンプさ 
せないで<ださい。車体や駆動装置を 
損傷するおそれびありまず。 

積雪路やま結路を走行ずると走は 

でさるだけほ速で走行し、急加速や 
急ブレーキ、急八ンドルを避けてく 
ださい。 


砂地やめかるみを走行ずるとをは 

車から降り、砂化やめかるみの状態を 
確認してから、でさるだけほ速で走行 
して < ださい。 

急な坂道を上るとさは 

±手や斜面では、傾斜に巧してまつず 
ぐに走行してください。斜めに走行ず 
ると、車び横転ずるおそれびありまず。 

乾燥した舗装路、高速道路を走行ずる 
と走は 

• □ー レンジにしないで < ださい 
(>138ページ）。エンジンび高回転 
になり、エンジンを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

• デイファレンシャル□ック （0140 
ページ）をオンにしないでください。 
ステア1」ングびまわしに<<なるに 
め' 車び直進し、事故につなびるお 
それびありまず。また、駆動装置を 
損傷ずるおそれびありまず。 

オフ□-ド走行後 

損傷した箇所びないか入念に点検して 
<ださい。 

損傷びあるとさは、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 
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こんなことにちま意 


運転ずるとをのま意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶对に運転し 
ないで <ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

曰射に関ずるま意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤がレンズの働さ 
をして、火災が発生ずるおそれがあ 
りまず。 

• ガネやサングラスを車内に放置し 
ないで< ださい。炎天下では車内が 
高温になるため、レンズやフレーム 
が変形したり、ひび割れするおそれ 
がありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないで< だ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターが発火した0爆 
発するおそれがありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターが誤作動し、火災が発 
生するおそれがあ0まず。 


給油に関ずるま意事項 

給油が自動的に停止したら、それ政上 
は給油しないで<ださい。燃料漏れの 
おそれや、エンジンが不調になったり 
停止するおそれがあ0ます。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因にな0まず。 

• エンジンオイルには添加剤を入れな 
いで<ださい。エンジンを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または承認 
されている製品のみを使用して < だ 
さい。エンジン内部の摩耗が進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれがあ 
ります。故障が発生したとさは、保 
証の対象がになりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがずとさは、^ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になりまず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずが、を意力が 
散漫になり事故の原因になりまず。安 
全な場所に停車してから使用して<だ 
さい。 
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COMAND システムの操作 

C 0 MAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作して< ださい。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最ル限（約1秒内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰0返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
<行なラことが必要になりまず。 

サイドステップび濡れているとをの 
注意 

降雨時や洗車時など、サイドステップ 
が蕭れているとさは、十分注意してス 
テップに足を乗せて<ださい。足を滑 
らせてけがをずるおそれがあ0まず。 


車両にな巧されるデータ 


故障データ 

車両には、故障時や異苗時のデータを 
保をずる機能びありまず。 

イ呆存されたデータは、ま全装備など 
び作動ずるとを、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されまず。 

データを使用して、車両の動きをさか 
のぼって調べることはできません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


デ~夕び保をされるその化の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保ちした 
り、編集ずることびできまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
巧書」をご覧くださし、。 
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インストルメントパネル 



を 

が 

Da 

化 

城! 



名称、 

ぺージ 

④ 

ステアリング 

7已 

感 

ステア U ング調整 レ 
パー 

75 

⑩ 

へツドライトウォツ 
シャースイッチ 

92 

® 

ライトスイッチ 

87 

@ 

ドアミラー調整スイッチ 

77 

@ 

診断ソケット 

13 

@ 

ボンネット□ック解除 
八ンドル 

188 



名称 

ぺージ 

の 

コンビネーシヨンレバ ー 

90 


(方向指示/へッドライ 

91 


卜/フ□ントワイパ ー） 

97 

⑤ 

クルーズコント□ール 

144 


レバー/巧変スピード 
IJ 云ッターレバー 

147 

⑤ 

運転席エアバッグ 

ホーン 

37 

④ 

メーター パネル 

23 

⑤ 

音声認識レバー 

別冊 


エンジンスイッチ 

67 

③ 

グ□ーブボックス 

167 
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を祿 

ぺージ 

① 

スピード少ーター 


⑤ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

118 

⑤ 

タコ 夕一 

117 

④ 

燃料給油口位置表お 


⑤ 

燃料計 



冷却水温度計 

117 

⑦ 

^一夕 _パネル照度調 
整ボタン/ U セツトボ 
タン 

116 
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メーター パネル 




名妳 

ぺージ 

① 

へッドライト表示灯 

88 

⑤ 

ESP ® オフ表示口 

250 

③ 

ESP ® 表示灯 

250 

④ 

方向指示表示灯 

90 

⑤ 

ABS 警告口 

249 


シートベルト警告灯 

248 

③ 

SRS 警告灯 

250 

④ 

エンジン警告口 

251 

感 

燃料残量警告灯 

251 

⑩ 

八イ ビーム 表示灯 

91 

@ 

タイヤ空気圧警告灯 


@ 

ブレーキ警告灯 

248 


表示な/警告な 


B を WS 荒如 


1) 曰本仕様車では、警告灯としては機能しません。 
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を 

が 

化 

か! 



名称 

ぺージ 

の 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

118 

⑤ 

COMAND システム 

別冊 

⑤ 

1 +11 - 1 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

119 

④ 

1の1 因 1 

通話開始スイッチ/通 
話終了スイッチ 

119 

⑤ 

№11宙 1 

表示切り替えスイッチ 

119 


1公11ク1 

スク□ールスイッチ 

119 
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名妳 

ぺージ 

① 

シートヒーター（運転 
席）スイッチ 

73 

⑤ 

U アワイパースイッチ 

99 

⑤ 

ESP ® オフスイッチ 

55 

④ 

ディファレンシャル 
□ ックスイッチ 

141 

⑤ 

ドア□ックスイッチ 

65 


けん引防止警報解除ス 
ィッチ 

57 

③ 

シートヒーター（助手 
席）スイッチ 

73 

④ 

室内センサー解除ス 
イツチ 

58 



名祿 

ぺージ 

③ 

非常点滅灯スイッチ 

91 

颇 

COMAND システム 

別冊 

® 

灰皿/ライ ター 

177 



178 

@ 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

156 

@ 

助手席エアパッグオフ 
表示灯 

43 

@ 

U アウインドウウオツ 
シャースイツチ 

99 


























センターコンソール 
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を祿 

ぺージ 

① 

セレクターレバー 

103 



110 

⑤ 

トランスフアースイッチ 

130 

⑤ 

パーキングブレーキレ 
パー 

106 


下部センターコンソール 
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前席上万の操作部 




名称 

ぺージ 

の 

U アルー ムランプ/ラ 
ゲッジルームランプス 
イッチ 

93 

⑤ 

読書灯（ち側）スイッチ 

93 

⑤ 

スライディング ルーフ 
スイッチ 

165 

④ 

ルーム S ラー 

77 

⑤ 

ルームランプスイッチ 

93 


読書灯（左側）スイッチ 

93 












ドアの操作部 
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運転席ドア 



を 

が 

化 

か! 



を称 

ぺージ 

① 

ドアウインドウスイッチ 

101 


セーフテイスイッチ 

49 

⑤ 

シート調整スイッチ 

70 

⑤ 

ドア レバー 

64 

④ 

><モ|」ースイッチ 

ポジションスイッチ 

80 
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乗員を全装備 . 32 

走巧を全装備 . 50 

盗難防止システム . 56 


磐骗がが 
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柔員ま全装備 


柔員を全装備 


柔員保護装置 

シートベルトや SRS (柔員保護巧助装 
置）は、础果を局めるために補し^合し、 
連携する乗員保護装置です。 

これらの装置は、想定される事故の状 
況において、乗員が負傷ずる可能性を 
最小限に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、下のことにま意してください。 

• シートやヘッドレストは正ししパな置 
に調整して<ださい(>68ページ）。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい(>81ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください （036 
ぺージ)。 

• ステアリングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
<着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることがでさまず。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるちのではありません。エアバッ 
グが装備されていてち、必ず乗員全 
員がシートベルトを正し<着用して 
<ださい。 


また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動するわけではありま 
せん。状況によっては、乗員が正し 
<シートベルトを着用している場を 
は、エアバッグが作動してち乗員 
保護効果が高まらないことがあ0 
9 〇 

UTF の理由から、エアバッグはシー 
トベルトを正し<着用している場合 
にのみ、シートベルトの保護機能を 
高めることができまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
乗員とエアパッグの適切な位置 
関係を保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗 
員が前方に投げ出されるのを防 
ぐことがでさまず。これにより、 
けがの危険性を減らずことがで 
さまず。 

したがって、衝突時にエアバッグが 
作動したとさは、エアバッグは正し 
<着用されたシートベルトの保護機 
能に加えて効果を発揮しまず。 


磐骗がが 







乗員巧を装備 
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A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具なら びに 設備を備えた 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で巧なラことをお勧めします。特 
に安全に関わる整備については、必 
ず;ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
行安定性が損なわれる可能性があり 
まず。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。また、安全装備が正常に作動 
しな< なり、乗員保護効果が得られ 
ないおそれがあ0まず。 


A 警告 

秉員保護装置の下の構成部品を改 
造したり、不適切な作業を行なわない 
でください。正常に作動しなくなる 
おそれがあります。 

• シートベルトやベルトアンカー、 
シートベルトテンショナ ー、 ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
び作動するレベルに達していてち、 
エアバッグと シー トベルトテン ショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動ず 
るおそれがあります。決して乗員保 
護装置を改造しないでください。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は(下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告口 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□ールユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 


SRS I SRS 警告な 

エンジンスイッチを1の位置にずると 
点口し、数秒後に消灯しまず。 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点口し、エンジン始動後に消灯しまず。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさ、およびエンジンがかかっている 
ときは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A 警告 

し U 下のよラなとさは、 SRS に異常 
が発生しています。衝撃を受けてを 
エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれがあります。ただち 
に;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさに SRS 警告灯が点灯し 
ないとさ 

• エンジンスイッチを1の位置にし 
たとさは数秒後に、エンジンスイッ 
チを2の位置にしたとさはエンジ 
ン始動後に SRS 警告口が消灯し 
ないとさ 


摆骗がが 


• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告灯が点灯したとさ 
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乗員ま全装備 


シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

衝突などの際、センサーは衝撃の持続 
時間や方向、強さなどのデータの評価 
を行ないまず。これらのデータををと 
にして、また衝突の際の車両の前後方 
向の減速度に応じて、シートベルトテ 
ンシヨナーを作動させまず。 

さ日に車両の縦方向に一定(上の衝撃 
を検知しにとをに、運転席/助手席 
エアバッグび作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動するねけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なりまず。 

いずれのエアバッグち、衝突の最 
巧の段階において検知された 、 LU 
下の要素に基づいて作動しまず。 

• 前方からの衝突 
• 側面からの衝突 
• 後ちからの衝突 

〇 センサーび検知ずる衝撃の強さや 
方向は、 Li (下の要素によってみま 
りまず。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 


シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオース! JS ツター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、フ□ン 
トシートと左ちリアシートのシートべ 
ルトに装備されていまず。 

シートベルトテンシヨナーは、車両の 
縦方向に大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートベル 
卜の础果を局める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置が不適切なとさや、シートベルト 
が正し<着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 

シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではありません。 

シートベルトテンシヨナーは、 UTF の 
とさに作動しまず。 

• エンジンスイッチが2の位置のとき 
. SRS に異常がないとき 

• シートベルトが正し<バックルに差 
し込まれてし''るとき 

• 助手席のシートベルトテンシヨナー 
は、助手席に乗車していて、シート 
ベルトのプレートがバックルに差し 
込まれてし^るとき 


• 衝突物の特性 
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シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さが1；(下のよ5なとさ 
に作動しまず。 

• 前ちまたは後方からの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定政上の衝撃を検 
知したとさ 

• 車両が横転ずるよラな特定の状況 
で、シートベルトテンシヨナーの作 
動が乗員保護効果を高めるとシステ 
ムが判断したとさ 

シートベルトテンシヨナーの作動時に 
聞こえる作動音は、ごくまれに聴力に 
影響することがありまず。 

シートベルトテンシヨナーが作動ずる 
と、 SRS 警告口が点灯しまず。 

A 警告 

リアのシートベルトテンシヨナーは、 
作動時にバックルが下方に引さ込ま 
れます。バックル部分に作動の妨げ 
になるよラなものがないことを確認 
してください。 


A 警告 

シートベルトテンシヨナーの作動時 
にわずかに白煙が発生ずることがあ 
りますが、火災のむ配はあ0ません。 

ただし、ぜんそ<などの呼吸疾患の 
ある方は一時的に呼颐障害を起こす 
おそれがあ0まずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 


A 警告 

シー トベルトテン シヨ ナーが作動す 
ると、次に事故が発生した場合は乗員 
保護機能が得られません。そのため、 
作動した シー トベルトテン シヨ ナー 
は、必ずメルセデス■ベンツ指定サー 
ビスエ場で新品と交換して<ださい。 

未作動のシートベルトテン シヨ ナー 
を廃棄ずるとさは、廃棄専用の処置 
が必要でず。^ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場、または専門業者に 
依頼してください。 

Q 助手席に乗車していないとさは、 
シー トベルトの プレー トをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテン シヨ ナー 
が作動ずることがあ0まず。 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、フ□ン 
トシートと左ちリアシートのシートべ 
ルトに装備されていまず。 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定 LiLL の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を軽 
減しまず。 

フ □ン トシ ー トのベルトフ オース リ 
三ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動しており、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 
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エアバッグ _ 

車が一定(上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の頭部や胸部への衝撃 
を分散-軽減します。 

エアバッグは高温のガスによりふ<ら 
むため、ずり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ごくまれに聴 
力に影響ずることがありまず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
灯が点灯しまず。 

A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮させるため、下の点にミ主意し 

て < ださい。 

. 乗員全員がシー h ベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にして < ださい。 

へッドレストが目の高さにあり、 
後頭部が支えられるよラに調整し 
て < ださい。 

•身長1日 Ocm 未満または12歳未 
満の子供はチヤイルドセーフテイ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはできるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ざると、エアバッグが作動ずる衝 
撃でけがをするおそれがあ0まず。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。ウインドウバッ 
グが作動する衝撃でけがをするお 
それがあ0まず。 


• 助手席エアバッグの機能が解除さ 
れている場をを除き、助手席には 
後ろ向さに装着するタイプのチヤ 
イルドセーフテイシートを装着し 
ないで<ださい。また、タイプに 
かかわらず、助手席にはチヤイル 
ドセーフテイシートを後ろ向さに 
装着しないで<ださい。やむを得 
ず助手席にチヤイルドセーフテイ 
シートを装着ずるとさは、必ず前 
向をに装着して、助手席シートを 
もっとも後ろの位置にしてくだ 
さし、。 

• 巧服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動が妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをするおそれが 
ありまず。 

• ドアの内張りに寄りかからないで 
ください。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないで<だ 
さし、。 

• バックレストとドアの間に物を置 
かないで < ださい。 

• アシストグ U ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセサ 
U —を、ドアに取0付けないでく 
ださい。 
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• ルーム S ラーに市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さし、。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しなくなりまず。 


A 警告 

し U 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取0付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 


A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
び発生することがありますが、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそ<などの呼吸疾患の 
ある方は一時的に呼颐障害を起こす 
おそれがあ0まずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開き、換気を行なってく 
ださい。 


A 警告 

関連部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品が熱くなってお0、火傷 
をするおそれがあります。 

作動したエアバッグは、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換してください。次に事故が 
発生した場合は、エアバッグによる 
乗員保護機能が得られません。 


A 警告 

未作動のエアバッグを廃棄するとき 
は、廃棄専用の処置が必要でず。； 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場、 
または専門業者に依頼して < ださし、。 


エアバッグの種類と収納場巧 

エアバッグ名 収納場戸斤 

運転席 ステアリング 

エアバッグ パッド部 

助手席 助手席ダッシュ 

エアバッグ ボードノ（ネル部 

ウインドウ フ□ントピラー 

バッグ と U アピラー間 

のルーフライこ 
ング部 


運転席/助手席エァバック^ 


ザ苗 


運転席エアバッグ①/助手席エア 
バッグ③は、縦方向からの強い衝撃を 
受けると作動し、運転席/助手席乗 
員の頭部や胸部への衝撃を分散-軽減 
します。 
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運転席エアバック/助手席エアバッ 
グは、他のエアバッグの作動に関わら 
ず、 liTF のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に一定 iU 上の衝撃を検知したとさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる保護機能を 
高めるとシステムが判断したとさ 

• シートベルトを正し<着用している 
とさ 

車両が横転したとさは、車両の縦方向 
に一定 iU 上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 

助手席エアバッグ®は、助手席に乗 
員が乗車していて、エアバッグオフ表 
示灯が消口しているとさにのみ作動し 
ます。これにより、チャイルドセーフ 
テイシート検知システムに对応してい 
ないチャイルドセーフテイシートが装 
着されてし''るか、あるし M まチャイルド 
セーフティシートが不適切な方法で装 
着されていないかを確認でさまず。 

P 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムび助手席に乗員 
びいると判断し、事故のとさに助 
手席エアバッグび作動ずることび 
ありまず。作動したエアバッグは 
交換する必要びありまず。 

〇 縦方向からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけび作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびありまず。 


ウインドウバッグ 



横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグ①び 
作動し、頭部などへの衝撃を分散-軽 
減します。 

ウインドウバッグは、運転席/助手 
席エアパッグの作動、助手席の乗員の 
有無、シートベルトの着用に関わらず、 
じ(下のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、横方向から一 
定じ(上の衝撃を検知したとを 

• 車両び横転したときは、ウインドウ 
バッグの作動びシートベルトによる 
保護効果を高めるとシステムび判断 
したとさ 
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エアバッグの作動条件 


運転席/助手席エアバッグが作動ず 
るとさ 

正面衝突など車の祇左も 
約3ぴ政内の方向か5 
強い衝撃を受けたとを 


運転席/助手席エアバックが作動し 
ない場合があるとさ 

立木や電柱への衝突のとを 




かたいコンク U - 卜の壁 
などに正面衝突したとさ 



トラックの下に潜り込んだとさ 




斜め前方への衝突のとさ 



運転席/助手席エアバッグび作動し 
ないとを 



ウインドウパツグび作動ずるとを 
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ウインドウパツグが作動しない場合が 
あるとさ 


NECK PRO アクティブへツドレスト 


斜めち向から衝撃を受けたとさ 

1 


1 


1广 


-’1 

1. 

■—— 

-1. 


客室し U 外の側面に衝撃を受けたとを 


-一:: 卜 





いずれかのエアバッグが作動ずる場合 
があるとさ 


中央分離帯や縁石などに 
衝突したとを 



深い巧や溝に落ちたとさ 





NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜が前方および上方に動<ことによ 
り、運転席と助手席乗員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部、頸部の保護度 
合し^を局めまず。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 

A 警告 

フ□ントシートには、必ず純正のシー 
トカバーだけを使用して < ださい。 
市販のシートカバーを使用すると、 
NECK PRO アクティブへッドレス 
卜の作動が妨げられるおそれがあり 
ます。詳しくは;ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストが前方に動いた状態のままに 
なります。このとさは、運転席と助手 
席のへッドレストをリセットしてくだ 
さい（[>2日日ぺージ）。 

リセットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部•頸部を保護ず 
ることがでさません。 

この U セット作業は、^ルセデス-ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行な5ことを 
お勧めしまず。 
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子供を柔せるとを 


ラ■ヤづ J レトで—— J 了イソ —— 卜 

A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 
突時などに、子供が重大なけがや致 
命的なけがをするのを防ぐため、し U 
下の点にミ主意してください。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフテイシート 
を使用することが法律で義務付け 
られています。 

• 身長1 50 cm 未満および12歳未満 
の子供は、適切なシートに装着し 
たチャイルド セーフテイ シートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトは子供向 
けに設計されていないため、チャ 
イルド セーフテイ シートの使用が 
必要になりまず。 

• シートベルトが正しく着用でき 
ない体格の子供などは、チャイル 
ド セーフ テイシートを使用してく 
ださい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のときなどに身体を車 
内に激しくぶつけたり、車外に投 
げ出されて、致命的なけがをずる 
おそれがありまず。 

• シートベルトが正しく着用でき 
ない体格の子供が、そのままシー 
トベルトを着用ずると、首を締が 
付けたり、腹部を強く圧迫したり 
して致命的なけがをするおそれが 
あ0ます。 

• チャイルドセーフテイシートは U 
アシートに装着してください。子 
供の安全性が高くなりまず。 


センサー付き純正チャイルドセー 
フテイシートを装着して助手席エ 
アバッグの機能が解除されている 
場合を除さ、助手席には後ろ向 
きに装着ずるタイプのチャイルド 
セーフテイシートを装着しないで 
<ださい。また、タイプにかかわ 
らず、助手席にはチャイルドセー 
フテイシートを後ろ向さに装着し 
ないで<ださい。エアバッグが作 
動ずる衝撃で致命的なけがをずる 
おそれがあります。 

チャイルドセーフテイシートに 
関ずるを意事項を記載したステッ 
カーが、助手席側サンバイヴーに 
貼付されています。 



やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、必ず前向さに装着してくだ' 
さし''。 

また、助手席シートをちっとち後 
ろの位置にしてください。 

絶対に子供を膝の上に乗せて走行 
しないでください。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、事故のとさな 
どに子供を保護することがでさな 
<なり、子供が車内の部品に激し 
<ぶつかった0、致命的なけがをず 
るおそれがあ0まず。 
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• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮しまず。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定することび 
でさず、子供が致命的なけがをす 
るおそれがあ0ます。チャイルド 
セーフティシートを装着ずるとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用方法に従って 
<ださい。 

• チャイルドセーフティシートの底 
面全体がシートクッションに接し 
てし''る必要があります。そのため、 

チャイルド セーフ ティ シー トの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカバーが損傷したとき 
は、純正品と交換してください。 

• チャイルドセーフティシートが損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大きな衝撃を受けたり、 
損傷したちのは子供を保護でさま 
せん。 

モおを乗車させるとさは、モ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フティシートを使用して、身体を固定 
して < ださい。 

チャイルドセーフティシートは後席に 
装着し、走行している間は、チヤイル 
ドセーフテイシートによりモ供の身体 
を固定して < ださい。 


Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チャイルドセーフテイ 
シートを用意していまず （>43 ペー 
ジ)。 

A 警告 

• テ供をチャイルド セーフ テイ シー 
卜に乗車させている場をでを、子 
供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。子供が車内の各 
部に触れてけがをずるおそれが 
ありまず。また、炎天下では車内 
が高温になるため熱中症を起こし 
たり、寒冷時には車内が低温にな 
るため命にかかわるおそれがあり 
ます。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないで<ださい。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、 
子供が火傷をずるおそれがあり 
まず。 

• テ供が誤ってドアを開くと、テ供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
あります。子供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをするおそれがあ0ます。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 


磐骗がが 
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A 警告 

荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、1;■(下の 
よラな場含に子供がけがをする危険 
性が増加します。 

• 事故のとさ 
• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 

車内に重い物や硬い物を積むときは、 
確実に固定して<ださい。荷物を積 
むとさの注意点について、詳しくは 
(>166 ページ）をご覧ください。 

純正チャイ ル ド セーフ ティ シート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢に 
応じた純正チヤイルドセーフティシー 
卜を用意してし''ます。 


選択の目を 


シート名 

体重 

年齢 

ベビーセー 
フ プラス 

約 13 kg 政下 

新生児〜 
18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力ち〜 

4歳位 

キッド 

または 

キッド 
フイックス 

1 己〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


ぷチヤイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることがあります。 
詳しくは販売店におたずねください。 


チャイルドセーフテイシート検知シス 
テム 

助手席シートの座面に検知システムが 
装備されており、センサー付さ純正 
チャイルドセーフテイ シー トとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チャイルドセーフテイ シー トの有無を 
判断し、助手席エアパツグの機能を解 
除するシステムでず。 

助手席エアパツグの機能が解除される 
と、助手席エアパツグオフ表示灯が点 
灯しまず。 

〇 純正チャイルドセーフテイシート 
には、チャイルドセーフテイシート 
検知システムに対応していないタイ 
プがあ0まず。詳し<は販売店にお 
たずね < ださい。 

助手席エアバッグオフ表示口 



チヤイルドセーフテイ シー ト検知シス 
テム装備車の助手席に、センサー付さ 
純正チヤイルドセーフテイ シー トを装 
着しているときは、エンジンスイッ 
チを 1 か 2 の位置にずると、助手席 
エアバッグオフ表お口©が点口し、 
助手席エアパッグの機能が解除され 
ます。 


摆骗がが 
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点灯しないときは、チャイルドセーフ 
テイシート検知システムが故障してい 
ます。助手席でチャイルドセーフテイ 
シートを使用せずに、すみやかにル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

A 警告 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 

テイシートを装着するとさは、政下 

の点にミ主意して正し<使用してくだ 

さし、。 

• センサー付量純正チャイルドセー 
フテイシートを助手席に装着した 
とさは、必ず助手席エアバッグオ 
フ表示灯が点灯することを確認し 
て < ださい。 

• 助手席エアバッグオフ表示打が点 
灯しないとさは、助手席エアバッグ 
の機能は解除されていません。純正 
チャイルドセーフテイシートは後席 
に装着してください。また、ずみや 
かに^ルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

• チャイルドセーフテイシート検知 
システムに対応していないタイプ 
の純正チャイルドセーフテイシー 
卜は必ず後席に装着してください。 
やむを得ずチャイルドセーフテイ 
シートを助手席に装着するとさ 
は、必ず前向さに装着し、助手席 
シートををつとも媛ろの位置にし 
て、シートベルトの高さをちっと 
ち低い位置に調整してください。 


• 助手席のシートクッションに、電 
源の入ったパソコンや携帯電話な 
どの電子機器、または磁気カード 
やにカードなどを置かないで < だ 
さい。チャイルドセーフティシー 
卜検知システムが誤作動して、事 
故のとさに助手席エアバッグが作 
動しないおそれやセンサー付さ純 
正チャイルドシートを検知でさず 
に助手席エアバッグが作動ずるお 
それがおりまず。 

Q センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを助手席に装着してい 
ないときは、イグニッション位置を 
1か2にずると、助手席エアバッ 
グオフ表示灯が点灯し、数秒後に消 
口しまず。 

点灯しないとさや点灯後に消灯し 
ないときは、システムの故障でず。ず 
みやかにルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
さぃ。 

Q 助手席のシート座面とセンサー付 
さ純正チャイルドセーフティシー 
卜の間に物を入れないで<ださい。 
チャイルドセーフティ シー トを検知 
でさな < なるおそれがありまず。 

〇 センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着して、助手席エ 
アパッグオフ表示灯が点口してち、 
助手席の下の装置は作動します。 

• ウインドウバッグ 
• シートベルトテンショナー 


磐骗がが 
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チャイルドセーフティシート固定機構 

チャイルドセーフティシートを装着ず 
るとき、シートベルトを □ ックずるシ 
ステムです。運転席政外のシートべル 
卜に装備されていまず。 

ぷ車種や仕様によ0、後席シートベルトに 
チャイルドセーフティシート固定機構び 
装備されていない場合びあ0まず。 


A 警告 

子供をチャイルドセーフテイシート 
固定機構で遊ばせないでください。 
固定機構が作動するとシートベルト 
び引さ出し方向に動かなくなるため、 
誤ってシートベルトが首に卷さ付く 
と、窒息など致命的なけがをするお 
それがあ0まず。 

チャイルド セーフ テイ シー トを装 
着ずる 

►チャイルドセーフテイシートを、製 
品に付属の取扱説明書に従って正し 
く装着します。 

► シートベルトをベルトアンカーから 
ゆっ < りと引さ出しまず。 

シートベルトのプレートをバックル 
に差し込みまず。 

固定機構を使用ずる 

► シートベルトをいっぱいまで引き出 
してから、チャイルドセーフテイ 
シートが確実に固定でさる位置まで 
シ ー トベルトを巻さ取らせまず。 

シートベルトが卷さ取られていると 
きはカチッカチッと音がすることを 
確認してください。このときは固定 
機構が機能していまず。 


► チャイルドセーフテイシートを下方 
に押し、ゆるみがないようにしまず。 

。チャイルドセーフテイシートを固 
定した後、シートベルトが引さ出し 
方■向に動かないことを確認して < だ 
さい。 

固定機構を解除ずる 

► シートベルトのプレートをバック 
ルからがします。 

►シートベルトを巻さ取らせまず。 
固定機構が解除されまず。 

。シートベルトを着用した状態で上 
体を大さく動かしたとさに、シー 
トベルトが引き出されてチャイルド 
セーフテイシート固定機構が作動ず 
ることがありまず。このとさは、固 
定機構を解除してから、シートべル 
卜を再度着用して < ださい。 

に 0- FIX 対応チャイルドセーフテイ 
シート固定装置 

左ちの後席に、に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシート用の固定装置を装 
備していまず。 

A 警告 

この固定装置は、体重 22 kg L 八下の子 
供を乗車させるとさに使用してくだ 
さい。体重 22 kgl ；« Lb の子供を乗車さ 
せるとさは、チャイルドセーフテイ 
シートを後席のシートベルトで装着 
して < ださい。 


醒涨がが 








46 


乗員ま全装備 


A 警告 

• チャイルドセーフテイシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正し<装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定することが 
でさず、モ供が致命的なけがをず 
るおそれがあ0ます。チャイルド 
セーフテイシートを装着するとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフテイ 
シートの正しい使用方法に従って 
<ださい。 

• 安全のため、に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシートは必ず後席左 
ちの固定装置に装着してください。 

• 正しく装着されていないと、チャ 
イルド セーフテイシー h が外れ、 
子供と他の乗員が致命的なけが 
をするおそれがあ0まず。チャイ 
ルド セーフ テイ シー トを装着した 
とさは、必ず左ちの固定装置に確 
実に装着されていることを確認し 
て < ださい。 


A 警告 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置が事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場合は、保護効果が得られな 
<なるおそれがありまず。その結果、 
衝突時や急ブレーキ時、急な進路変 
要時に、子供が致命的なけがをずる 
おそれがあ0まず。 

そのため、事故で損傷した0強い負荷 
を受けたチヤイルドセーフテイシー 
卜や固定装置は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 



①固定装置 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従し、 IS 0- FIX 対応チャイルドセ 
ーフテイシートを固定装置に装着 
し g 〇 

► に 0- FIX 対応チャイルドセーフテ 
イシートを固定装置に装着したと 
さは、中央後席のシートベルトが 
挟み込まれていないことを確認し 
まず。 

テザーアン カー 


に 0- FIX 对応チヤイルドセーフテイ 
シートの上部を固定ずることにより、 
事故などのとさにチヤイルドセーフ 
テイシートの前方への移動を抑えるこ 
とがで'さまず。 


磐骗がが 
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〇 純正チヤイルドセーフテイシート 
には、テヴーベルトを装備してい 
ないタイプがありまず。詳し<は販 
売店におたずね < ださい。 

テザーフックを取り付ける 



— I か , ， k*,:l 

セーフティネットを取りがしまず 
0172ページ）。 

へッドレストを上げまず。 

リアシートにチヤイルドセーフティ 
シートを装着しまず。 

装着ち法については、製品に添付 
されている取扱説明書をお読み< 
ださい。 

へッドレストの2本の支柱の間に 
テヴーべルト③を通しまず。 

テヴーフック①をテヴーアンカー® 
にかけまず。 


► テヴーべルト③がねじれていないこ 
とを確認します。 

► テヴーべルト③を締め付けます。 

締め付け方法については、製品に添 
付されている取扱説明書をお読み< 
ださし、。 

► 必要であれば、 へッ ドレストをかし 
下げまず。 

テヴーべルト③の働さが妨げられ 
ていないことを確認してくださし、。 

A 警告 

• テヴーベルトは、チャイルド セー 
フテイシートの位置に対応した 
テヴーアンカーに取り付けてくだ 
さし'!。 

• テヴーベルトがねじれたり、複数 
のテヴーべルトが交差しないこと 
を確認してください。 

• テヴーアンカーに、テヴーベルト 
が確実に固定されていることを確 
認してください。 


攫骗がが 
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チヤイルドセーフテイシート検知システムのトラブル 


トラブル 


センターコンソール 
の助手席エアバッグ 
オフ表示口び点灯し 
ている。 


センターコンソール 
の助手席エアバッグ 
オフ表示灯び点なし 
ている。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

助手席にセンサー付き純正チヤイルドセーフテイシートび裳着されている 
ため、助手席エアバッグび作動しない状態になっている。 


A けがのおそれがありまず 

助手席にセンサー付き純正チャイルドセーフテイシートを裳着していない 
場合は、チャイルドセーフテイシート検知システムび故障している。 
エンジンスイッチを2の位置にしたとさに助手席エアバッグオフ表示巧び 
数秒間点灯しないか、エンジンを始動しても SRS 警告灯び消なしない。 
あるいは、エンジンスイッチを2の位置にしたときに助手席エアバッグ 
オフ表示なび数秒間点灯せず、エンジンを始動してち SRS 警告灯び消灯 
しない。 

► 助手席のシート座面に LU 下のをのを置いているとをは取り除いてくだ 
さし、。 

• パソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

助手席エアバッグオフ表示灯び点灯したままのとを： 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


磐骗がが 
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チヤイルドプルーフ□ツク 


A 警告 

モ供び後席に乗車ずるとさは、チャ 
イルド プルーフ □ックを設定してく 
ださい。子供び1」アドアや1」アドア 
ウインドウを開くと、事故やけびの 
原因にな0まず。 

モ供び後席に柔車ずるとさは、(下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
<ださい。 

• U アドアのチャイルドプルーフ 
□ック 

• U アドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ツク 

リアドアのチャイルドプルーフ□ック 
を設定ずる 



車内のレノ（一を弓 I いてを1」アドアび開 
かな<な0まず。 

►設定ずるとさは、エマージェンシー 
キーの先端やドライバーなどで、ノ 
ブを下側の位置⑤にしまず。 


►車内のドアレバーを引いて、チヤイ 
ルドプルーフ□ツクび設定されてい 
ることを確認しまず。 

►解除ずるとさは、ノブを上側の位置 
© にしまず。 

〇 チヤイルドプルーフ□ツクを設定 
した1」アドアを開 < とさは、1」モコ 
ン操作やドア □ ツクスイツチで U ア 
ドアを解錠して、車がから開いて< 
ださい。 


リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ツクを設定ずる 



1」アドアのスイッチによる1」アドアウ 
インドウの操作びでさなくなりまず。 


►セーフティスイッチ①を^3の見 
える位置（ちにスライド）にしまず。 

1」アドアのスイッチでドアウインド 
ウを開閉でさな< な0まず。 

►解除ずるときは、セーフティスイッ 
チを ra の見える位置（左にスラ 
イド）にしまず。 

〇 セーフティスイッチの設定/解除 
にかかわらず、運転席ドアのスイッ 
チでは、 U アドアウインドウを操作 
でさまず。 


攫账がが 
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走巧を全装備 


走行ま全装備には、(下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• ESP ® (エレクト□ニック.スタビ 
1」ティ.プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワー.デイスト U ビューシヨン） 


を全上の重要事項 

走行ま全装備び適切に作動してを、車 
両操縦性や走行を定性の確保、制動距 
離の短縮には限巧びありまず。雷に道 
路や天候の状況にま意し、十分な車間 
距離を保って運転してください。 

また、タイヤのグ U ップび失われた状 
況では、走行安全装備は効果を発揮し 
ません。 

〇 走行安全装備は、タイヤび路面に 
十分接地してし''るとさにのみ、十分 
な効果を発揮しまず。タイヤに関ず 
る情報やタイヤの摩耗に ついては 
「タイヤとす、イール」をご覧 < ださい 
(>199 ぺージ)。 

雪道や凍結路を走行するとさは、ウイ 
ンタータイヤやスノーチェーンの装着 
をお勧めしまず。このような路面状 
況では、ウインタータイヤやスノー 
チェーンを装着ずることで、走行安全 
装備の効果が発揮されまず。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ぎ、ステアリングでの車 
両操縦性を確保ずる装置でず。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度が約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよラになりまず。 

滑りやずい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる 
装置で、無謀な運転からの事故を 
防ぐをのではありません。 ABS が 
適切に作動してち、車両操縦性や 
走行安定性の確保には限界があ0 
まず。 

また、タイヤのグ U ップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

• ABS に異常があるときは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックしまず。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれが 
あります。 

• 故障により、 ABS の機能が解除 
されたときは、 BAS と ESP ®、 
4 ETS の機能を解除されます。常 
に道路や天候の状況にミ主意して運 
転してください。 


磐骗がが 









ブレーキ 操作をずる 

ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体が振動すること 
がありまずが、異常ではありません。 

ABS び作動したとを 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けて < ださい。 

強い制動力び必要なとを 

► ブレーキ ペダルをいっぱいまで踏み 
込んで < ださい。 

A 警告 

ブレーキ操作をずるとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださい。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長くなるおそれがあ 
ります。 

Qabs は制動距離を短 < ずる装置で 
はありません。政下のよ5な路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン 装着時 


走行まま装備 


〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ぺ夕 V レ 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありまずが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能ち元に戻りまず。 

〇 ディファレンシャル□ックをオン 
にずると、 ABS 、 BAS 、 ESP ® の機 
能が解除され、 ABS 警告口と ESP ® 
表示灯、 ESP ® オフ表示灯が点口し 
まず。また、マルチファンクシヨン 
ディスプレイに " ABS シヨ巧カノウ□ックサ 
レティマス DIF - FERENTIAL LOCK " と表 
示されます（1>14日ページ）。 


[(©)1 ABS 警告灯 

エンジンスイツチを2の位置にずると 
点口し（点灯しないとさは警告灯が故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
灯しまず。 

エンジン始動後に消灯しないとさや、 
エンジンがかかっているとさに点口し 
たとさは、 ABS に異常がありまず。 

通常のブレーキ時の制動力は確保され 
まずが、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、4 ETS は 
作動しません。 

いつちより慎重に運転し、ずみやかに 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 



摆骗がが 
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BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

► 緊急ブレーキ状態から脱ずるまで、 

ブレーキぺダ;レをしっかり踏み続け 

て< ださい。 

ABS により、車輪の□ックが抑え 

られまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 

A 警告 

• 臣 AS は緊急 ブレーキの 操作を補 
助ずる装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐものではありません。 

目 AS が作動してを制動距離の短縮 
には限界があります。また、タイ 
ヤのグリップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• 臣 AS に異常があるときをブレーキ 
は通常通り作動しまずが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なる 
おそれがあります。 

• 臣 AS 作動時の安全確保やを険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

〇 BAS に異常があると、 ABS も正し 

<作動しな < なることがあ0まず。 


〇 バッテ U - 電圧が低下ずると巨 AS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると機能ち元に戻りまず。 


ESP® 

ESP ® (エレクト□ニック-スタビリ 
テイ- プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車が不安定な状況 
になったとさに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせた0、エンジン 
出力を制御ずることによって、車両操 
縦性や走行安定性を確保しよラとずる 
システムでず。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯 
面が点滅したときは、 ESP ® また 
は 4 ETS が作動していまず。 


ち1 ESP ® 表示口 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
灯しまず。 

A 警告 

ESP ® 表示な [ W \ び点滅したとさは、 

じ(下のよラにしてください。 

• げ況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• 発進するとさは、アクセルペダル 
を必要(上に踏み込まないで < だ 
さし、。 

• 路面と天候の状況にちわせて運転 
して < ださい。 

車輪が空転したり、車が横滑りする 
おそれがあ0ます。 


磐骗がが 
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A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐものではあ0ません。 ESP ® 
び作動してを、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界があります。また、 
タイヤのグリップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 


A 警告 

ESP ® 表示灯が点滅しているときは、 
タイヤが空転しているか、車が横滑 
りしていまず。アクセルペダルを踏 
む力をかしゆるめて、道路や天候の 
状況にミ主意して運転してください。 
また、の操作は絶対に行なわない 
よラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ操作 
• ESP ® の機能の解除 

P 前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないで<ださい。駆 
動装置などを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

Q ブレーキダイナモ上で車輪を動 
かずとさは、約10秒じ(内にしてく 
ださい。また、イグニッシヨン位置 
を 0 か 1 にして<ださい。ブレー 
キシステムや駆動系部品を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


〇ダイナモメーターを使用して点 
検などを行なラとさは、必ず2軸 
ダイナモメーターを使用してくだ 
さい。ブレーキシステムや駆動系部 
品を損傷ずるおそれびありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 

〇 ディファレンシャル□ックをオン 
にずると、 ABS と BAS 、 ESP ® の 
機能び解除されまず。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動ずることびありまず（走行中に 
ESP ® 表示灯び点滅したままになり 
まず）。 

〇 ABS 警告灯®]び点灯している 
ときは、 ESP ® ち作動しません。メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場な どのターンテープ )レで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアブ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
に ESP ® に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたり、 ESP ® 表示 
灯 [ S ] や ESP ® オフ表示灯 ren , 
ABS 警告灯 [ e ] び点灯ずることび 
ありまず。 

このよラなとさは、ま全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を 0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行ずると、メッ 
セージや表示灯、警告灯は消灯し 
まず。 


摆骗がが 
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4 ETS 


4 ETS は、滑りやずい路面などで車輪 
が空転したとさにブレーキを効かせて 
発進時や加速時の駆動力を確保しよラ 
とするシステムでず。 

4 ETS は速度が約 60 km/h LiTF のとき 
に作動しまず。 

4 ETS が作動ずると、 ESP ® 表示な(>52 
ページ）が点滅しまず。 

A 警告 

• 4 ETS は駆動力を確保し、車両操縦 
性や走行安定性を高めるシステム 
で、無謀な運転からの事故を防ぐ 
ものではありません。 4 ETS が適切 
に作動してを、駆動力の確保には 
限界があります。 

• 4 ETS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

Oabs に不具合が生じたときは、 
4 ETS 、 ESP ®、 BAS の機能も解除 
されます。 

© ESP ® の機能を解除しても、 4 ETS 
の機能は解除されません。 

ESP ® の機能の設定/解除 

エンジンを始動したとさ、 ESP ⑩は常 
に待機状態になりまず。 

m 下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほラが走行しやずい場合が 
ありまず。 

• スノーチェーンを装着して走行ずる 
とさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 


このとさは ESP ® の機能を解除し 

ます。 

A 警告 

ESP ® の機能を解除する必要がなく 
なったときは、 ESP ® を待機状態にし 
てください。車が不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性 
を確保することがでさません。 

ESP ® の機能が解除されると、下の 

状態になりまず。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとずることが 
でさな<な0まず。 

• エンジンの出力制御は行なわれず、 
駆動輪が空転ずることがありまず。 

• トラクシヨンコントロールシステ 
ムによる駆動輪の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたときは ESP ® は 
自動的に作動しまず。 

• 走行速度が約 60 km / hii (上のときに、 
タイヤのグ U ップの限巧を検知した 
ときは、 ESP ® が作動しまず。 

ESP ® の機能を解除しているときに 

タイヤの空転や横滑りを感知ずると、 

ESP ® 表示灯 [ W ] が点滅しまずが、 

ESP ® は作動しません。 


磐骗がが 
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A 警告 

ESP ® の機能を解除したときは、必ず 
路面の状況にをわせた速度で慎重に 
運転するととちに、じ(下の操作は絶 
巧に行なわないよラにしてくださし、。 

• 急 A ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加ま 
• 急激なエンジンブレーキ 



ESP ® の機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
ESP ® オフスイッチ①を押しまず。 

ESP ® の機能び解除され、 ESP ® 才 


フ表示灯 SZ ] び点灯したままにな 
りまず。 

ESP ® を待機げ態にずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
再度 ESP ® オフスイッチ①を押し 
ます。 

ESP ® び待機状態になり、 ESP ® 才 


フ表示灯屈 d び消灯しまず。 


I 荒 I ESP ⑥ オフ 表示な 

エンジンスイツチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
灯しまず。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP ® 
オフ表示な届3び点灯しているとさ 
は、 ESP ® の機能び解除されていまず。 
ESP ® 表示口 [ S ] と ESP ® オフ表お 
巧 [3 ZI び点なしているとさは、故障 
のため、 ESP ® の機能び解除されてい 
まず。 

特定の状況では、車び横滑りずるお 
それびあ0まず。 

路面と天候の状況に合わはて運転し 
て < ださい。 

Hesp ® の機能を解除しているとき 
にタイヤを空転させ続けないでくだ 
さい。駆動系部品を損傷ずるおそれ 
びありまず。 


EBD 

EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を検知■制御し、ブ 
レーキ時の車両操縦性と走行ま定性を 
確保しよラとずるシステムでず。 

A 警告 

EBD に異常があるときを通常のブ 
レーキは作動しますが、後輪が□ッ 
クずるおそれがあります。路面の状況 
にをわせて慎重に運転して<ださい。 


醒骗がが 
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盗難防止システム 


を難防止システム 


イモビライザ~ I 

イモビライヴーは、正規のキーし分外で 
はエンジンを始動させないよ5にずる 
機能です。 

イモビライザーを作動させる 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
ます。 

イモビライザーを解除ずる 

► イグニッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動すると解除されます。 

盗難防止警報システム 

システムび待機状態のとさ、しツ下のよ 
5な状況を感知ずると、サイレンと非 
常点滅灯の点滅で周囲に知らせまず。 

• ドアび開けられたとさ 
• エマージェンシーキーに より、ドア 
び解錠され、開けられたとを 
• テールゲートび開けられたとさ 
• ボンネットび開けられたとさ 

(下のよラな場合にを警報び作動し 
ます。 

• 車の位置び動かされたとさ （057 
ページ） 

• ウインドウび割られたとさ （058 
ページ） 


盗難防止警報システムは、車を施淀し 
たあと、エマージェンシーキーを使用 
して運転席ドアを解読し、開いたとさ 
を作動しまず。 



システムを待機:！犬態にずる 

► U モコン操作で車を施湿しまず。 

けん引防止警報機能解除スイッチの 
表示灯①び点滅し、約10砂後に待 
機状態になりまず。 

システムび待機状態のときは、表示 
灯①び点滅を続けまず。 

システムを解除ずる 

► U モコン操作で解錠しまず。 

〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
じ(内に、じ(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施湿され、システムび 
待機状態になりまず。 

• ドアを開< 

• テール ゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解湿）を 
押す 


磐骗がが 
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警報を停止ずる 

► エンジンスイッチにキーを差しまず。 

まには 

► キーの解蟲ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

〇 ドアや テールゲート、 ボンネット 
などを開いて警報び作動したとさ 
は、それらをずぐに閉じてを、警報 
は停止しません。 

〇 システムを待機状態にずるとをは 
ボンネットび確実に閉じていること 
をお認して<ださい。ボンネットの 
□ ックび解除された状態でシステム 
を待機状態にしてを、ボンネットび 
開けられたとをに警報は作動しま 
せん。 

〇 システムび待機状態のとさに車 
巧からドアを開くと警報び作動し 
ます。車内に人びいるとをは待機状 
態にしないで < ださい。 


けん引防止機能 _ 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さ、けん引などで車び持ち上げられて 
車び傾くと、けん引防止機能び作動し 
て、サイレンと非甫点滅灯の点滅で周 
囲に知らせまず。 

システムを待機: I 犬態にずる 

► U モコン操作で車を施錠しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機げ態を解除ずる 

► U モコン操作で解錠しまず。 

けん引防止機能び自動的に解除され 
ます。 


けん弓 I 防止機能を解除ずる 

誤作動を防止ずるにめに、じ(下のよラ 
な状況で車を施淀ずる場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• 力ーフエ U — や車両運搬車に載せて 
移動するとさ 


• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 



► エンジンスイッチからキーを抜き 
9 〇 


► けん引防止機能解除スイッチ①を押 
しま弓。 

表示灯®が数秒間点口し、その後消 
口しまず。 

► U モコン操作で車を施錠しまず。 

けん引防止機能は、次に車を解錠ず 
るまで解除され、再度施錠ずるまで 
解除されたままになりまず。 


擊骗がが 
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室内センヴ~ _ 

車を施綻して、室内センサーを待機状 
態にしにとさは、車内で物体の動さを 
検知すると、サイレンび鳴り、非常点 
滅灯び点滅しまず。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
巧に腕を伸ばしたとさなどに警報び作 
動します。 

システムを待機が態にずる 

► システムを待機状態にずる前に、室 
内センサーの誤作動を防止ずるため 
I こしツ下のことを確認してください。 

• ドアウインドウび完全に閉じ 
ていること 

• スライディング ルーフび 完全に 
閉じていること 

• ルームミラーやアシストグ U ッ 
プにマスコットなどをかけてし、 
ないこと 

► U モコン操作で車を施錠しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機げ態を解除ずる 

► U モコン操作で車を解錠しまず。 

室内センサーび自動的に解除され 
ます。 


室内センサーを解除ずる 

誤作動を防止するために、しツ下のよラ 
な状況で車を施湿ずる場合は、室内セ 
ンサーを解除してくださし、。 

• 車内に人や動物び残るとさ 

• ドアウインドウをかし開いた状態で 
車から離れるとさ 


• スライディングルーフをかし開いた 
状態で車から離れるとさ 



► エンジンスイッチからキーを巧さ 
まず。 


► 室内センサー解除スイッチ①を押し 
まず。 

表示灯③び数秒間点滅し、その後消 
灯しまず。 

► U モコン操作で車を施錠しまず。 

室内センサーは、なに車を解錠ずる 
まで解除され、再度施錠するまで解 
除されにままになりまず。 


磐骗がが 
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キ— 


キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
綻に使用しまず。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキーをリ又納していまず。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。施錠されていてち、 
誤って車内のドアレバーを引いて 
ドアを開いた0、運転装置に軸れ 
て、事故やけびをするおそれびあ 
0ます。 

• 短時間でち、車内にキーを残した 
まま車か S 離れないでくださし、。 
事故や盜難のおそれびあります。 

• エンジンスイッチにキーを差し込 
むとさは、重い物やお要 lil 上に大 
さな物、ステアリングなどの操作 
部に接触する物をキーホルダーと 
して取り付けないで<ださい。 
キーホルダー自体の重み や、 キー 
ホルダーびステア U ングなどに接 
触することでキーびまわると、ェ 
ンジンび停止して事故を起こすお 
それびあ0まず。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐにめ、ただちにメルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

〇キーは衝撃や水から避けてくださ 
し、。故障の原因になりまず。 

〇キーの先端部を巧したり覆ったり 
しないで< ださい。故障や誤作動の 
おそれびあ0まず。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇キーを携帯電話などの電モ機器や 
硬貨などの金属製のちのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、作動しなかったり、誤作動ずる 
おそれびあ0まず。 

〇磁気を発生ずる電化製品のお< に 
キーを置かないで<ださい。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下したとを 
は、キーの電池び正甫でをリモコン 
操作はでさません。 

〇 キーの電池び消耗ずるとキーの表 
示灯び点灯せず、 U モコン操作びで 
さな<なりまずび、エンジンスイッ 
チにキーを差し込むことによるイク’ 
ニッション位置の選択とエンジンの 
始動はでさまず。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 
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リモコン機能 



①表示な 
③施錠ボタン 
③解錠ボタン 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 
し、ないとさにじ(下の操作びでさまず。 

• m 下の各部の解淀/施錠 
◊ドァ 

◊テールゲート 
◊燃料給油フラップ 

• ドアウインドウとスライディング 
ルーフの開閉 

操作時に表示灯①び1回点滅しまず。 

解綻ずる 

► 解綻ボタン③を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび解錠され、盗難防止警報システ 
ム056ページ）び解除ごれ、非 
常点滅灯び1回点滅しまず。 


〇 U モコン操作での解湿後約40秒 
(内に、し iTF のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されまず。 

• ドアを開< 

• テール ゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解湿）を 
押す 

施錠ずる 

► 施錠ボタン③を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび施湿され、盗難防止警報システ 
ム(>56ページ）び待機状態になり、 
非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

Q U モコン操作で施症したとさは、 
非常点滅灯が3回点滅したこと、 
ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップが確実に施錠され、ずべて 
のドアウインドウとスライデイン 
グルーフが閉じていることを確認 
して <ださい。 


I 
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リモコン機能の切り替え 


U モコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラツプだけを解淀ずる 
ことびでさまず。 

► 施湿ボタン③と解錠ボタン③を同時 
に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯①び2回点滅し、設 
定び切り替わりまず。 

この状態では LU 下のよ5に作動しまず。 

• 解錠ボタン③を押ずと、運転席 
ドアと燃料給油フラツプのみび 
解綻され、盗難防止警報システ 
ム056ページ）び解除され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

• 続けて約40秒し i (内に解湿ボタン 
③を押ずと、助手席ドア、リア 
ドア、テールゲートび解錠され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

ネリ期設定に戻ず 

► キーの表示灯①び2回点滅ずるま 
で、施結ボタン③と解湿ボタン③を 
同時に約6秒間押し続けまず。 


□ケイターライティング 


周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車を 
解淀ずると、車幅灯、フ□ントフォグ 
ランプ、ドアミラー下部のライト、テー 
ルランプ、ライセンスライトび点灯し 
9 〇 

点灯したライトは、運転席ドアを開い 
たとさ、または約40秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
([>131ページ）をご覧ください。 
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キーの トラブル 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

1」モコン操作で解錠/ 
施錠でさない。 

キーの電池び消拜している。 

► キーの先端部を運輯席ドア八ンドルに向け、至近距離から再度リモコン 
操作をしてください。 

1」モコン操作びでさないとさ： 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください（1>256ページ）。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠/施錠してください（[>2己2 
ぺージ)。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠/施錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

キーを紛失した。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にして 
ください。 

新しいキーの入手については、六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であれば□ックシリンダーわ交換してください。 

エマージェンシー 
キ一を紛失した。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であれば□ックシリンダーも交換してください。 

エンジンスイツチび 
まわらなし、。 

エンジンスイッチからキーを抜かずに 0 の位置で長時間放置していた。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ、再度差してください。 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

► エンジンを始動して<ださい。 

バッテ IJ 一の電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停止して 
から再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとを： 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテリーを電源として始動してください（1>27日ページ）。 

または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 
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ドア 



A 警告 


• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じかたが不完全（半ドア） 
な場を、走行中にドアが開<おそ 
れがおりまず。 

• ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

• 同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認してく 
ださい。 

B 車から離れるときは、エンジンを 
停止し、必ずドアを施錠して<だ 
さし、。 

Q ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないよラにミ主意して<ださい。 
車の周りにモ供がいるとさは、特に 
ま意して < ださい。 

〇 助手席のドアや U アドアの□ック 
ノブを押し込んでから閉じると、ド 
アは施錠されまず。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告マークが表示さ 
れます0246ぺージ）。 


車がか5のドアの開閉 



開< 

► □ツクシリンダー③を押し、ドア八 
ンドル①を持ってドアを開きまず。 

閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉じ 
ます。 


車内か5のドアの開閉 



運転席ドア 


開< 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

ドアび施錠されているとさは、□ッ 
クノブ①び上びって解綻され、ドア 
を開さまず。 
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閉じる 

► インナーグ u ップ③を持って確実に 
閉じまず。 


車内か5の锅綻/施綻 


A 警告 

モ供だけを残して車か懸離れないで 
ください。施錠されていてち、誤っ 
て車内か5ドアを開いて、事故やけ 
びをするおそれびあ0まず。 

〇施綻後は、ずべての□ックノブび 
完全に下びっていることを確認して 
<ださい。 

Q □ックノブび完全に下びっていな 
し、ドアびあるとをは、そのドアを 
いったん開き、再度閉じてから施錠 
して < ださい。 

ドアごとの瞄錠/施綻 


t -= CD 



運転席ドア 


解綻ずる 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 


施綻ずる 

► □ックノブ①を押し込みまず。 

ドア□ツクスイッチ 



ずべてのドアと テールゲー トを解錠/ 

施疆でさまず。 

解錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）①を押 
しまず。 

施綻ずる 

► ドア□ックスイッチ（施淀）③を押 
します。 

〇 ドア□ックスイッチで施錠して 
ち、燃料給油フラップは施錠されま 
せん。 

〇 1」アドアび開いているとさにドア 
□ックスイッチで施錠ずると、開い 
ている U アドアの □ ックノブび下び 
りまず。そのまま閉じると施錠され 
9 〇 

〇 助手席ドアが開いているときは、 
ドア□ックスイッチでは施錠できま 
せん。 
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このとさドアち開さます。 
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ールゲート 


〇 運転席ドアが開いているとさに、 
ドア□ックスイッチで施錠ずると、 
運転席がのドアが施錠されまず。 

〇 リモコン操作で施錠してあるとき 
は、ドア□ックスイッチでは解錠で 
きません。 


車速感応ドア□ック 

走行速度び約1 5 km / h し U 上になると、 

ドアとテールゲートを自動的に施錠し 

ます。 

この機能の設定と解除については 

(1>132ぺージ）をご覧ください。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押すとさやタイヤ交換 
などで車を持ち上げるとをは、エ 
ンジンスイッチを 0 の位置にして 
<ださい。車輪び回転ずると施錠 
され、車外に閉め出されるおそれ 
びありまず。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアかテールゲートを開くか 
エンジンを再始動ずるまで、車速感 
応ドア□ックは作動しません。 

〇 車速感応ドア□ックにより車び施 
綻されていてを、事故などのとさに 
車両び一定(上の衝撃を受けるとド 
アは自動的に解錠されまず。 


^ールゲート 


A 警告 

エンジンびかかっているとさは、テー 
ルゲートを開いたままにしないでく 
ださい。排気ガスび車内に入り、意 
識不明になったり、中毒死ずるおそ 
れびあ0ます。 

〇テールゲートを開くとさは、後方 
に十分な空間びあり、身体や物に接 
触するおそれのないことを確認して 
<ださい。 

〇 ラゲッジルームの中にキーを残し 
たままにしないで<ださい。キー 
び取0出せな<なるおそれびあ0 
まず。 


テールゲートを開< 

テールゲートは、解錠されているとさ 
にのみ開 < ことがでさまず。 


► キーの解錠ボタンを押しまず。 



► □ツクシリンダー①を押し、テール 
ゲート八ンドル⑤を引きまず。 
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► テールゲートを開さまず。 










エンジンスイツ 


テールゲートを閉じる _ 

► テールゲート八ンドル③を持って確 
実に閉じまず。 

A 警告 

テールゲートを閉じるとさは、身体 
传物を挟まないよラにま意して < だ 
さい。車の周りに子供がいるとさは、 
特にミ主意してください。 

P テールゲートを閉じたときは、 
テールゲートが確実に閉じているこ 
とを確認して < ださい。 




作動内容 

因 

0:キーを差し込む/巧<位置 

の 

1:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用ずると 
きの 1 AZ 置 

回 

2:走行ずるとをの位置 

すべての電気装備び使用で 
をます。 

回 

3:エンジンを始動ずる位置 


エンジンスイッチを3の位 
置までまわして手を放すと、 
自動的に スターターが 作動 
し続け、エンジンが始動し 
ます。 


A 警告 

ごく短時間でち、車から離れるとさ 
はエンジンスイッチからキーを抜い 
てください。また、子供だけを車内 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、火災などの事故が発生 
するおそれがありまず。また、炎天 
下では車内が非常に高温になり、熱 
中症を起こすおそれがあります。 
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タッチスタート 


エンジンスイッチを3の位置までま 

わすと、手を放してを自動的にスター 

ターび作動し続けて、エンジンび始動 

します。 

Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<な0まず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 

〇バッテ1」一あび0を防止ずるた 
め、駐車時は必ずエンジンスイッチ 
からキーを巧いてください。 

〇 セレクターレバーび [ PJ に入つ 
ていないとさはエンジンスイッチか 
らキーを巧くことびでさません。 

〇 エンジンスイッチからキーを巧か 
ずに0の位置で長時間放置してし'' 
ると、キーがまわせな<なることが 
ありまず。このとさは、キーをいつ 
たん抜さ、再度差してからまわして 
<ださい。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 


シ— 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込まれ 
ていなくてち)シート位置を調整でさ 
るため、子供だけを車巧に残して車か 
ら離れないで<ださい。シート調整ス 
イッチに触れるとシートが動さ出し、 
けがをずるおそれがあ0まず。 


A 警告 

運転席シートの調整は、必ず停車し 
ているとさに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0ます。 


A 警告 

シートの高さを不用意に調整すると、 
けがをずるおそれがあります。特に 
モ供は、シート調整スイッチを不用 
意に操作してけがをするおそれがあ 
るため、じ(下のことに注意してくだ 
さし、。 

•シートを調整してし''る間は、シー 
卜の下やシートの巧動部分に手を 
入れないで <ださい。 

• 子供が乗車ずるときは、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラに注意してください。 
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A 警告 

シートを調整するとさは、身体や物 
などが挟まれないよラに注意してく 
ださい。 

シートを調整するとさは、エアバッ 
グに関するミ主意ちご覧ください([>36 
ページ)。 

テ供を乗せるとさは041ページ） 
もご覧ください。 


A 警告 

へッドレストの中央が目の高さに調 
整され、後頭部がへッドレストの中 
央部に支えられていることを確認し 
てください。後頭部がへッドレスト 
に正しく支えられていないと、事故 
などのとさに、首に重大なけがをず 
るおそれがあ0ます。ヘッドレスト 
び正しい位置に調整されていないと 
をは、決して走行しないでくださし、。 


A 警告 

後席に乗車するとさは、必ずリアへッ 
ドレストを取0付けてください。ま 
た、乗車するとさはヘッドレストの 
高さを調整してください。事故のと 
さ、乗員がけがをするおそれがあり 
まず。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい状態で、乗 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをずるおそ 
れがおります。 

Q シー トや シー ト ヒーターの 損傷を 
防ぐため、 iU 下の点にミ主意して<だ 
さい。 

-シートに液体をこぼさないで< 
ださしんシートに液体をこぼし 
たとさは、ずみやかに乾燥させ 
て < ださい。 

-シー ト カバーが 蕭れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シー ト ヒーターを 使用しなし^で 
<ださい。 

-シートは定期的に清掃ずること 
をお勧めします。「曰常の手入れ」 
をご覧ください （0224 ページ）。 

•シートの上に重し H 巧を載せなし^ 
で < ださい。また、シートクッ 
ションの上にナイフや工具など 
の鋭利な物を置かないで<ださ 
し、。シートは、できるだけ人を 
乗せるためだけに使用して<だ 
さい。 


•シ ートヒーターの 使用中は、力 
バーやコート、バッグ、シート 
カバー、チャイルドセーフティ 
シートなどにより、シートを覆 
わないで < ださい。 
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。シートを調整ず ると きは、足元や 
シートの下などに物びないことをお 
認してください。シートや物を損傷 
するおそれびありまず。 

。 U アシートを巧りにたんでいると 
きにフ□ントシートを後方に移動し 
たり、バックレストを後方に倒ずと 
さは、1」アシートに接触しないよ5 
にミ主意してください。シートやシー 
トパックポケットの収納物を損傷ず 
るおそれびありまず。 

U バックレストの角度やへッドレス 
卜の高さを調整するとをは、サン 
バイヴーを収納してください。へッ 
ドレストび最を高い位置にあるとき 
は、サンバイヴーとへッドレストび 
接触するおそれびありまず。 

〇 U アシートのバックレストを倒し 
にり、 U アシートをキ斤りたたむこと 
びできまず。詳しくは（1>169ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


フ□ントシートの調舊 



運転席シートのスイッチ 
①へッドレストの高さ 
③バックレストの角度 

③ シートの前後位置 

④ シートクッシヨンの角度 
⑥シートの高さ 


エンジンスイツチび1か2の位置の 
とき、または操作ずる側のフ□ントド 
アび開いているとさにシートの調整び 
でさまず。 

バックレスト①角度の調壁 


► シート調整スイッチを矢印③の方向 
に操作しまず。 

シートの前を位置の調整 


► シート調整スイッチを矢印③の方向 
に操作しまず。 

シートクッションの角度の調整 

► シート調整スイッチを矢印④の方向 
に操作しまず。 

シートの高さの調壁 


► シート調整スイッチを矢印⑥の方向 
に操作しまず。 

へッドレストの高さの調壁 


► シート調整スイッチを矢印①の方向 
に操作しまず。 


へッドレストの調壁 
A 警告 

へッドレストの中央が目の高さにあ 
り、後頭部がヘッドレストにより正 
しくまえられていることを確認して 
ください。事故のとさ、首に重大な 
けがをするおそれがお0ます。 


B を邸6恒冊 



















シ— 


71 


I 


フ□ントへッドレストの調壁 



へッドレストの高さを調壁ずる 

► シート調整スイッチを矢印①の方向 
に操作しまず。 



へッドレストの前後位置を調壁ずる 

►へッドレストのクッション部を矢印 
⑤の方向に動かしまず。 

サイドクッションの位置を調壁ずる 

► サイドクッションを矢印のの方向 
に動かしまず。 

左ちのサイドクッションを独立して 
調整でをまず。 


A 警告 

サイドクッションを広げるときは、 
サイドクッションの可動部位に指を 
かけないでください。指を巧むおそ 
れびあ D ます。 


フ□ントへッドレスト①リセット 

バッテ U —びあびった〇バッテ U —の 
接続び一時的に断たれたとさは、へッ 
ドレストの U セットび必要になること 
びありまず。 

► シー h をいっぱいまで前方に移動し 
てから、ヘッドレストをいっぱし、ま 
で上下させまず。 

リアへッドレストの調壁 


A 警告 

• 必ずへッドレストを取り付けた状 
態でのみ走行して<ださい。事故 
のとさ、けびをするおそれびあ D 
ます。 

• 後席に乗車ずるとさは、必ずリア 
へッドレストを取り付けてくださ 
し、。また、乗車ずるとさはヘッド 
レストの高さを調整してください。 
事故のとさ、けびをずるおそれび 
あ0まず。 

• へッドレストの中央び目の高さに 
あ0、後頭部びへッドレストによ 
り正しくまえられていることを確 
認してください。事故のとさ、頭 
部や首にけびをするおそれびあり 
ます。 
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へッドレストを高くずる 

► へッドレストがちっとち低い位置に 
あるときは、必要に応じて□ック解 
除ボタン①を押します。 

► へッドレストを好みの位置まで引さ 
上げまず。 

へッドレストを<氏くずる 

► □ック解除ボタン①を押しながら、 
へッドレストを好みの位置まで押し 
下げまず。 

リアへッドレストの脱着 


A 警告 

後席に柔車するとさは、必ず U アへッ 
ドレストを取り付けてください。事 
故のとさ、乗員びけびをずるおそれ 
びあ0まず。 


へッドレストを取りがず 

►へッドレストをいっぱいまで上げ 
ます。 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを引き巧をまず。 


へッドレストを取り付ける 

► 切り欠さのある方の支柱び左側の取 
り付け巧に入るようにして、ヘッド 
レストの支柱を取り付け巧に差し込 
んで□ックしまず。 



運転席シートのスイッチ 

①ランノ（ーサポートの位置の調整（上） 
③ランノ（ーサポートの強さの調整（弱） 

③ ランノ（ーヴポートの位置の調整（下） 

④ ランノ（ーヴポートの強さの調整（強） 

ランバー（腰部）のサポートを調整で 
さまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに調整でさまず。 

ヴポートの位置を調壁ずる 

►スイッチ①（上）または③（下） 
を押して、サポートの位置を調整 
しまず。 

ヴポートの強さを調壁ずる 

►スイッチ③（弱）または④（強） 
を押して、サポートの強さを調整 
しまず。 
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シートヒーター フ□ントシートヒ ~夕一 _ 


A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の衣服などを着用している状態や、 
毛巧などの保温性の高いをのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、水 
ぶ<れ）を起こすおそれがあります。 


A 警告 

し U 下の事項に該当ずる方は、熱ずぎ 
たり、低温火傷をするおそれがあり 
ますので、十分にミ主意してください。 

• 乳幼児、お年寄0、病人、身体が 
不自由なち 
• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しい方 
• 眠気を誘ラ薬を服用されたち 
• 飲酒したち 

Q シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因になり 
ます。 

〇 をくの電気装備を使用していた 
0バッテ U —の電圧びほ < なると、 
シー ト ヒーターび 停止ずることびあ 
りまず。このとさはスイッチの表示 
灯び点滅しまず。電圧び回復ずると、 
再び自動的 I こ作動し、表示灯び点灯 
します。 



エンジンスイツチび1か2の位置の 
ときに使用できまず。 


シートヒーターを使用ずる 

► シー ト ヒーター スイッチ①を押し 
9 〇 

シー ト ヒーター スイッチを押ずごと 
に点灯ずる表示灯③の数び変わり、 
シー ト ヒーターの 作動内容び切り替 
わりまず。 

シートヒーターを停止ずる 

► シー ト ヒーター スイ ッチ ①を押し 
て、表示灯③を消灯させまず。 
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点なしている 
表示打の数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動します。 

約5分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シートヒーター扫'く 
中で作動します。 

約10分後に自動 
的に弱に切り替わ 
ります。 

1 

シートヒーターが 
弱で作動します。 

約20分後に自動 
的に停止します。 

0 

停止していまず。 


シートヒーターを強で使用ずる 

► リアシートヒータースイッチ③の下 
側を押します。 

表示灯①が2つ点灯しまず。 

シートヒーターが強で作動し、約已 
分後に自動的に弱に切り替わりまず。 

シートヒーターを弱で使用ずる 

► リアシートヒータースイッチ⑤の上 
側を押します。 

表示灯①が1つ点口します。 

シートヒーターが弱で作動し、約 
30分後に自動的に停止しまず。 

シートヒーターを停止ずる 

► 強で使用しているときはリアシー 
トヒータースイッチ © の下側を押 
しま弓。 


リアシートヒーター 



エンジンスイツチが2の位置のとさに 
使用でさまず。 


► 弱で使用しているときはリアシー 
トヒータースイツチ③の上側を押 
しま弓。 

〇 左1」アシートのシートヒーターを 
作動させると、中央 U アシートを暖 
まりまず。 


シートヒーターのトラブル 


1つまたはずべてのシートヒータース 
イッチの表示口が点滅しているとさ 
は、シートヒーターが自動的に停止し 
ていまず。多<の電気装備が使用され 
ているために電圧が低下していまず。 


► U アデフォッガーやルームランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して < ださい。 


電圧が回復ずると、シートヒーター 
は自動的に作動しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ステアリング 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてもステアリング位置を 
調整でさるため、モ供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 
ステアリング調整レバーを操作して 
ステア U ングに挟まれるおそれがあ 
ります。 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なってください。走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。 


A 警告 

運転中はステア U ングのパッド部を 
持たなし''でくださし、万一のとさ、 
運転席エアバッグの作動を巧ばるお 
それがお0ます。 

ステアリングのパッド部にカバーを 
したり、バッジやステッカー、オー 
ディオのリモコンなどを貼り付けな 
いでください。運転席エアバッグの 
作動を妨げたり、作動時にけがをす 
るおそれがありまず。 

Q ステア1」ングをいっぱいまでま 
わしに状態を長 < 保持しないで< 
ださい。ステア U ング装置を損傷 
するおそれびありまず。 


〇故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるとさは、十分ミ主意してくだ 
ごい。エンジンび停止していると、 
通常のとさに比べてステア U ング操 
作に非苗に大さな力び必要でず。 


ステアリング位置の調壁 



①前後位置の調整 
③上下位置の調整 


► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

〇 運転席ドアび開いているとさは、 
エンジンスイッチび0の位置のと 
をでを、約30分間はステア U ング 
位置を調整することびでさまず。 

前後位置の調舊をずる 

►レノ（一を矢印①の方向 I こ操作しまず。 

上下位置の調壁をずる 

►レノ（一を矢印③の方向 I こ操作しまず。 

〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶させることびでさまず 
([>80ぺージ）。 
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ステアリング 


イージーエントリー 


A 警告 

イージーエント U —が作動している 
とさは、乗員の身体が挟まれないよ 
ラにま意してください。 

身体が挟まれそラになったとさは、 
し U 下の操作をして < ださい。 

• ステア I 」ング調整レバーをいずれ 
かのち向に操作ずる 
• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ08日ページ）を軽く 
押す 

ポジシヨンスイッチを何度を押さな 
いでください。；><モ U —機能び作動 
して、ステアリングとシートが動さ 
出します。 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。運転席ドアを開い 
たとをなどにイージーエント U —が 
作動して、ステア U ングに身体が挟 
まれるおそれがありまず。 


ステアリングは、次のいずれかの操作 

をすると、元の位置に戻りまず。 

• 運転席ドアが閉じている状態で 、X 
ンジンスイッチにキーを差し込む 

• エンジンスイッチが0の位置のと 
さは、運転席ドアを閉じてから1 
の位置にずる 

• エンジンスイッチが1の位置のと 
さは、運転席ドアを閉じて2の位 
置にする 

この機能の設定と解除については 

(1>133ページ）をご覧ください。 

〇 ステアリ ングの位置によっては、 
ステア1」ングび上方に移動しないこ 
とびありまず。 


運転席への乗り降りを容易にずるた 
め、なのいずれひの操作をずると、ス 
テア U ングび上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• エンジンスイッチび0か1の位置 
のとをに運転席ドアを開< 
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巧一 


A 警告 

s ラー類は必ず走行前に、後方が十 
分確認でさるよラに調整してくださ 
し、。走行中に調整ずると、事故を起 
こすおそれがあ0まず。 

ルーム S ラーやドア S ラーには死角が 
あります。車線変更をずるとをなどは、 
必ずルーム S ラーおよびドアミラーで 
後方を確認してください。また、肩ご 
し I こ直接斜故後方を確認してください。 

Q ルーム三ラーやドア三ラーのミちれ 
を取るときにガラスクリーナーを使 
用するときは、必ずルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、 S ラーが変色ずるおそれがあり 
ます。 


ル—ムニフ— 


ルーム S ラーの 角度を調整ずる 

► 手でルーム S ラーの角度を調整し 
ます。 


ドア巧一 


A 警告 

ドア吉ラーに写った像は実際よ0を 
遠くにあるよラに見えまず。車線変 
更をするとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 


〇ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行をなどに十分ま意 
して < ださい。 

〇 より広い視界を確保ずるため、 
ドアミラーの外側部分は凸面に 
なつていまず。 

〇 ドア S ラーにはヒーターび装着さ 
れていまず。外気温度びほいとさ 
には自動的に温められ、凍結を防 
ざまず。 


ドア吉 ラーのち 度調壁 



► エンジンスイツチを1か2の位置 
にしまず。 


► 調整したい側のドア S ラー選択ボタ 
ン③または③を押しまず。 

► ドアミラー調整スイッチ①を操作し 
てドアミラーの角度を調整しまず。 

〇 ドア S ラーの角度は、運転席シー 
卜やステア1」ングの位置と併せて記 
憶させることびできまず(>80ぺ一 
ジ）。 
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巧一 


ドア S ラーの格納/展開 

► 手で格納/展開しまず。 

Q 走行ずるときはドアミラーを走行 
時の位置に戻してください。 

Q ドア S ラーを動かしているとさ 
は、手を挟んだり、異物が挟まらな 
いよラにミ主意して<ださい。車の周 
りにモ供がいるとさは、特にま意し 
て < ださい。 

Q 洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷するおそれがありまず。 

ドアミラーび無理にが側に曲ば5れた 

とさ 


ドアミラーが無理にが側に曲げられた 
ときは、じ(下のようにしてください。 

► 手でドアミラーユこットを正しし Mil 
置に動かして < ださい。 


自動防眩機能 
A 警告 

車巧に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、ルーム S ラーのセンサー 
に後続車のライトが照射されないと 
さは自動防眩機能は作動しないこと 
があるため、瞄惑により事故を起こ 
すおそれがあります。このときは、 
手動でルーム S ラーの角度を調整し 
て < ださい。 


周囲が暗<、エンジンスイッチが1か 
2の位置のとさ、ルームミラーのセン 
ヴーが後続車のライトを感知ずると、 
自動的にルーム三ラーの色の濃度が変 
わり、眩しさを防止しまず。 

〇 車種や仕様により、ドアミラーち 
連動して防眩になりまず。 

〇 セレクターレバーが EE に入つ 
ているときやフ□ントルームランプ 
が点灯しているとさは、自動防眩機 
能は解除されまず。 


サイドアン ダー S ラー 



車体ち側下部の視界を確保するため 
に、サイドアンダー S ラー①が装備さ 
れていまず。 


サイドアンダーミラーを収納/展開 
ずる 

► サイドアンダー三ラーを、いずれか 
の矢印の方向にまわします。 

Q サイドアンダーミラーを収納ずる 
とさは、方向指示灯のレンズに当た 
らないよラにま意して<ださい。云 
ラーやレンズを損傷ずるおそれがあ 
ります。 
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助手席側ドア吉ラーのパーキング 
ヘルプ機能 _ 

セレクターレバーを CE に入れたと 
さに、助手席側ドア S ラーの角度びあ 
らかじめ記憶されていた角度になり、 
車両後方の視界を確保して後退を容易 
にしまず。 


後退時の助手席側ドア吉ラーの角度 
を記憶させる 



①ドアミラー調整スイッチ 
③助手席側ドア云ラー選択ボタン 

③ 運転席側ドア云ラー選択ボタン 

④ メモ U — スイッチ 

►停車して、エンジンスイッチを2 
の位置にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③を 
押します。 

► ドアミラー調整スイッチ①で、後退 
時に後方を確認しやずい角度にドア 
S ラーを調整しまず。 


► 運転席シートのメモ1」ースイッチ④ 
を押しまず。 

► 約3秒し U 巧に調整スイッチ①をい 
ずれかの方向に押しまず。 

このとさ助手席側ドア S ラーび動ひ 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れまず。 

〇 助手席側ドア云ラーび動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

► 調整スイッチ①で走行時の角度に助 
手席 S ラーを調整しまず。 

〇走行ずる前に、後方び十分確認で 
さるよ5に助手席側ドア云ラーの角 
度を調整してください。 

記憶させた助手席側ドア吉ラーち度の 
呼び出し 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
まず。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③を 
押します。 

► セレクターレノく一を CE に入れまず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らひじめ記憶されていた角度にな 
りまず。 

助手席側ドア S ラーはなのいずれかの 
ときに元の角度に戻りまず。 

• 走行速度び約 lOkm / hLU 上になつた 
とさ 

• セレクターレバーを CE の位置ひ 
ら他の位置に入れて約10秒経過 
したとさ 

• 運転席側ドア S ラー選択ボタン③を 
押したとさ 
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メモリー機能 


メモリー機能 


シート位 置の記憶 _ 

><モリー機能では、例えば3人の異な 
る運転者のために3つの位置を記憶さ 
せることがでさまず。 

LU 下の項目がひとつの設定として記憶 
されます。 

• シートとバックレスト、ヘッドレス 
卜の位置 

• 運転席側は、ステア U ングの位置 

• 運転席側は、運転席側および助手席 
側ドアミラーの角度 

A 警告 

エンジンスイッチにキーび差し込ま 
れていなくてをメモ U —機能は作動 
ずるため、モ供だけを車内に残して 
車か！5離れないでください。シート 
やステア U ングび動さ出し、身体び 
挟まれるおそれびあります。 


A 警告 

運転席側の記憶位置の呼び出しは、 
おず停車中に行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0ます。 



運転席シートのスイッチ 


► エンジンスイッチを1か2の位置 
にずるか、操作ずる側のフ□ントド 
アを開さまず。 

► 正しいシート位置に調整しまず。 

運転席では、ステア U ングの位置 
075ぺージ）、ドアミラーの角度 
い77ページ）を正しく調整しまず。 

ドア S ラーの角度を記憶させるとを 
は、エンジンスイッチを1か2の 
位置にしまず。 

► メモ U —スイッチ①を押しまず。 

► 3 秒 Li (内にポジションスイッチ③の 
1~ 3のいずれかを押しまず。 

そのポジションスイッチにシート位 
置などび記憶されまず。 
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シート位置の呼び出し _ 

► 呼び出したいポジションスイッチ® 
(1 〜3のいずれか)を押し続けまず。 

シートなどが動さはじめ、あらわ、 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から指を放ずと、シートなどの動 
さが停止しまず。 

。バックレストを大さく後方に傾け 
た位置にしているとさは、記憶位置 
を呼び出す前に、パックレストを起 
こして < ださい。 


シートベルト 


区-トベルトの着用 

A 警告 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトがバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能が十分に 
発揮されずに、致命的なけがをす 
るおそれがあ0ます。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷やミちれがないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さし、。 

• コートなどの厚手のお類は着用し 
ないでください。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないで< ださい。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せてください。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけて<ださい。 

• ペンや眼鏡など、を類のポケット 
に入れたとがった物やこわれやず 
い物にシートベルトをかけないで 
<ださい。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださし、。 
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シートベルト 


• 1本のシートベルトを2人！; I 上で 
共用したり、シートベルトと身体 
の間にバッグなどを挟み込まな 
いで <ださい。 

• シートベルトをドアに挟んだり、 
鋭利な部分に当てないでくださし、 

• シートベルトにたばこの火など、 
熱いちのをお付けないでください。 

• バックル部分に異物を入れないで 
<ださい。 

• シートベルトを分解したり、改造 
しないで <ださい。 

• 子供を膝の上に座らせて走行しな 
いで<ださい。急な進路変更時や 
急ブレーキ時、衝突時などにテ供 
を保護ずることがでさず、子供と 
他の乗員が致命的なけがをずるお 
それがあ0まず。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを 
正し<着用することがでをません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、子供 
の安全を確保してください。 
詳しくは041ページ）をご覧く 
ださい。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着ずるとさは、製品に添付されて 
いる取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中の方やけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないでください。 

• 乗員が装着しているシートべル 
卜で荷物などを固定しないでく 
ださい。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい位置で、棄 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や衝突時などに致命的なけ 
がをずるおそれがありまず。 


A 警告 

• ミちれていたり損傷しているシート 
ベルトや、事故で衝撃を受けた 
シートベルト、改造を受けたシー 
トベルトは、適切な保護性能を発 
揮ずることがでさません。事故な 
どのとさに致命的なけがをするお 
それがあります。 

シートベルトにミちれや損傷がない 
ことを定期的に確認してください。 
損傷しているシートベルトや事故 
などで衝撃を受けたシートベルト 
は、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検し、必要であれば 
交換してください。 

• 純正部品似外のシートベルトは使 
用しないで <ださし、。 

• シートベルトの強度が低下し、乗 
員保護機能が損なわれるため、清 
掃するとさは似下の点にミ主意して 
ください。 

◊強い酸性やアルカリ性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり 、染 
色しない 
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フ□ントシート/ちちリアシート 



運転席シート 


シートベルトを着用ずる 

►シート位置を調整し、バックレス 
卜をでさるだけ垂直に近い角度に 
しま弓。 

► シートベルトをベルトガイド®か 
らゆつ < り引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引さ出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆつ < り引さ 
出します。 

► シートベルトにねじれがないこと 
を確認して、肩を通るベルトが肩 
の中央に、腰を通るベルトが腰骨 
のでさるだけ低い位置にかかるよ 
うにしまず。 

► プレート®の先端をバックルのに 
差し込みまず。 

►必要であれば、シートベルトの高さ 
を調整します （^86 ページ）。 


►必要であれば、肩を通るベルトを 
上方に引いて、シートベルトを身 
体に密着させまず。 

シートベルトをがず 

►手でプレート®を持ち、バック 
ル①の解除ボタン感を押して、 
シートベルトをゆつくり巻き取ら 
せます。 

。シートベルトが完全に巻さ取ら 
れていることを確認して < ださい。 
シートベルトやプレートがドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷ずるおそれがあ 
りまず。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要がありまず。詳し 
くは、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


中央リアシート 



⑤シートベルト固定用バックル 


I 














84 


シートベルト 


@シートベルト固定用バックルの解除ボ 
タン 

® シートベルト固定用プレート 
⑥バックル 

©バックルの解除ボタン 
@シートベルトのプレート 

中央リアシートには分割収納式シート 
ベルトを装備していまず。 


シートベルトを着用ずる 



► シー トベルトホルダーのに収納さ 
れている シー トベルト固定用プレー 
卜④ とシー トベルトのプレート® 
を後ちに引いて取り出しまず。 

► シートベルトをゆっくり引き出し 
ます。 



► シートベルト固定用バックル® 
に、シートベルト固定用プレート 
④を差し込みまず。 


►プレート③を持ち、腰を通るベルト 
が腰骨のでさるだけ低い位置にかか 
るよラにして、ベルトにたるみがな 
いように身体に密着させまず。 



► 中央リアシートち側のバックル© 
に、プレート®を差し込みまず。 
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► 肩を通るベルトび肩の中央にか 
かっていることをお認しまず。 

► 必要に応じて肩を通るベルトを引 
を上げて、ベルトを身体に密着さ 
せます。 

シートベルトを収納ずる 

► 中央リアシートち側のバックルの 
解除ボタン⑧を押しなびらプレート 
⑦を取り外しまず。 

► プレート⑦の先端またはドライバー 
などでシートベルト固定用パ'ック 
ルの解除ボタン③を押しなびら、 
シートベルト固定用プレート④を 
取り外し、シートベルトをゆっく 
り巻さ取らせまず。 

► シー トベルトホルダー①にシートべ 
ルト固定用プレート④とシートべ 
ルトのプレート⑦を差し込みまず。 

。シ—トベルト固定用 プレー ト④と 
シートベルトのプレート⑦は、シー 
トベルトホルダー①に確実に差し込 
んで < ださい。 

〇 シートベルト固定用バックル③と 
バックル⑥は、シートの切り欠さ 
部に収納ずることびでさまず。 


シートベルト着用警告 


み I シートベルト警告な 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し、数秒後に消灯しまず。 

点灯しないとさは警告灯の異常でず 
ので、すみやかにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

エンジンびかかっているとさに運転席 
の乗員びシートベルトを着用していな 
いとさは、シートベルト警告灯び点灯 
しまず。 

シートベルト警告音 

エンジンスイッチを2の位置にずる 
かエンジンを始動ずると、警告音が数 
秒間鳴り、シートベルトの着用を促し 
ます。 

走巧中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / hLi (上になった 
とさに、運転席の乗員がシートベルト 
を着用していないかシートベルトを 
バックルからがしたときは、シートべ 
ルト警告灯が点滅して、断続的な警告 
音ち鳴0まず。 

そのままの状態で約60秒間走行ずる 
か、または停車したときは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 
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シートベルト 


フ□ントシートベルト/左ちリア 
シートベルトの高さ調整 



I 


W A 插 " 

シートベルトが首にかかったり、肩か 
らがれたりしないように高さを調整し 
ます。 

高さは日段階に調整でさまず。 

シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるとさは、調整ノブ©をその 
まま上げまず。 

►下げるときは、調整ノブ©を引き 
ながら下げまず。 

調整後は確実に □ ックしていること 
とを確認してください。 


正しい運転姿勢 


A 警告 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。また、ステア U 
ングの調整は、必ず運転前に行なって 
ください。 

運乾中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれがあります。 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがあ0ます。 

• バックレストを大きく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかか0、致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 



iu 下のことに注意して、シート⑤ 
を調整します。 

• 運転席エアパッグとの間隔を、 
でさるだけ確保ずる 

• 正しい姿勢で着座している 
• シートベルトが正し<着用でさる 

• バックレストをでさるだけ垂直に 
調整している 
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• 大腿部がシートクッションに軽 < 
支えられている 

• ペダルが楽に踏み込める 

► じ(下のことに注意して、へッドレス 
卜を調整します。 

• へッドレストの中央が目の高さ 
におる 

►じ(下のことに注意して、ステアリン 
グ©を調整します。 

• ステア U ングを握ったときに、 
腕に適度なを裕がある 

• 足を自由に動かせる 

• ー ターパ ネルのずべての 一 
ター類 やマルチ フアン クシ ョン 
ディスプレイ、警告灯や表示口 
を確認でさる 

► のことにま意して、シートベル 

卜 ® を着用しまず。 

• シートベルトが身体に密着して 
いる 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かっている 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行する前に、道路や交通状況が十 
分確認できるようにルームミラーと 
ドア S ラーを調整しまず。 

► モリー機能でシートとステアリン 
グの位置、ドア S ラーの角度を記憶 
させます。 




位置 

作動内容 

の 

因 

左側パーキングライト 
び点灯 

回 

固 

ち側パーキングライト 
び点灯 

因 

因 

ずべてのライトび消灯 

因 

lAUTo] 

周囲の巧るごに応じて 
自動的に点灯/消灯 

回 

1 ミ00; 1 

車幅口、テールランプ、 
ライセンスライトやス 
イッチなどの照日月が点口 

回 

回 

車幅口などに加え、へッ 
ドライトが点口 

回 

面 

フ□ントフォグランプ 
スイッチ 

因 

の 

U アフォグランプス 
イッチ 


〇バッテリーあがりを防ぐため、車 
から離れるときは、ライトを消灯し 
て < ださい。 
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車幅'灯 

車幅口を点灯ずる 

► ライトスイッチを I ミ〇〇; I の位置に合 
わせます。 

へツ ドライト 


へッドライトは手動または自動で点灯 
/消口ずることがでさまず。 

ヘッドライトが点灯ずると 、木ーター 
パネルのへッドライト表示口®が 
点!灯しまず。 

へッドライトを手動で点灯ずる 

► ライトスイッチを I 載 I の位置に合 
わせます。 

へッドライトを自動で点灯ずる 

► ライトスイッチを | a …〇1 の位置にを 
わせます。 

周囲が暗いとさ、エンジンスイッチ 
を1の位置にずると、車幅口 、テー 
ルランプ、ライセンスライトが点灯 
します。 

エンジンを始動ずると、上記に加え 
てへッドライトち点灯しまず。 


A 警告 

• ライトの点口 /消灯に関する責任は 
運転者にあります。ライトの自動点 
灯機能は運転者を支援する機能です。 

• し U 下の状況などではライトは自動 
的に点灯しなかった0、点灯して 
いたライトが消灯して事故を起こ 
すおそれがあ0まず。このとさは、 
手動でライトを点灯してください。 
◊霧の中を走行ずるとき 
◊対向車のライトなどにより、セ 
ンヴーが正常に作動しないとさ 

• ライトスイッチを |auto| から I to I 
の位置にずるとさは、必ず停車し 
てください。ライトが一瞬消打し 
て事故を起こすおそれがあ0ます。 

Q ライトが自動的に点灯していると 
さは、エンジンスイッチを0の位 
置に戻して運転席ドアを開 < と警告 
音が鳴り、マルチファンシヨンディ 
スプレイに" ラ仆3才7 7夕 A キづタイテク 
ダ サイ" と表示されまず。このとさは 
必ずライトスイッチを I 0 I の位置 
にずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いて<ださい。バッテリー 
があがるおそれがあ0まず。 

〇ライトスイッチを雨か两の 
位置にしたまま、エンジンスイッ 
チからキーを抜いて運転席ドアを 
開<と、警告音が鳴り、マルチファ 
ンシヨンディスプレイに"ラ 仆ヲケ 
シテクタ'' サイ" と表示されまず。この 
とさはライトを消灯して<ださい。 
パ‘ッテ U —があがるおそれがあ0 
ます。 
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〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るさを感知ずるセンサーびあり 
ます。センサーにステッカーなどを 
貼付すると、自動点灯機能び働かな 
<なりまず。 

〇 ライトスイッチび因司の位置の 
とさは、トンネルなどの暗い場所や 
悪天候のとさなどに、ライトび自動 
的に点灯ずることびありまず。 

フォグランプ 

フ□ントフォグランプを点!打ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にず 
るか、エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチの位置び i 夕を I また 
は®のとさ、ライトスイッチを 
1段引さまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、ラ 
イトスイッチの緑色のフ□ントフォ 
グランプ表示灯び点灯しまず。 

フ□ントフォグランプと U アフォグラ 
ンプを点:打ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にず 
るか、エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチの位置び 1 - で口； I また 
は®のとさ、ライトスイッチを 
2段引さまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォグ 
ランプび点灯し、ライトスイッチの 
緑色のフ□ントフォグランプ表示灯 
と黄色の U アフオグランプ表示灯び 
点灯します。 


A 警告 

ライトスイッチび | a …〇1 の位置のとさ 
は、フォグランプを点なすることび 
でさません。 

霧の中を走巧するとさは、あらかじ 
めライトスイッチを I «〇 I の位置にし 
てへ ッドライトを点なしてくださし、。 

〇フォグランプは、露などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
し U 外には使用しないでください。巧 
向車や後続車の迷惑になりまず。 

パーキングライト 


暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるにめ、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯しまず。 

パーキングライトを点：打ずる 

エンジンスイツチび0の位置のとを、 
またはキーを差し込んでいないとさに 
点灯させることびでさまず。 


► ライトスイツチをた j または l — p ミ I 
の位置にしまず。 


位置 

作動内容 

固 

ち側のパーキングライトび 
点灯 

因 

左側のパーキングライトび 
点灯 


I 
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車夕 1 •ライト消な遅延機能 _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 

と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 

テールランプ、ライセンスライトび点 

灯し、ドアやテールゲートを開いて閉 

じた後、約15秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 

0131ページ）をご覧ください。 

車がライト消阿遅延機能を一時的に解 

除ずる 

► エンジンを停止した後、エンジンス 
イッチを2の位置にしまず。 

〇 車外ライトび消灯ずるまでの時間 
は、ドアまたはテールゲートを閉じ 
てひら消灯ずるまでのおよその時間 
です。 

〇 エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにずる 
か 、開いてそのままにしてから約 
60秒後にライトは消灯し、この機 
能は解除されまず。 

〇 この機能は、ライトび消灯してか 
ら約10分(上経過ずると作動しな 
<なりまず。 


コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



hi 巧 - W'll 

エンジンスイツチび1か2の位置の 
とさに点滅させることびでさまず。 


方向指示なを短時間点滅させる 

► コンビネーシヨンスイッチを⑤ま 
たは④の方向に軽く操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び3回点 
滅します。 

方向指示なを点滅させる 

► コンビネーシヨンスイッチを⑤ま 
たは④の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
ます。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーシヨンスイッチは自動的に戻りま 
す。戻らないときは手で戻してくださしん 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯を点 
滅します。 

〇 方向指示灯を使用しているとさに 
非苗点滅灯スイッチを押ずと、非常 
点滅灯に切り替わりまず。再度、非 
常点滅灯スイッチを押ずと、方向指 
示口に切り替わりまず。 
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へッドライトの下向を/上向をの切り 
替え 


へッドライトを上向きにずる 

► エンジンスイッチを2の位置にず 
るか、エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I 書〇 または I •…〇1 
の位置にしまず。 

► コンビネーションスイッチをのの 
位置にしまず。 

へッ ドライトび上向きになり、メー 
ターパ ネルの八イ ビーム 表示灯 
岡 び点灯しまず。 

ライトスイッチび | WT 0| の位置のと 
さは、周囲び暗 <、エンジンびかかつ 
ているときにのみ、へッドライトび 
上向さで点灯しまず。 

〇対向車びあるとさや市街化を走行 
するときは、へッドライトを上向き 
にしないで < ださい。 

へッドライトを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にしまず。 

メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
岡 び消灯しまず。 

パッシング 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にずるか、エンジンを始動しまず。 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
をで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 [ ml び点灯しまず。 


非常点滅灯 



故障などの非甫時に、やむを得ず路上 

で停車するときなどに使用しまず。 

が常点滅なを使用ずる 

► 非甫点滅灯スイッチ①を押しまず。 
すべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向指 
示表示灯を点滅しまず。 

が常点滅:打をミ肖なさせる 

► 再度、非苗点滅灯スイッチのを押 
します。 

〇非常時(外は使用しないでくだ 
さい。 

〇エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ1」一びあびるおそれび 
ありまず。 

〇 非甫点滅灯を使用しているとさに 
コンビネーションスイッチを左折ま 
たはち巧方向に操作ずると、その方 
向の方向指示灯の点滅に切り替わり 
まず。方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 


I 


コンビネーシヨンスイッチから手を 
放すと元の位置に戻りまず。 
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〇 エンジンスイッチび 1 か2の位 
置のとさ、エアバッグかシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずると、 
非甫点滅灯び自動的に点滅しまず。 
自動的に点滅した非常点滅灯を消 
灯ずるとさは、非常点滅灯スイッ 
チを押します。 



へツドライトウォツシャーを作動させる 

► エンジンスイッチを2の位置にず 
るか' エンジンを始動しまず。 

► へツ ドライトウ ォツシヤー スイ ツチ 
©を押しまず。 

Q へッドライトウォッシャーを使用 
するとをは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びかからなし)よラに 
ま意して < ださい。 

。へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るにめ、おず専用の純正 
ウォッシャーあを使用してくださ 
しんレンズを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウオツシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 


〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ミ主意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

〇 エンジンびかかっていて車幅灯び 
点灯しているときに、フ□ントウ 
インドウウオッシヤー （098 ぺ一 
ジ）を約5回噴射させると、へッ 
ドライトウオッシヤーびヘッドラ 
イトに向けて噴射されまず。 


コーナ IJ ングライ ト _ 

m 下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
にはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランフび点灯しまず。 

• 周囲び暗いとさ 

• エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km / h け下のとき 

• へッドライトび点灯しているとき 

方向指示なの点滅との連動 

► 方向指お灯を点滅させまず。 

点滅させた側のフ□ントフォグラン 
プび点灯しまず。 

セレクターレバーび HE に入ってい 
るとさは、フ□ントフォグランプは点 
灯しません。 

ステア IJ ング操作との連動 

► ステア U ングを操作しまず。 

操作した側のフ□ントフォグランプ 
び点灯しまず。 
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セレクターレバーび LRJ に入ってい 
るとをは、ステア U ングを操作した方 
向と逆側のフ□ントフォグランプび点 
灯しまず。 

〇 点滅させた方向指お灯の方向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
をは、方向指示灯と同じ側のフ□ン 
トフォグランプび点灯しまず。 

〇フ □ントフォグランプはゆっくり 
消灯ずるため、一時的に左ち両側の 
フ□ントフオグランプび点灯ずるこ 
とびありまず。 


へッドライトとち向指示 I 灯の内側び 
曇るとを 

外気の湿度び高いとさは、へッドライ 
卜やドア S ラー方向指示灯の内側び曇 
ることびありまず。 

► へッドライトを点灯して走行してく 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、へッドライト内側の曇りは取 
れます。 

► へッドライト内側の曇りび取れない 
場合は、メルセデス■ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


ルームランプ 



① U アルーム ランプ/ラゲ ッジルーム 
ランプスイッチ 
③読書な（ち側）スイッチ 

③ ルームランプスイッチ 

④ 読書な（左側）スイッチ 


ルームランプの点打/消' I 灯 


ルームランプを自動点灯モードにずる 

► ルームランプスイッチ③を押して、 
左ちどちら側にを押されていない 
状態にしまず。 

周囲び暗いとさにし i (下の操作をずる 
と、ルームランプび点灯/消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧くと 
点灯し、約10秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>132ページ）をご覧ください。 

• U モコン操作で解蟲ずると点灯し、 
約30秒後に消灯しまず。 


I 
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• フ□ントドアを開くとフ□ントルー 
ムランプ④び点灯しまず。 

リアドアを開くと1」アルームランプ 
び点灯しまず。 

〇エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただち 
に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとをは消灯 
しません。 

0エンジンスイッチび 0 か 1 の位 
置のとを、またはキーび巧いて 
あるとをは、ドアを閉じると約 
10秒後に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは約5 
分後に消灯しまず。 

• テールゲートを開<とラゲッジルー 
ムランプび点灯しまず。 

テールゲートを閉じるとただちに消 
灯しまず。 

テールゲートを開いたままのとをは 
約10分後に消灯しまず。 

〇車を施淀したとさは、ルームラン 
プび消灯ずることを確認してくだ 
ごい。 

ルームランプを常時消':打モードにずる 

► ルームランプスイッチ③のち側を 
押します。 

し U 下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプは点灯しません。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 
• U モコン操作で解綻ずる 
• ドアを開< 

• テールゲー トを開< 


ルームランプを手動で点：打ずる 

► ルームランプスイッチ③の左側を 
押しまず。 

〇手動で点灯したルームランプは、 
自動的に消灯しません。 

エンジンを停止した状態で、長時 
間ルームランプを点灯したままに 
しないで < ださい。 

フ□ント読書な 

フ□ント読書なを点口/消打ずる 

► 読書灯スイッチ③または④を押し 
ます。 

読書灯び点灯/消灯しまず。 

リアルームランプ 


リアルームランプを点!打/ミ肖口ずる 

► エンジンスイツチび2の位置のと 
さ、1」アルームランプ/ラゲツジルー 
ムランプスイッチ①を押しまず。 

リア読書口 



①読書な（ち側）スイッチ 
③読書な（左側）スイッチ 
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リア読書 I 灯を点：打/消口ずる 

► 読書灯スイツチ①まには③を押し 
ます。 

読書灯び点灯/消灯しまず。 

ラゲツジルームランプ 




①ラゲッジルームランフ 

ルームランプび自動点灯モードい93 
ページ）で周囲び暗いとさにテール 
ゲートを開くと点灯します。 

また、エンジンスイッチび2の位置の 
とき、 U アルームランプ/ラゲッジ 
ルームランプスイッチ （093 ページ） 
を押すと、点灯/消灯しまず。 

ラゲッジルームランプの消'■灯 

テール ゲー トを開いてラゲッジルーム 
ランプび点灯したとさは、 U アルー 
ムランプ/ラゲッジルームランプス 
イッチを押してを、ラゲッジルームラ 
ンプは消灯しません。 

長時間テールゲートを開いたままにず 
るとをは、バッテ1」一あびりを防ぐた 
めに、 m 下の方法でラゲツジルームラ 
ンプを消灯して < ださい。 


► テールゲー トの□ツクプレート③ 
を矢印の方向にいっぱいまでまわ 
します。 

ラヴツジ) レームランプび消灯しまず。 

► 再度ラゲツジルームランプを点灯ず 
るとさは、テールゲート八ンドルの 
□ツクシ U ンダー③を押しまず。 

H テールゲートを閉じる前には、必 
ずテールゲー h 八ンドルの□ツクシ 
1」ンダーを押し、□ツクプレートを 
元の位置（イラストの位置）に戻し 
て < ださい。 

□ツクプレートび下方に□ツクされ 
た状態でテールゲートを閉じよラと 
ずると、□ツクプレートびボディの 
□ツク部に当たり、□ツクプレート 
やボディの□ツク部などを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

柔降用ライト 

ドア下部と前席および後席の足元に乗 
降用のライトびありまず。 

ルームランプび自動点灯モードで周 
囲び暗いとさにドアを開<と点灯し 
9 〇 
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ワイ パー 


ドアミラー下部のライト 


□ケイターライティング機能 （^62 
ページ）として作動しまず。 

周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車を 
解綻すると点灯し、フ□ントドアを開 
<と開いた側のドア云ラーライトび消 
灯しまず。フ□ントドアを開かない場 
合は、約40秒後に消灯しまず。 


ステップカパーライト 



①ステップカバーライト 


フ□ントドアを開くと点灯しまず。 

フ□ントドアを開いたままのとさは、 
約5分後に消灯しまず。 

〇 仕様により、 U アのステップカ 
バーにをライトを装備している場合 
びありまず。 

I 」アドアを開くと約5分間点灯し 
ます。 

アンビエントライト* 


ドアのアームレスト下部にありまず。 

車外ライトの点灯/消灯に連動して 
点灯/消灯しまず。 


ワイ パー 


A 警告 

ワイパーブレードの ZT ムが劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることがでをません。視界を巧げ 
て周囲の交通状況を把握でさず、事 
故の原因になります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換してください。 

Q ウインドウが乾いているときはワ 
イパーを使用しないで<ださい。ウ 
インドウの表面に細かい傷が付いた 
り、ワイパーブレードを損傷ずるお 
それがあ0まず。ウインドウがミちれ 
てし^るときは、必ずウォッシャー液 
を噴射してからワイパーを使用して 
<ださい。 

P 自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを使用してちウインドウに油膜 
が残るときは、ウインドウにワック 
スや洗浄液などが付着している巧能 
性がありまず。自動洗車機で洗車し 
た後は、ウォッシャー液を噴射して 
ウインドウを清掃してください。 

B ウインドウを拭くときなどは、必 
ずワイパーを停止して<ださい。ワ 
イパーが動さ、けがをずるおそれが 
ありまず。 

U ワイパーやウォッシャーを使用 
するときは、歩行者に水しぶきや 
ウオッシヤー液がかからなし''よ5に 
ま意して < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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P 寒を時にはワイパーブレードびウ 
インドウに貼り付くことびありま 
す。作動させる前に貼0付いていな 
し、ことを確認してください。貼り付 
いたままワイパーを操作ずると、ワ 
イパーブレードやモーターを損傷ず 
るおそれびありまず。 

P 雪などび付着しているときは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、ま 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを抜いて < ださい。 

P エンジンを停止ずるとさは、必ず 
コンビネーションスイッチを0の 
位置に戻してください。コンビネー 
ションスイッチび I ■ 〜 = I の位 
置のままエンジンスイッチを1の 
位置にずると、ワイパーび作動し、 
ウインドウび請れていないとさは傷 
び付 < おそれびあ0まず。 

P ワイパーを使用ずる必要びないと 
をは、必ずコンビネーションスイッ 
チを0の位置にしてください。フ 
□ントウインドウの巧れや光線の乱 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、フ□ントウインドウび蕭れてし、 
ないとさでちワイパーび作動ずるこ 
とびありまず。 



パいか《れ 


位置 

作動内容 

の国 

高速モード 

回呂 

低速モード 

回日 

AUTO モード 

因の 

停止 

⑤画 

テイップ機能/ウインド 

皿 

ウウォッシャーの噴射 


フ□ントワイ A ’一 を作動させる 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、作動内容を選択しまず。 

ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コン ビネーショ ンスイッチを⑥の方 
向に軽く押しまず。 

ウォッシャー液び噴射せずにワイ 
パーび1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび蕭れ 
ているとをだけ使用してください。 
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ワイ パー 


© AUTO モードは、レインセンサー 
が感知した雨滴量や走行速度などに 
応じて、ワイパーの作動を自動的に 
切り替えまず。 

〇 コンビネーションスイッチび 
日 、胃の位置のとさを、停車 
時まにはごくほ速での走行時のワイ 
パーの作動は、レインセンサーによ 
り自動調整されまず。 

Oauto モードのときは、停車時に 
フ□ントドアを開くとワイパーは停 
止します。ワイパーはじ(下のときに 
作動を再開します。 

• わレクターレバーが rpi または 
HE に入っているとさは、フ〇 
ントドアを閉じてセレクターレ 
ノ く一を化の位置に入れたとさ 
• セレクターレバーび CE または 
HE に入っているとをは、フ〇 
ントドアを閉じたとを 

〇 フ□ントワイパーび作動しなし、と 
さは、別のモードを選択ずると作動 
することびありまず。 

〇 コンビネーションスイッチび [3 
の位置のとを、エンジンスイッチを 
1の位置にずると、フ□ントウイン 
ドウび;'!れていなくてをフ□ントワ 
イパーび1回作動しまず。 

〇 コンビネーションスイッチを B 
の位置にずると、フ□ントワイパー 
び1回作動しまず。 

〇 ボンネットび開いているとさはフ 
□ントワイパーは作動しません。 


レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 

センサーびありまず。 

Q レインセンサーの上にステッカー 
などを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくなり 
ます。 

ウインドウウォッシャーを P 真射させる 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

► コンビネーシヨンスイッチを⑤の方 
向にいっぱいまで押し続けまず。 

その間、ウインドウウォッシャー液 
び噴射して、ワイノ く一を作動しまず。 

Q ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ミ主意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

〇 エンジンびかかっていて車幅灯び 
点灯しているときに、フ□ントウ 
インドウウォッシャーを約5回噴 
射させると、ヘッドライトウォッ 
シャーびへッドライトに向けて噴射 
されます。 
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U アワイ パー 



► エンジンスイツチを1か2の位置 
にしまず。 

リアワイ J \‘一を作動させる 


► U アワイパースイッチ①を押しまず。 

U アワイパーび間欠モードで作動 
し、スイッチの表示灯③び点灯し 
ます。 

リアワイパーを停止ずる 

► 再度 U アワイパースイッチ①を押 
します。 

スイッチの表示灯③び消灯しまず。 

U アウインドウウォッシャーを晴射さ 
せる 

► U アウインドウウォツシャースイツ 
チ③を押しまず。 

その間ウォッシャー液び噴射し、手 
を放してから約5秒間 U アワイパー 
び作動しまず。 


〇 フ□ントワイパーび作動してし、る 
とさに、セレクターレバーを HE 
に入れると、 U アワイパーびし U 下の 
ように作動しまず。 

• フ□ントワイパーび間欠作動の 
とさ 

間欠で作動しまず。 

• フ□ントワイパーびほ速または 
高速作動のとさ 

ほ速で作動します。 


ワイ八一のトラブル 


ワイ !(—の作動が巧げられている 

葉や雪など、ウインドウに障害になる 
物び付着しているため、ワイパーの作 
動び巧げられている。ワイパーモー 
ターの作動び停止している。 

►ま全のため、エンジンスイッチから 
キーを 巧さまず。 

► 障害物を取0除さまず。 

►再度、ワイパーを作動させまず。 

ワイパーび作動しない 


ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、別のモードを選択しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でワイパーの点検を受けてく 
ださい。 
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パワーウイン 


パワーウインドウ 


A 警告 

ドアウインドウを開くとさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないでください。ドアウインド 
ウとドアフレームとの間に身体が引 
さ込まれて、けがをずるおそれがあ 
りまず。引き込まれそラになったと 
きは、ドアウインドウスイッチを操 
作してドアウインドウを閉じてくだ 
さい。 


A 警告 

ドアウインドウを閉じるときは、身体 
や物が挟まれないよラにミ主意してくだ 
さい。挟まれそラになったときは、ド 
アウインドウスイッチを操作してドア 
ウインドウを開いて < ださい。 


A 警告 

子供が車内からドアウインドウを開 
閉すると、けがをずるおそれがあり 
ます。テ供だけを残して車から離れ 
ないでください。短時間でを、車か 
ら離れるときは、キーを携帯してく 
ださい。 


A 警告 

子供をチャイルドセーフテイシート 

に乗車させている場合でち、子供だ 

けを車内に残して車から離れないで 

<ださい。 

• 車内の普部に触れて、重大なけが 
や致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。 

• 車内が高温または低温になると、 
命に関わるおそれがあります。 

• ドア□ックスイッチを押して車を 
解錠し、チャイルド プルーフ □ッ 
クを設定しているにわ関わらずド 
アを開くおそれがありまず。 


A 警告 

子供が誤ってドアを開<と、子供や 
周囲の人がけがをするおそれがあり 
ます。子供が車外に出てけがをした 
り、車にはねられて重大なけがをす 
るおそれがあります。 

子供を乗せるとさは、後席に乗車さ 
せ、 U アドアウインドウのチャイルド 
プルーフ□ックを使用してください。 
走行中にウインドウが開くと、デ供 
や周囲の人がけがをするおそれがあ 
0ます。 
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ドアウインドウの開閉 



運転席ドアのスイッチ 

①チヤイルドプルーフ□ックスイッチ 
③左側フ□ントドアウインドウスイッチ 

③ も側フ□ントドアウインドウスイッチ 

④ ち側 U アドアウインドウスイッチ 
⑥左側 U アドアウインドウスイッチ 

ドアウインドウスイッチは各ドアにあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウスイッチびありまず。 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置の 
とさに操作でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチ③③④⑥を軽く押しまず。 
押している間だけ開をまず。 

スイッチ③③④⑥をいっぱいまで押 
すと、自動で開さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチ③③④⑥を引さまず。 
押している間だけ閉じまず。 

〇車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ずべてのドアウインドウび完 
全に閉じていることを確認してく 
ださい。 


〇 ドアウインドウび自動で開いてし、 
るときに、スイッチを操作ずると、 
その位置で停止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席ま 
たは U アドアのドアウインドウを開 
閉しているとさは、助手席ドアまた 
は1」アドアのスイッチで、開閉中の 
ドアウインドウを操作ずることはで 
きません。 

〇 U モコン操作でドアウインドウを 
開閉することびでさまず。 

〇 運転席ドアのチャイ ル ド プルーフ 
□ックスイッチ①で、 U アドアに 
ある1」アドアウインドウスイッチを 
操作でさなくずることびでさまず 
(>49ページ）。 


コンビニエンスオープニング 機能 

車内び暑くなっているときなど、柔車 
ずる前に車内の空気を換気したいとさ 
は、 U モコン操作により、 LiTF の操作 
をずることびでさまず。 

• 車両を解錯する 
• ドアウインドウを開< 

• スライディングルーフを開く 
〇 コンビニエンスオーフニング機能 
は、 U モコン操作でのみ行なラこと 
びでさまず。操作は運転席ドア八ン 
ドルのおくから行なってください。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

►キーの解湿ボタン （ C >61 ページ） 
を押し続けまず。 

ずべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび 開をまず。 


I 
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1 巧ーウイン 


解綻ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウとスライデイング 
ルーフはその位置で停止しまず。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
言吳イ乍動することびありまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、 U モコン操作はで 
さません。 


コンビニエンスク□ージング機能 

U モコン操作により、車がから UTF の 
各部を閉じることができまず。 

• ドアウインドウ 

• スライデイングルーフ 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいときに使用しまず。 

A 警告 

リモコン操作でドアウインドウやス 
ライ デイ ングルーフを閉じていると 
さに身体や物が挟まれそラになった 
ときは、ただちに施錠ボタンから指を 
放し、解錠ボタンを押し続けて、ド 
アウインドウとスライ デイングルー 
フを開いて <ださい。 

P ドアウインドウやスライデイング 
ルーフを閉じるときは、開口部に異 
物がないことを確認して<ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンが作動しなかったり、 
誤作動することがありまず。 


〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるときは、リモコン操作 
はでさません。 

〇 コンビニエンスク□ージング機能 
は、 U モコン操作でのみ行なラこと 
がでさまず。操作は運転席ドア八ン 
ドルの近 < から行なって < ださい。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

► キーの施錠ボタンを押し続けます。 
すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフが閉 じまず。 

施錠ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウとスライディング 
ルーフはその位置で停止しまず。 

► ずべてのドアウインドウとスライ 
デイングルーフが閉じていること 
を確認しまず。 


ドアウインドウのトラブル 

ドアウインドウとドアフレームの間 
に障害物び挟まっていて、ドアウイン 
ドウを閉じることびでさないとを 

► 障害物を取り除いて < ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 

ドア内測のガイドレールなどに障害 
物びあり、ドアウインドウを閉じるこ 
とびでをないとを 

► 障害物を取り除いて < ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 
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走行と停車 


エンジンの始動 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないで< 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな < なるおそれがあります。 

フ □アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
びあることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
<ださい。 

かしでを車を動かすとさはエンジン 
を始動してください。エンジンが停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力が必要 
にな0まず。 


A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を暇い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死!!！ 
するおそれびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気が 
付かないラちに暇い込んでいるおそ 
れがおります。 

B エンジンを始動ずるときは、アク 
セルペダルを踏まないでください。 

〇 エンジンを始動した直後は、ブ 
レーキペダルの踏みしろび大さ< 
な0、踏みごたえび弱<なること 
びありまず。 


シフト位置 



シフト 

位置 

作動内容 

田 

パーキング位置 


駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 


停車時に車両び動さ出ず 
ことを防ざまず。完全に 
停車していないときは、 
rpi にしないで<ださい。 


シフト位置び P I のとを 
にのみ、キーを巧くこと 
びでさまず。シフト位置 
び EE のとさは、セレク 
ターレバーび□ックされ 
ます。 


車両の電気装備び故障し 
たとさは、セレクターレ 
ノ く一びこ己の位置で□ッ 
クされます。セレクター 
レバーを EE の位置から 
動かずときは （0254 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


このとをは、ただちにメ 
ルセデス • ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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走行と停車 


FR I リバース位置 

後退ずるとさの位置でず。 

完全に停車していないと 
さは、 EE にしないで< 
ださい。 

m ニユートラル位置 

動力が伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してち 
ら5ことで、車を移動で 
さます。 

必要な場合を除さ、走行 
中はシフト位置を EE に 
しないで<ださい。トラ 
ンスミツシヨンを損傷ず 
るおそれがありまず。 

トランスファーを操作す 
るときは、シフト位置を 
rm にしまず。 

P 走行中はシフト位置を 
rm にしないで<ださ 
し)。トランス云ツシヨン 
を損傷するおそれびあり 
ます。 

の ドラィブ位置 

走行するとさの位置でず。 

1速〜5速または7速の範 
囲で自動的に変速しまず。 


エンジンを始動ずる 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► セレクターレバーび [ PJ に入って 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 


► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放しまず。 

P エンジンは、セレクターレバーび 
rm に入っているときち始動でき 
ますび、 安全のため 、必ずセレクター 
レバーをに入れ、ブレーキぺ 
夕 V レを踏んで始動して < ださい。 

Q かしでを車を動かずとさはエンジ 
ンを始動して<ださい。エンジンび 
停止していると、ブレーキやステア 
U ングの操作に非常に大さな力びお 
要になりまず。 

〇 ライトやエアコンデイシヨナーなど、 
ノ（ッテ U —の負担になる装置を停止 
しておくと始動 I 生び良くなりまず。 


発進 


A 警告 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないでくださ 
し、。車び急発進したり、オートマチッ 
クトランス'ッシヨンを損傷するお 
それびありまず。 

H セレクターレバーを CE に入れ 
るときは、完全に停車してくださし、 
トランスミッシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

Q エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 
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〇滑りやずい路面で発進ずるとさ 
は、駆動輪を空転させないよ5にし 
てください。駆動系部品を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇 エンジンスイツチび2の位置で、 
ブレーキペダルを踏んでいないと、 
セレクターレバーを HE から動か 
すことはでをません。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごにえを確認しまず。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セレ 
クターレバーを CE または CE に 
入れます。 

〇 ギアび完全に切り替わるのを待っ 
て < ださい。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 

〇 エンジンび;ちえているとさは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プび行なわれまず。これにより、排 
気ガスを;き化ずる触媒びより早く適 
正温度に達しまず。 

ヒル スター トアシスト 


上り坂での発進時に車び後退ずるのを 
防ざ、発道を容易にしまず。 

まに、上りあを後退して登るとさは発 
造時の前進を防ぎまず。 

A 警告 

ヒル スター トアシストはバーキング 
ブレーキに代わるちのではありまは 
ん。駐車するとさは必ずパーキング 
ブレーキを確実に効かせ、セレクター 
レバーを rpi に入れてください。 


ヒルスタートアシストを作動させる 

►上り坂での発進時に、通常通りブ 
レーキペダルひら足を放してアクセ 
ルペダルを踏みまず。 

ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
ずるのを防ざまず。 

ヒルスタートアシストはじ(下のとさに 
は作動しません。 

• 傾斜していない路面、または下りあ 
で発進ずるとさ 

• わレクターレバーげ rm に入って 
し)るとさ 

• パーキングブレーキび効いているとを 

• ESP ® び故障して解除されている 
とさ 


駐車 

A 警告 

• 停車する前にエンジンを停止しな 
いでください。ブレーキやステア 
U ングの操作に非常に大きな力び 
必要になります。 

. 駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを [ E に入れ、パー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
エンジンを停止してくださし、。 

• テ供だけを車内に残して車か!5離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをした0、事故の原因に 
な0ます。 
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走行と停車 


A 警告 

マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいをのがある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

Q 短時間でも車から離れるときは、 
ドアウインドウやスライデイング 
ルーフを閉じて、車を施錠して<だ 
さい。 

車が動さ出ずのを防ぐため、下のこ 

とを行なってください。 

• パーキングブレーキを効かせて< 
ださい。 

• セレクターレバーを m に入れて、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
<ださい。 

• トランスファーがこユートラルに 
なっていないことを確認して<だ 
さし、。 

• 上り坂や下り坂では、前輪を歩道方 
向に向けて < ださい。 

パーキングブレーキ 


A 警告 

• テ供だけを残して車から離れない 
で <ださい。 パーキングブレーキ 
を解除して車が動さ出し、事故を 
起こすおそれがあります。 

• 急な坂道で駐車するときは、パー 
キング ブレーキを 確実に効かせて 
ください。さ5に輪止めをして、 
前輪を歩道ち向に向けてください。 


A 警告 

パーキングブレーキを効かせたまま走 
行しないでください。パーキングブ 
レーキが過熱して効かなくなったり、 
火災が発生するおそれがあ0ます。 



パーキングブレーキを解除ずる 

► ブレーキペダルをいっぱいまで踏み 
ます。 

►パーキングブレーキレバー®をかし 
引さ上げ、解除ノブ①をいっぱいま 
で押し込んでからパーキングブレー 
キレパーを下げまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
[@]が消口しまず。 

パーキングブレーキを効かせる 
►パーキングブレーキ レバー ③を引き 
上げまず。 

^ーターパ ネルの ブレーキ 警告灯 
が点口しまず。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 


B を邸6恒冊 
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Q 警告音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに II A ° -キングアレ-キカ 
イシ''ヨ "と表示されたとさは、パーキ 
ングブレーキび解除されていない状 
態で走行しています。パーキングブ 
レーキを解除してください。 


エンジンの停止 
A 警告 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださし 、。エンジンブレーキび効かな 
くなります。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非苗に大さな力び 
必要になります。 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキレバーを確実に引 
を、わレクターレバーを rpi に入 
れます。 

〇セレクターレバーびし分外に 
入っているとををエンジンを停止で 
をますび、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて、セレクターレバーを 
\~ Pl に入れて <ださい。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキ ペダルから足を ゆつ <り放 
しま3。 


長期間駐車ずるとを _ 

約4週間(上駐車したままにずると、 
パッテ U —が完全放電して損傷するお 
それがありまず。このよラなとさは、 
iU 下のようにして < ださい。 

►バッテ U —からケーブルをがずか、 
バッテ U —充電器を接続して < だ 
さい。 

〇 バッテ U —充電器については、メ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

約6週間じ(上駐車したままにずると、 
不具合び発生ずるおそれびありまず。 
このよ5なとさは、別途対応び必要 
でず。 

► 対応について、メルセデス.ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 


I 
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走行と停車 


エンジンのトラブル 


トラブル 


エンジンび始動しない。 
エンジンスイツチを 
3の位置にずるとス 
夕ーターモーターの 
音びずる。 


エンジンび始動しない。 
エンジンスイツチを 
3の位置にずるとス 
夕一夕ーモーターの 
音びずる。 

黄色の燃料残量警苦 
なび点巧している。 
燃料計の指針び下限 
を示している。 


エンジンび始動しない。 
エンジンスイツチを 
3の位置にしてもス 
夕ーターモーターの 
音びしない。 


エンジンの回転び滑 
らかでなく、=スフア 
イアも起きている。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

• エンジンの電気システムに異萬びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動ずる前に、エンジンスイッチを0の位置に戻してく 
ださい。 

►再度、始動操作を巧なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度も行なラと、バッテ U —びあび 
るおそれびおじまず。 

何度か始動を試みてち、エンジンび始動しないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 


バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ U —の電圧 
び低< なっている。 

► 他車のバッテ U — を電源として始動してください（1>270ぺージ)。 

他車のバッテ U —を電源としてちエンジンび始動しないとを： 

► 六ルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷に より、スターターモーターび 過熱している。 

► スターターモーターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作をしてください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずざないでください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 
触媒を損傷ずるおそれびありまず。 


B を邸 S 恒冊 




















走行と停車 


トラブル 

冷却水温度び約 
120むを超えている。 
警告音ち鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

リヴーブタンクのを却水量び不足している。 

冷却水の温度び高ずぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► すみやかに安全に停車して、ェンジンと冷却水を冷やしてください。 
►ェンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要であれば、冷 
却水補給時の注意事頂を守りなびら、;令却水を補給してください（[>19己 
ぺージ)。 

冷却水量び正萬なとさは、ラジェターの冷却フアンび故障している可能性 
びおる。 

冷却かの湿度び高すぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► 冷却水温度び約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで走行を続けることびでをます。 

►その場合は、山道の走行などでェンジンに大をな負荷をかけたり、発進 
/停止を繰り返さないで<ださい。 
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才ートマチックトランス S ツ 


オートマチックトランス S ッシ 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
で量な < なるおそれがあ0まず。 

フ □アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
ください。 


A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。駆動輪びグ1」ップを失って車 
両びス1」ップし、事故を起こすおそ 
れびあります。 

。停車してエンジンを停止したと 
さは、車び動さ出ずのを防ぐため、 
セレクターレバーを CB に入れ、 
パーキングブレーキを効かせて< 
ださい。 


セレクターレバー 



►セレクターレバーを動かして、シフ 
卜位置を選択しまず。 

〇シフト位置を選択ずるとをは、完 
全に停車して、 ブレーキ ペダルを踏 
んで < ださい。 

〇 エンジンスイツチび2の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないとさ 
は、セレクターレバーを [ E から 
動かずことびでさません。 

シフト位置表示 



①シフト位置表示 

( ドライブに入っている状態） 

エンジンスイツチを2の位置にずる 
と、マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イのシフト位置表示①に、選択されに 
シフト位置び反転して表示されまず。 


B を邸6恒冊 
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シフト位置 


シフト作動内容 
位置 

m パーキング位置 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 

停車時に車両び動さ出ず 
ことを防ざまず。完全に 
停車していないときは、 
fpi にしないで<ださい。 

シフト位置び P I のとを 
にのみ、キーを巧くこと 
びでをまず。シフト位置 
び EE のとさは、セレク 
ターレ パーび □ックされ 
ます。 

車両の電気装備び故障し 
たとをは、セレクターレ 
ノ（一びこ己の位置で□ッ 
クされます。セレクター 
レノ（一を EB の位置から 
動かずときは0254ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

このとさは、ただちにメ 
ルセデス • ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

面 リバース位置 

後退ずるとをの位置でず。 

完全に停車していないと 
をは、 CE にしないでく 
ださい。 


□U ニュートラル位置 

動力び伝わらなし、位置でず。 

押したり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
をます。 

必要な場合を除さ、走行 
中はシフト位置を CE に 
しないでください。トラ 
ンスミッションを損傷ず 
るおそれびありまず。 

トランスファーを操作ず 
るとをは、シフト位置を 
FNl にしまず。 

〇走行中はシフト位置を 
rm にしないで<ださ 
し、。トランスミッション 
を損傷するおそれびあり 
ます。 

曲 ドラィブ位置 

走行するとさの位置です。 

1速〜5速または7速の範 
囲で自動的に変速しまず。 


シフト位置の選択 _ 

オートマチックトランス S ッション 
は、シフトポジションび EE のとさ、 
し U 下の状態に合わせて自動的にギアを 
変速しまず。 

• 選択されているギアレンジ 

• ク□スカント U — ギアの位置（八イ 
レンジまには□ー レンジ） 


B を習恒掛 


アクセルぺ夕 V レの踏み具合 
走行速度 
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才ートマチックトランス S ッ 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 
ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 

• 深く踏み込んだとさはシフトアップ 
するタイミングび遅くなりまず。 

キックダウン 


急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的にほ 
いギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

H キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作してくださ 
し、。事故を起こずおそれびありまず。 

停車ずる 


►一時的に停車ずるとさは、セレク 
ターレバーを CE に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを [ E に入 
れます。 


A 警告 

停車中は空ぶかしをしないでくださ 
し、。万一、セレクターレパーび ron 
か m に入ると、車び急発進して重 
大な事故を起こずおそれびお0まず。 

〇急な上りあなどではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たないでください。トランスミツ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

。停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よ5にして < ださい。 


テイップシフト _ 

オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
を抑えまず。 


B を邸6恒冊 
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ギアレンジ 

作動内容 

曲 

1速〜日速 (7 G - TR 0 N に 
装備車は1速〜7速） 
の飽囲で自動的に変 
速します。 

因* 

1速〜6速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

の* 

1速〜5速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

の 

1速〜4速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

回 

1速〜3速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

緩やかな坂道などを 
走行するとさに使用 
します。 

因 

1速〜2速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

急な坂道やエンジン 
ブレーキび必要なと 
をに使用しまず。 

田 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキび 
最大に作用しまず。 

A 警告 

滑りやずい路面やカーブを走行して 
いるとさは、低いギアレンジを選択 


してエンジンブレーキび効くと、駆 
動輪びグ U ッフを失い、車両びスリッ 
プするおそれびあります。また、駆 
動輪び空転すると、駆動系部品を損 
傷ずるおそれびあります。 


。□ーレンジモードになっていると 
をは、エンジン回転数び許容回転数 
を超えるよラなときにを、自動的に 
シフトアップされません。エンジン 
を損傷ずるおそれびありまず。エン 
ジンの許容回転数を超えないよ5に 
ま意してください。 

〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
を実際のギアを示ずをのではあ0 
ません。 

〇 加速時にエンジン回転数び許容回 
転数を超えるようなときは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジび選択されまず。 

〇 エンジン回転数び許容回転数を超 
えるよ5なとさは、ほいギアレンジ 
を選択で'さません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なってを、 
選択したギアレンジに変わらないこ 
とびありまず。 

〇 ティップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとをの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異なります。 

〇 ティップシフトにしていないとさ 
にセレクター レバーを ③側 （ M 14 
ページ）に操作ずると、走行速度や 
エンジン回転数に応じてシフトアッ 
プび行なわれまず。 


B を邸〇恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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才ートマチックトランス S ッ 



①あいギアレンジを還択 
③高いギアレンジを逞択 



③ギアレンジ表示 


テイップシフトにずる 

► セレクターレバーび CE に入って 
いるときにセレクターレバーを① 
側に操作しまず。 

テイップシフトに切り替わり、選 
おされたギアレンジびマルチフアン 
クシヨンデイスプレイのギアレンジ 
表示③に表示されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを①側に操作し 
ます。 


高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
まず。 

テイップシフトを解除ずる 


► セレクターレバーを③側に操作し 
て保持します。 

ギアレンジ表示③に" D " び表示さ 
れまず。 

最適なギアレンジを選択ずる 


► セレクターレバーを①側に操作し 
て保持します。 

そのとさの加速や減速に最を適した 
ギアレンジび選択されまず。 


B を邸6恒冊 














才ートマチックトランス=ッ 



オートマチックトランスミッションのトラブ J レ 


トラブル 



加速性能び悪化して 
いる。 

トランス云ッシヨン 
び変速しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランス S ッションオイルび減っている。 

ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けてください。 

トランス S ッションびエマージェンシーモードになっている。 

2速ギアかリバースギアで走行できる場合びある。 

►停車してください。 

► セレクターレバーをこ臣]に入れて<ださい。 

► エンジンスイッチを0の位置にしてください。 

►約10秒政上待ってから、エンジンを再始動します。 

► セレクターレバーを EE に入れまず。 

2速ギアになります。 

または 

► セレクターレバーを EE に入れます。 

リバースギアになりまず。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けて < ださい。 


I 
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メー ターパネル 


メー ターパスル 


メーターノ くネルの各部の名称について 
は023ページ）をご覧ください。 

A 警告 

メーター パネルやマルチファンク シヨ 
ンディスプレイび故障ずると、車両の 
状態やま度、外気温度、故障/警告メッ 
セージなどび表示でさなくなることび 
あります。十分ミ主意して走行してくだ 
さい。また、すみやかにメルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場に連絡してく 
ださい。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


時刻や外気温度、設定項目、故障/ 
警告メッセージなどを表示しまず。 

マルチフアンクションディスプレイは 
し U 下のとさに表示されまず。 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさ（エンジンスイッチを0 
の位置にずるか、キーを巧いてから 
約30秒後に表示び消えまず） 

. 車外ライトび点灯したとさ（車外ラ 
イトび消灯してから約30秒後に表 
示び消えまず） 

詳しくは18ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


メーターパネル照度調節ボタン/ 
IJ セツトボタン 



①メーターパネル照度調整ボタン / U 
セットボタン 

メーター/ (ネルの照度を調節ずる 

メーターノ くネルの照巧び点灯している 
とさに日月るさを調整でさまず。 

► メーターパネル照度調整ボタン①を 
時計回りにまわずと巧るくなり、反 
時計回りにまわずと暗<なりまず。 

トリップメーターや各種設定をリセッ 
卜ずる 

► U セツトボタン①を押し続けまず。 


アンビエントライト*の照度調壁 

アンビエントライトの照度は、メー 
ターパネルの照度に連動しまず。 

► メーターパネル照度調整ボタン①を 
時計回りにまわずと巧るくなり、反 
時計回りにまわずと暗くなりまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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冷却水温度 S 十 


タコメーター 


エン ジンを却水の温度を表示し まず。 

〇 指定のを却水を適切な混合比で使 
用しているとさは、約120でまで 
はオーバーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上りあび続くとさなど 
に、 120° C 付近をおずことびあり 
ますび、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに;ち却水に関ずる故障/ 
警告メッセージ（1>243、244ぺ一 
ジ）び表示されない限り、問題あ 
りません。 

卜 U ップメーターのリセット 

►基本画面を表おさせまず （>121 
ぺージ)。 

►表示び 0.0 になるまで、リセット 
ボタン①を押し続けまず。 


時刻表示 

COMAND システムで設定した時刻を 
表のしま9—。 

詳しくは別冊 rCOMAND システム取 
扱説明書」をご覧<ださい。 


1分間あたりのエンジン回転数を表示 
し 〇 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レツドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給び行なわれな< なりまず。 

^環境 

必要上にエンジン回転数を上げて 
走行しないで<ださい。燃料を不必 
要に消費し、大気汚染の原因にな D 
まず。 


夕'!•気温度表示 
A 警告 

外気温度が氷点温度よ0わずかに暖 
かいとさは、特に森林地帯や橋の上 
などでは路面が凍りやすくなります。 
スリップするおそれがあるため、天 
候に応じた運転を行なってください。 


B を邸〇恒脚 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許ずとさにのみ 
操作してください。を意がそれ、運 
乾に集中ずることがでさず、事故の 
原因になりまず。 


A 警告 

一夕ーパネルまたはマルチフアン 
クションディスプレイが故障してい 
るとさは、分ッセージは表示されま 
せん。 

その結果、速度や外気温度、警告灯 
や表示口、ッセージなどの走行状 
態を示す情報を得ることがでさなく 
なります。また、走行特性に変化が 
出る可能性をあります。運転スタイ 
ルと走行速度を状況にをわせて<だ 
さし、。 

また、ただちにレセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、特定のシステムの故障および警 
告のみを記録および表示しまず。そ 
のため、車両が安全に使用でさるこ 
とを常にお客様自身で確認してくだ 
さい。安全性が確保されていない車 
両を運転することにより、事故の原 
因になります。 


A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両安全'性 
に悪影響を与えるおそれがあります。 
その 結果、車両操縦性を失い、事故 
の原因になります。さらに、安全装 
備が設計通0に乗員を保護でさなく 
なりまず。 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた^ルセ デス • 
ベンツ指定サービスエ場で巧なラこ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず^ルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
<ださい。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因にな0ます。 


A 警告 

走行中にステアリングのスイッチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまねしな 
がら操作ずると、事故を起こすおそ 
れがあ0ます。 


B を邸 e 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチファンクシヨンディスプレイ 
の操作 

エンジンスイッチを1の位置にずる 
と、マルチファンクシヨンディスフレ 
イは作動しまず。 

マルチファンクシヨンステア U ングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンデイスプレイを操作しまず。 






名称 

© マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイ 

⑤設定スイッチ/音量スイッチ 


• 各種設定の設定グループ選択 
画面でのグループの選択 
• 設定項目画面での設定の変 
更や、機能のオン/オフの 
選択 

• 各メイン画面やオーディオ画 
面表示中の音量の調節 


⑤ 通話開始スイッチ/通話終了 
スイッチ 

の國 

電話の発1言/受信/保留/切断 

④ 表示切り替えスイッチ 
團園 

メイン画面の選択 

⑤ スク□—ルスイッチ 

回回 

•選択したメイン画面巧の各画 
面の切り替え 

•才ーディオの選巧 
•ラジオ-テレビの選局 
• DVD ビデオのチャプター選択 

• 電話画面表お中の電話帳や発 
信履歴の選択 

〇 ステア U ングスイッチでの 
COMAND システムの操作について 
は、別冊 rCOMAND システム取 
扱説明書」をご覧<ださい。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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メインメニューの一覧 


@ © 



① 

車両情報 （^121 ページ） 

⑤ 

才ーデイオ0123ページ） 

⑤ 

ナビ（>125ぺージ） 

④ 

故障表示 （^125 ページ） 

⑤ 

設定（>126ページ） 


卜 U ツプコンピユーター 0134ぺージ） 

⑦ 

電話（>136ぺージ） 


B を邸 e 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 










































車両情報 


「車両情報」にはしツ下の項目びありまず。 

. 基本画面（卜 U ップメーター、オド 
メーター） 

• 走行情報表示 
• 走行速度/外気温度表示 

• メンテナンスインジケーター 
0222ぺージ） 

• エンジンオイル量点検表示* 
(0191 ぺージ） 

基本画面 



①トリップメーター 
③オドメーター 

基本画面を表示させる 

► またはを押して、基本画 
面を表示させます。 

卜 U ップメ ーター 

1」セット後の走行距離を表示しまず。 

卜 U ップメ ーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► U セットボタン （ M 16ページ） 
を、表示び 0.0 になるまで押し続 
けまず。 


オドメーター 

これまでに走行したお離の総合計を表 
71^します。 

走行情報表示 


3>4aaNialSlk^ 


①外気温度表示/走行速度表示 
© 時刻表示/可変スピード U S ッターの 
設定速度表示 

@シフト位置表示/ギアレンジ表示 
@トランスファー表示 

外気温度表示/走行速度表示 

外気温度または走行速度を表おしまず。 

表示の切り替えは、設定こ ユーの 
II ^一夕 一"にある"走行情報表示の 
設定"（>129ページ）で行ないまず。 

A 警告 

外気温度表示が日で L 处上でを、路面が 
凍結していることがあります。走行 
には十分ミ主意してください。 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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0 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、外気温度表示 
は路面からの歷射熱などの影響を受 
けまず。したびって、外気温度表示 
び実際の外気温度と異なることびあ 
りまず。 

0寺刻表示/可変スピードリ吉ッターの 

設定速度表示 

時刻まには巧変ス ピー ド U S ッ ターで 

設定した速度を表おします。 

〇 可変スピード U ミッターについ 
て、詳しくは （^147 ぺージ）をご 
覧ください。 

シフト位置表示/ギアレンジ表示 

オートマチックトランスクッションの 

シフト位置を表おしまず （0110 ペー 

ジ)。 

また、ティップシフト （01 14ぺージ） 

にしたとさのギアレンジを表示しまず。 

トランスファー表示 

トランスファーの位置を表おしまず 

(>138ぺージ）。 


走行速度/夕惊温度表示 



の - 

©- 

—80 km/h 

——20:30 



①走行ま度/外気温度 
③時刻 


走行速度または外気温度を表示し 

まず。 

表示の切り替えは、設定メニューの 

II メーター II にある"走行情報表おの 

設定" （^1 29ページ）で行ないまず。 

走行速度/夕1•気温度を表示させる 

► まにはを押して、基本画 
面を表示させます（0121ページ）。 

► ^まには^を押して、走行速 
度/外気温度を表おさせまず。 

〇 走行情報表おの設定 （^1 29ペー 
ジ）を" ガイキオンド" に設定した 
とさは走行速度の表示になり、" ソ 
クド" に設定したとさは外気温度の 
表示になりまず。 

〇 走行情報表示に可変スピード U 
S ッ ターの設定速度び表示されてい 
るとさは、時刻③び表示されまず。 

〇 走行速度の表示単位を km / h ま 
には mph に切り替えることびでき 
ます （01 28ページ）。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 








オーディオ 
ラジオ局を選局ずる 



① " FMI " または " FM 2" 

" AMI " または " AM 2" 

©プリセツト番号/受信周波数 

COMAND システムで、ラジオを受信 
しているとさに表示-選局でさまず。 

► または Ic ^ l を押して、才一 
デイオ>< こユーを表おさせまず。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► またはを押しまず。 

プリセツトされた放送局が選択され 
ます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► ^または^を押して保持し 
ます。 

受信周波数が動さ、次に受信でさる 
周波数で停止します。 

〇 ラジオの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


トラックを選択ずる 



①音楽ソース表示 （" DISC "/" M . CARD "/ 
" HDD " / " MEDIA " / " AUX ") 

( D トラック番号 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、モリーカード、 
ミュージックレジスター、ディアイ 
ンターフてース、外部入力）が音楽 ソー 
ス表示のに表示されまず。 

► または Ic ^ l を押して、才一 
ディオ > (こューを 表示させまず。 

トラックを選択ずる 

ディスク、><モリーカード、ミュー 
ジックレジスター、ディアインター 
フェースのいずれかを再生していると 
きはトラックを選択ずることができ 
9 〇 

► またはを押しまず。 

次または前のトラックが選択され 
ます。 

〇 音楽再生の詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
を ご覧 < ださい。 


B を邸 Q 恒脚 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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テレビ局を選局ずる 



:ん を 
, 1 

〇 
を — 口の 

ク 



① " TV 1 " または " TV 2" 

③プ U セツト番号/チヤンネルま号 


COMAND システムで、テレビを受信 
しているときに表示-選局できまず。 

► またはを押して、オー 
ディオメニューを表示させまず。 

テレビ局をプ U セツト選局ずる 

► またはを押しまず。 

プ I 」 セツ トされたテレビ局び選局さ 
れます。 

テレビ局を自動選局ずる 

► ^まには^を押して保持し 
ます。 

受信チヤンネルび動さ、なに受信で 
さるチヤンネルで停止しまず。 

〇 テレビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説日月書」 
をご覧 < ださい。 


DVD ビデオのチャプターを選択ずる 



①チャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示-選択でさ 
9 〇 

► または Ic ^ I を押して、才一 
ディオ ニューを表示させまず。 

チャプターを選択ずる 

► ^またはを押しまず。 

次または前のチャプターが再生され 
ます。 

© DVD ビデオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 








マルチフ: 



ナビ 


故障表示 


COMAND システムのナビ機能をマル 
チフアンクシヨンディスプレイに表示 
でさます。 

ナビメニューを表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► [ F ] または№1をキ甲して、ナビ; 
こューを表示させます。 

ルート案内を行なっていないとき 


0 


— N 


A 警告 

表おされる故障や異常は一部の限ら 
れた装備についてであ0、表おされる 
内容ち限 S れていまず。故障や異常 
の表示は運転者を支援するをのでず。 
発生した故障や異常に対処して車の 
ま全性を確保する責任は運転ちにあ 
D ます。 



①進行方向の方位表示 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向の方位①び表示されまず。 

ルート案内を行なっているとを 



①故障件数表示 

(この例では、1件故障びあ0 
ます） 

⑤故障/警告メッセージの例 

故障や異常び起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示しまず。 

〇 故障や異甫びないとさは、故障表 
示は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンびかかっているとさに故障や 
異苗び発生したとさは、故障/警告 
メッセージび自動的に表示されまず。 


マルチフアンクシヨンテイスプレイに 
上記の画面び表示されまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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複数の故障や異苗びあるとさは、故 
障/警告メッセージび約5秒間隔で 
順まに表示されまず。 

ステア U ングの fgICT や 向の ' 
または U セットボタンを押ずと、故 
障/警告メッセージび消えまず。 

故障メッセージを手動で確認ずる 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置の 
とさに表示でさまず。 

► E ] またはを押して、故障件 
数表示①を表おさせまず。 

故障件数び数字で表示されまず。 

► ^または^を押して、故障/ 
警告メッセージ③を順まに表おさせ 
ます。すべて表示されると、故障件 
数表示①に戻りまず。 

故障表示のリセット 


マルチフアンクションディスプレイに 
故障/警告メッセージび表示されてい 
るとをは、エンジンスイッチを 0 の位 
置にずると、故障/警告メッセージ 
の表示び消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
なにエンジンスイッチを 1 か 2 の位 
置にずるか、エンジンを始動したとさ、 
再び故障/警告メッセージび表おさ 
れます。 

〇 故障/警告メッセージび表示され 
たとをは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

〇 表おされる故障/警告メッセージ 
については0239ぺージ）をご覧 
<ださい。 


設定 _ 

「設定」では、(下の項目の設定びで 
をます。 

• 設定項目の初期化 
• 水ーター 
• ライト 
• シャ U ョウ 
• コンフオート 

〇設定の変更は必ず停車中に操作し 
て < ださい。 

設定 メニユー 


セッテイ 

リセット八 
リセットボタン 
ヲ3ビヨウカン 
オシマス 


設定メニューを表示させる 

► またはを押して、設定メ 
ニューを表おさせまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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設定グループの選択 


セツテイ 

© 




ラ斗 K 
シャリョウ 

© 


設定グループを選択ずる 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► [±]または B を押して、設定グ 
ループを選択します。 

►選択したグループを確認して' の 
を押すと、選択したグループ内の最 
巧の設定項目び表示されまず。 

設定項目を選択ずる 

► ^または^を押して、設定項 
目を選択します。 

設定を変をずる 

機能のオン/オフを選択ずる 

► [±]または B を押して、設定を 
変更したり、機能のオン/オフを 
選択します。 

選択した設定び記憶されまず。 


設定項目の巧期化 


設定メニューのずべての項目を工場出 
荷時の設定に初期化ずる（戻ず）こと 
びでをまず。 

設定項目をネリ期化ずる 

► または ra を押して、設定メ 
ニューを表おさせまず0126ペー 
ジ)。 

► U セットボタン （01 16ページ）を 
約3秒間巧し続けまず。 


セツ： T イ 
コウシ"ョウノ 
セツテイニ 
リセット 
シマスカ？ 
カクニン八 
リセットボタン 


確認画面び表示されまず。 

►確認画面び表示されているとさ（約 
5秒し i (内）に、再度 U セットボタン 
を押しまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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セッテイ 

コウシ'ヨウノ 
セッテイニ 
リセット 
ヴレ7シタ 


初期化を実行し、初期化完了画面が 
表示されます。 

〇 確認画面が表示されてから約日秒 
間 U セットボタンを押さずにいる 
と、設定 ニューに切り替わりまず。 

〇 初期化ずると、設定グループの選 
お0127ページ）になりまず。 

〇 走行中に初期化操作を行なったと 
さは、安全のため、初期化されない 
項目がありまず。 

メーター 


「メーター」では、 LU 下の項目の設定 
びでさまず。 

• 速度-距離単位の設定 
• ディスプレイ言語の設定 
• 走行情報表示の設定 

設定グループを選択ずる 

► まには ra を押して、設定メ 
ニューを表示させまず （>126 ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► m または ra を押して、 "メー 
ター" を選択しまず。 


► を押しまず。 

メーターの最初の設定項目び表おさ 
れます。 

速度.距離単位の設定 


ヒヨウジタンイ 
ソクド/キヨリ 

© 

マイル 

© 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離の表お単位の設定がで 
さまず。 


► W または W を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示単位び km / h、 km 
などになりまず。 

マイル 

表示単位び mph 、 マイ 
ル、 Ml などになりまず。 


Himph は約1 .6 km / h でず。表示 
単位がマイルになっていると、誤っ 
て速度を超過するおそれがあり 
ます。必ず表示単位を km にして< 
ださい。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ディスプレイ言語の設定 


ゲン]、、 

0 

English 


ディスプレイに表示ずる言語の設定び 
でをまず。 


► L+J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になりまず。 

ニホンゴ 

日本語表示になります。 


〇 この画面で設定した言語を 
COMAND システムにち適用で 
さます。詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


走巧情報表おの設定 


ステータス 
ヒヨ ウシ'’ 

0 

ソクト " 


■ 

走行情報表示 （^121 ページ）の表示 
項目の設定びでさまず。 


► L+J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

走行情報表示に走 
行速度が表おされ 
まず。 

ガイキオンド 

走行情報表おにが 
気温度が表示され 
ます。 


〇 走行情報表示の表示項目を切り替 
えると、走行速度/外気温度表示 
(^122 ページ）の表示項目を切り 
替わりまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


ライト 

「ライト」では、 li (下の項目の設定び 
でさまず。 

• へッドライト点灯モードの設定 
• □ケイターライティングの設定 
. 車がライト消灯遅延機能の設定 
• ルームランプ消灯遅延機能の設定 

設定グループを選択ずる 

► まには ra を押して、設定メ 
ニューを表示させまず（1>126ぺ一 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► m またはを押して、 "ライ 
卜" を選択しまず。 

► を押しまず。 

ライトの最初の設定項目び表示され 
ます。 

へッドライト点！订モードの設定 


へツ ト。ライト 
セツテイ 

© 

ツネニオン 


■ 

へッドライトの点灯モードの設定がで 
さます。 

► m または ra を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ツネニオン 

常時点灯モードです。 
ライトスイッチが 
|~5~|か町可のときに、 
エンジンを始動ずる 
と、へッドライトなど 
が常に点に[します。 

マニュアル 

手動点灯モードでず。 
へッドライトなどを点 
灯するとさはライトス 
イッチを操作しまず。 

曰本ではこのモードに 
設定してください。 


H 安全のため、常時点灯モードが設 
定されているとさは、走行中に設定 
を変更することはでさません。この 
ときは、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに" セッテイ A テイシチュウノミカ ノウ" 
と表示されまず。 

〇 常時点灯モードは、走行中の常時 
点灯が義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
灯モードに設定して使用して<だ 
さぃ。 

〇 苗時点灯モードで自動的に点灯ず 
るライトは、 へッ ドライト、車幅 
灯、テールランプ、ライセンスライ 
卜です。 へッ ドライトを上向きにし 
たり、フォグランプなどを点口する 
ときは、各スイッチを操作してくだ 
さい。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 






□ケイターライティングの設定 


周囲び暗いとさに U モコン操作で解 
綻すると車外ライトび点灯ずる機能の 
設定びでさまず。 


► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさに U 
モコン操作で解錠ず 
ると、車幅口、フロ 
ントフォグランプ、 
テールランプ、ドア 
ミラー下部のライト、 
ライセンスライトが 
点灯しまず。 

オフ 

□ケイ ター ライティン 
グは作動しません。 


詳しくは（杉62ページ）をご覧くだ 
ごし、。 



車がライト消打遅延機能の設定 



周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と車外ライトび点灯ずる機能の設定び 
でさまず。 

► m または ra を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさにエン 
ジンを停止ずると、車 
幅口、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、 
ライセンスライトが点 
灯し、ドアやテール 
ゲートを開いて閉じた 
後、約1日秒後に消口 
します。 

オフ 

車がライト消灯遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは（杉90ページ）をご覧くだ 
さし、。 



オフ 

© 


ヘッドライト 
オフチェン 

© 

オン 


□ケイ ター 

ライテインク'’ 

0 


13 


7ルチフ: 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


ルームランプ消打遅延機能の設定 


ルームランフ- 
オフチェン 

© 

EH 

オフ 

© 


ルーム ランプび自動点灯 モー ドで周囲 
び暗いとさにエンジンスイッチから 
キーを 巧くと、フ□ント ルーム ランプ 
び点灯ずる機能の設定びでさまず。 


► L+J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプが自動 
点灯モードで周囲が 
暗いとさにエンジン 
スイツチからキーを 
抜くと、フ□ントルー 
ムランプが約1日秒間 
点の'します。 

オフ 

ルームランプ消口遅延 
機能は作動しません。 


詳しくは （^93 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


シヤ IJ ヨウ 


「シャリョウ」では、車速感応ドア□ッ 
クの設定びでさまず。 

設定グループを選択ずる 

► またはを押して、設定メ 
ニューを表おさせまず0126ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー 表示中に^を押し 
て、設定グループを選択します。 

► m またはを押して、 "シャ 
リョウ" を選択しまず。 

► を押しまず。 

シャ U ョウの設定項目び表示され 
9 〇 

車速感応ドア □ ックの設定 


オートマティック 
ドア□ック 

© 

の 

オフ 

© 


走行速度び約1 5 km/h (上になった 
とさに、ドアとテールゲートを自動 
的に施淀ずる機能の設定びでさまず。 

► [±]または B を押して、反転表 
おを移動します。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび 
作動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは 
作動しません。 


詳しくは （^66 ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


コンフオート 


r コンフオート」では、イージーエン 
卜1」一の設定びでさまず。 

設定グループを選択ずる 

► ( E まにはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず（1>126ぺ一 
ジ)。 

► 設定メニュー 表示中に^を押し 
て、設定グループを選択します。 

► [ E またはを押して、 "コン 
フオート" を選択しまず。 

► を押しまず。 

コンフオートの設定項目び表示さ 
れます。 


イージーエント IJ —の設定 
A 警告 

• イージーエントリーび作動すると 
ステア U ングび動さます。乗員び 
ステアリングに挟まれるおそれび 
あ0ます。イージーエント|」一を 
作動させる前に、挟まれるちのび 
ないことを確認してくださし、。 

• 子供をチャイルド セーフ テイ シー 
卜に乗車さはている場合でち、モ 
供だけを車内に残して車か S 離れ 
ないで<ださい。誤ってエンジン 
スイッチからキーを抜いたり、運 
転席ドアを開くとイージーエント 
1」一び作動し、けびをするおそれ 
びあ0ます。 


づーシー 
ェントリー 

© 

オン 


運転席への乗り降りを容易にずるイー 
ジーエント1」一の設定びでさまず。 


► L+J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

イージーエント1」一び 
作動します。 

オフ 

イージーエント U —は 
作動しません。 


詳しくは（>76ページ）をご覧くだ 
さし、。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 


I 
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r スプレイ 


トリッゾ」ノピューター 

「トリップコンピューター」には liTF 
の項目があ0まず。 

• エンジン始動時からの情報表示 
• リセット時からの情報表示 
• 走行可能距離表示 


エンジン始動時か5の情報表示 



①エンジン始動時からの走行距離 （ km ) 
©エンジン始動時か5の経過時間 （ h ) 

@エンジン始動時からの平均速度 （ km / h ) 
® エンジン始動時からの平均燃費 （ km / I ) 

エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 

エンジン始動時からの情報は、 iU 下の 
とさに自動的に U セットされまず。 

• エンジンスイッチを0の位置にし 
てから、またはキーを抜いてから約 
4時間経過後 

• U セットから999時間経過後 
• リセットから9,999 km 走行後 


エンジン始動時か5の情報を表示さ 
せる 

► エンジン始動時からの情報が表おさ 
れるまで、 I 置^ I または In 貫 をキ甲し 
まず。 

エンジン始動時か5の情報を手動でリ 
セットずる 

エンジン始動時からの情報は手動で U 
セットすることちでさまず。 

► エンジン始動時からの情報が表おさ 
れているとさに、 U セットボタン 
(>11 6ページ）を押し続けて、表 
示を U セツトしまず。 


リセット時か5の情報表示 



①リセット時からの走行距離 （ km ) 
©リセット時からの経過時間 （ h ) 

③リセット時からの平均速度 （ km / h ) 
® U セット時からの平均燃費 （ km / I ) 

リセットしたときを起点とした情報を 
表のし乐す。 


B を邸6恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 










リセット時か5の情報を表示させる 

► ( E まにはを押して、エン 
ジン始動時からの情報を表おさせ 
ます。 

► U セット時からの情報び表示される 
まで、または^を押しまず。 

U セットずる 

► U セット時からの情報び表示され 
ているとさに、リセットボタン 
(0116 ページ）を押し続けまず。 

〇 U セット後、 U セット時からの情 
報は、9夕99時間経過後、または 
99,999 km 走行後に自動的に U セツ 
卜されます。 


走行可能距離表示 



■ 

ソウつウカノウ： 

1已0 km 

■ 


現在の燃料残量で走行可能なおよその 
距離を計算し、予測値として表示し 
ます。 


走行可能距離を表示させる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
9 〇 

► またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報を表おさせまず 
(>134ぺージ）。 

► 走行可能お離び表示されるまで、 
の またはを押しまず。 

〇表おされる走行可能お離は、現在 
までの平巧燃費と燃料残量から計算 
しに予測値でず。今後の走行状況に 
応じて大さく変動ずることびあり 
まずので、燃料計を確認して、早め 
に給油してください。 

燃料残量びかないとさは、(下のメッ 

セージび表示されまず。 


ソウつウカノウ: 

-R- km 


最寄りのガソリンスタンドで給油して 
<ださい。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


電話 _ 

携帯電話を COMAND システムに接 
続することにより、八ンズフリー通話 
がで'さまず。 

〇 COMAND システムには Bluetooth ® 
により携帯電話を接続でさまず。詳 
しくは、別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧< ださい。 

A 警告 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話を発信しないでくだ 
さし、。 

また、走行中に電話がかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けて < ださい。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないときは、八ンズフリー機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 

〇 走行中は一部の機能び使用でさな 
<なりまず。 


電話メニユーを表示させる 


► COMAND システムの電源をオンに 
し 9 〇 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続しまず。 

► またはを押して、電話 
こユーを表示させまず。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" マチウケ II と表示されまず。 

着信した電話を受ける 


デンワ 


チヤクシン... 
エイギヨウブ ... 


発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話び着信ずると上記のよ5な画面び 
表示されまず。 

► 着信呼び出し中に [ S を押しまず。 

通話を終える（電話を切る） 

► を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に [ Ml を押しまず。 

〇 上記の操作は電話画面を表示し 
ていないとさち行なうことがでさ 
ます。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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電話帳か5電話を発信ずる 


COMAND システムに登録されている 
電話帳から電話を発信でさまず。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話帳 
データを入力したり、携帯電話やメ 
モ U —力ードからデータをダウン 
□ー ドでさまず。詳しくは、別冊 
「 COMAND システム取扱説日月書」 
をご覧 < ださい。 

► ra または ra を押して、電話メ 
ニューを表おさせまず。 

► ^または^を押して、電話帳 
を呼び出します。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳のリストがスクロールしまず。 

〇 阿または^を押し続けると、 
はじめの7件目までは1件ゴっ表 
示されます。 

の または^をさらに押し続け 
ると、8件目からは五十音順まに 
はアルファベット順の先頭のデー 
夕び表示されまず。 

► [ S を押しまず。 

マルチファンクシヨンデイスフレ 
イに、 "八ッ シン…" のメッセ ー 
ジと発信した電話番号び表示され 
ます。電話帳に名前び登録されてい 
るときは、名前を表示されまず。ま 
た、発信したま号び履歴に登録され 
ます。 


〇 電話帳データに複数の電話番号 
び登録されているときは、さらに 
^または^を押して電話番号 
を選択してから、を押ずと発 
信されまず。 

〇 ステア1」ングのスイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じにとさは、待ち受け画面に戻り 
まず。 

発信履歴から電話を発信ずる 

► または ra を押して、電話メ 
ニューを表おさせまず。 

► COMAND ディスプレイに "マ チウ 
ケ" と表示されているとさに、 网 
を押しまず。 

発信履歴び表示されまず。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択しまず。 

► [ S を押しまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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オフ□-ド走行装備 


オフ□-ド走巧装備 


ク□スカントリーギア 


A 警告 

駐車するとさは、トランスファーを 
ニュートラルにしないでくださし、。 
オートマチックトランスミッション 
のセレクターレバーが HE に入つ 
ていてを、トランスファーが固定さ 
れないたが)、車が動さ出し、事故を 
起こすおそれがあります。 


A 警告 

トランスファーの操作を開始してず 
ぐのとさは、トランスファーの切り 
替えが完全に完了していません。ク 
□スカント U —ギアはニュートラル 
になり、エンジンとドライブアクス 
ルの間での動力の伝達は行なわれま 
せん。トランス S ッシヨンのギアが 
入っていてを、急な坂道では車両が 
動さ出ずおそれがあり、事故の危険 
性がありまず。 

ク□スカントリーギアの操作を行 
なったとさは、切り替えが完全に完 
了するまで待ってください。また、 

トランスファーが切り替わっている 
間は、エンジンを停止したり、オー 

トマチックトランス S ッシヨンのギ 
アを変速しないで < ださい。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に表示される関連する^ッセージに 
ちミ主意して < ださい。 


急勾配の走行や渡ミ巧時、トレーラーを 
けん引ずるとさなど、強い駆動力を必 
要とずる場をは、トランスファーを 
□ーレンジにしまず。 

□ーレンジにずると、駆動力が強<な 
り、八イレンジに比べて速度が約1/2 
になりまず。 


ク□スカントリーギアの操作 



①ギアレンジ表示 
@トランスファー表示 


ギアレンジ表示①とトランスファー表 
示③は、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに表示されまず。 


トランスファースイッチは、センター 
コンソール下部にありまず。 



トランスフ アース イッチ 


B を邸6恒冊 
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□ーレンジにずる 

P トランスファーの切り替え操作 
は下のとさにのみ行なって< だ 
さし、。 

• エンジンがかかっている 

• セレクターレバーが CE に入っ 
ている 

• 約 40 km / haU 下で走行している 

トランスファーを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

► トランスフ ァース イツチの" LOW " 
を押します。 

トランスファーの切り替えが完了ず 
ると、マルチファンクシヨンディス 
プレイのトランスファー表示®に 
" L " と表示されまず。 

► セレクターレノ く一を roi に入れまず。 

A イレンジにずる 

P トランスファーの切り替え操作 
は 1；( 下のとさにのみ行なって< だ 
さし、。 

• エンジンがかかっている 

• セレクターレバーが CE に入っ 
ている 

• 約 70 km / hUrF で走行している 

トランスファーを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

► トランスファースイツチの" hHGH " 
を押します。 

トランスファーの切り替えが完了ず 
ると、マルチファンクシヨンディス 
プレイのトランスファー表示®に 
" H " と表示されまず。 


トランスファーの切り替えが完了し 
ていないときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに liTF の ッセージが 
表示されます。 

• II トランスファケ -； ソシフトシ''ヨウケンつシ '' ュウ アン" 

ク□スカント U — ギアのシフト条件 
を1つ政上満たしていない 

• II トラ：のァケ-スこ:!-トラ) レ" 

トランスファーの切り替え操作が 
中断され、ク□スカント U —ギア 
がこュートラルになっている。マ 
ルチファンクシヨンディスプレイ 
のトランスファー表示®に" N " と 
表おされる 

• II トランスファケソシ7トア□巧チュウ ダン" 

トランスファーの切り替え操作が中 
断された 

► 再度トランスファーの切り替え操作 
を行ないまず。 

ク□スカントリーギアのシフト条件 
をずベて満たしていることを確認し 
て < ださい。 

• II トラ：のァケ-ス ] ウシ''ヨウテ'' テン ケン" 

トランスファーに異常がある 

► ク□スカントリーギアの切り替え操 
作を行なわないで < ださい。 

► ずみやかにルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さぃ。 

トランスファーをニュートラルにずる 

けん引されるとさなどは、駆動装置の 
損傷を避けるため、トランスファーを 
ニュートラルにしまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 
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►パーキングブレーキを確実に効かせ 
まず。 

► ブレーキ ペダルを 踏みまず。 

►セレクターレバーを CE に入れ 
ます。 

► □ーレンジのとさにトランスファー 
スイッチの " LOW " を約30秒間押 
し続けまず。 

または 

► 八イレンジのとさにトランスファー 
スイッチの" LOW " または "川 GH " 
を約30秒間押し続けまず。 

トランスファーの切り替えが完了ず 
ると、マルチファンクシヨンディス 
プレイのトランスファー表示⑤に 
" N " と表示されまず。 

〇 トランスファーがこュートラル 
でパーキングブレーキが解除され 
ているとさに運転席ドアを開 < と、 
マルチファンクシヨンディスプレ 
イに" トランス7ァケ-スこュ-トラ) レ"と表示 
され、警告音が鳴0まず。 

ニュートラルを解除ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
まず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
まず。 

► ブレーキ ペダルを 踏みまず。 

►セレクターレバーを CE に入れ 
ます。 

► トランスファースイッチの" 川 GH " 
または " LOW " を約3日秒間押し続 
けまず。 


トランスファーが接続されまず。卜 
ランスファーの切り替えが完了ずる 
と、マルチファンクシヨンディスプ 
レイのトランスファー表示®に" H " 
または" L " と表示されまず。 


デイファレンシャル□ツク _ 

デイファレンシャル□ツクは、セン 
ターデフ、 U アデフ、フ□ントデフ 
を□ツクずることにより、空転した 
車輪政がの車輪に駆動力を伝える機 
能です。 

Li (下のとさにスイツチを操作して、 
デイファレンシャル□ツクをオンにし 
て < ださい。 

• 岩石路や脱輪時など、片輪が苗に浮 
さ、走行^でさな<なったとさ 

• 片輪が雪上にあり、他の車輪がアス 
ファルト上にあるなどで脱出でさな 
<なったとさ 

Q トランスファーケースの損傷を避 
けるため、車をシャシーダイナモ上 
で動かずとさは、必ず一軸シャシー 
ダイナモのみを使用し、し U 下の事項 
を守って < ださい。 

• 駆動アクスルし U 外を持ち上げる 
または 

• プ□ペラシャフトを外ず 
さらに 

• センターデイファレンシャル 
□ツクをオンにずる 

トランスファーケースを損傷ずるお 
それびありまず。 
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• 緊急時の脱出政がは、雪道や凍結 
路でデイファレンシャル□ックを 
使用しないで<ださい。またデイ 
ファレンシャル□ックをオンにし 
たとさは、急発進をしないでくだ 
さい。車の向さが急に変わ0事故 
を起こすおそれがあ0まず。 

• デイファレンシャル□ックをオン 
にしたまま舗装道路や固い路面を 
走行しないで<ださい。差動機構 
が□ックされて左ち輪が等速で回 
転するため、旋回時でち直進しよ 
ラとする力が強く作用し、急激に 
直進状態に戻ることがあり、事故 
を起こすおそれびあ0ます。 

• コーナ U ング中にデイファレン 
シャル□ックの操作を行なわない 
でください。車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれがあり 
まず。 

• デイファレンシャル□ックをオン 
にずると、 ABS 、4 ETS 、 ESP 愈、 
BAS の機能が解除されます。 


作動表示灯（赤色） 

フ□ントアクスルデイファレン 
シャル□ックスイッチ 

センターデイファレンシャル□ッ 
クスイッチ 

リアアクスルデイファレンシャル 
□ックスイッチ 

表示打（黄色） 

〇デイファレンシャル□ツクはじ(下 
のとさにのみオンにして < ださし、。 


〇デイファレンシャル□ックは票急 
時の脱出などに使用した後はただち 
に解除してください。駆動装置を損 
傷するおそれびあ0まず。 


• 歩<程度の速度で走行している 
とを 

• 車輪び空転していないとを 

• 舗装道路や固い路面を走行し 
ていないとさ 

〇 デイファレンシャル□ックは、セ 
ンター- - u アアクスルーフ□ントア 
クスルの順序でのみ、オンにずるこ 
とびでさまず。 


デイファレンシャル□ックをオン 
么警告 にずる_ 


① 

③ 

③ 

④ 

⑤ 
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オフ□—ド走巧装備 


センターディファレンシャル□ックを 
オンにずる 

► センターディファレンシャル□ック 
スイッチ③を押しまず。 

スイッチ③下側の黄色の表示口®が 
点の' しまず。 

ESP ® オフ表示灯曲が点口し 
ます。 

ディファレンシャル□ックがオンに 
なると、スイッチ③上側の赤色の作 
動表示口①が点口しまず。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イに " ABS シヨのカノウ日ックサレテイの DIF ¬ 
FERENTIAL LOCK " と表示され 
ます。 

ESP ® オフ表示灯屈3、 ESP ® 表 
示灯 m 、 ABS 警告灯 rei が点 
口します。 

センターディファレンシャル□ック 
が機械的に作動しまず。 

4 ETS、ESP 愈、 BAS、ABS の機能 
が解除されまず。 

ディファレンシャル□ックをオンにし 
ているときは、車両のステアリング操 
作が制限されまず。十分にミ主意して走 
行してください。また、加速ずるとき 
は、アクセルペダルをゆっくり踏んで 
<ださい。 

〇 スイッチを押してから機械的に作 
動するまでは、若干の時間と多かの 
走行距離が必要な場合がありまず。 


〇 センターデイファレンシャル□ッ 
クをオンにずると、 U アアクスル 
デイファレンシャル□ック④をオン 
にできまず。また、 U アアクスルデイ 
ファレンシャル□ック④をオンにず 
ると、フ□ントアクスルデイファレ 
ンシャル□ック©をオンにずること 
がで'さまず。 

リアアクスルデイファレンシャル□ッ 
クをオンにずる 

► リアアクスルデイファレンシャル 
□ックスイッチ④を押しまず。 

最初にスイッチ下側の黄色の表示灯 
が点灯し、その後スイッチ上側の赤 
色の作動表示灯①が点口しまず。 

リアアクスルデイファレンシャル 
□ックが機械的に作動しまず。 

フ□ントアクスルデイファレンシャル 
□ックをオンにずる 

► フ□ントアクスルデイファレンシャ 
ル□ックスイッチ®を押しまず。 

最初にスイッチ下側の黄色の表示灯 
が点灯し、その後スイッチ上側の赤 
色の作動表示灯①が点口しまず。 

フ□ントアクスルデイファレンシャ 
ル□ックが機械的に作動しまず。 

デイファレンシャル□ックを解除ずる 

デイファレンシャル□ツクは、フ□ン 
トアクスル-^リアアクスル-^センター 
の順序で解除ずることがでさまず。 
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〇 U アアクスルディファレンシャル 
□ックを解除ずると、フ□ントアク 
スルディファレンシャル□ックび自 
動的に解除されまず。 

〇 センターディファレンシャル□ッ 
クを解除すると、すべてのディファ 
レンシャル□ックび自動的に解除さ 
れます。 

ずべてのディファレンシャル□ックを 
解除ずる 

► センターディファレンシャル□ック 
スイッチ③を押しまず。 

スイッチ下側の表示灯び消灯しまず。 
ディファレンシャル□ックび機械的 
に解除されると、スイッチ上側の作 
動表示灯①び消灯しまず。 

通常の走行状況では、約3秒後に 
ABS 、4 ETS , ESP®、BAS び待機 
状態になりまず。 

マルチファンクシヨンディスフレ 
イの " ABS シヨウ刘ノウ□ックサレテイ巧 DIF ¬ 
FERENTIAL LOCK " の表示び消え、 
ESP ⑩オフ表示灯屈:]、 ABS 警告 
灯 rei ' ESP ⑩表示灯び消灯 
します。 

赤色の作動表示灯①び消灯しないとさ 
は、ディファレンシャル□ックび解除 
されていません。 

► 路面と天候の状態に合わせて走行し 
て < ださい。 

► 走行しなびら、ステア U ング操作を 
ゆっくり行なってください。 

しばら<走行ずると、作動表示灯び 
消灯し、デイファレンシャル□ック 
び解除されまず。 


〇デイファレンシャル□ックを解除 
してを作動表示灯び消灯しないと 
きは、ステア U ングを大きくまわさ 
ないで< ださい。駆動装置を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇 スイッチを押してから機械的に解 
除されるまでは、若干の時間とを 
かの走行距離び必要な場合びあり 
ます。 

デイファレンシャル□ックの使いかた 


前輪の片側び空転しているとを 



センターデイファレンシャル□ツクを 
オンにしまず。 


後側の2輪に駆動力び伝わりまず。 
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後輪の片側び空転しているとを 


广 



センターデイファレンシャル□ックと 
U アアクスルデイファレンシャル□ッ 
クをオンにしまず。空転していない 
イ也の3輪（前側の2輪と後輪の片輪） 
に駆動力び伝わりまず。 

前後輪の片測び空転しているとを 



すべてのデイファレンシャル□ック 
(センターデイファレンシャル□ック、 
U アアクスルデイファレンシャル□ッ 
ク、フ□ントアクスルデイファレン 
シャル□ック）をオンにしまず。 



クルーズコント□ールを設定ずること 
により、アクセルペダルを踏まなくて 
を、設定速度を自動的に維持して走行 
でさまず。 


クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用ずることを 
想定しにをのです。市街地では使用し 
ないで < ださい。 

設定でさる速度は 30 km / h 1；■(上でず。 

A 警告 

路面び滑りやずいとさは、急激なェ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス1」ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびありまず。 


A 警告 

車の走行ま度や先行車との車間距離 
の確ななど、クルーズコント□ール 
使用時のま全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びあります。 
クルーズコント□ールを使用してい 
るとをは、運転者は常に道路状況に 
注意を仏ってください。 


空転していない他の2輪（前輪の片側 
と後輪の片側）に駆動力び伝わ0まず。 


&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 
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A 警告 

し:^下のよラな場をはクルーズコント 

□ールを使用しないで < ださい。 

• 一定の走行速度を維持でさない道 
路•交通状況の場を（交通量が多い 
場合やカーブが連続している場 
を）。事故を起こすおそれがあり 
ます。 

• 路面が滑りやすい場合。ブレーキ 
や加速により駆動輪がグリップを 
失い、車がスリップするおそれが 
あ0まず。 

• 霧や激しい雨、雪などで視界が確 
保でさなし''場合。 

P 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

P マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表おごれ 
たときは0246ページ）をご覧く 
ださい。 

P 急な上り坂では速度を維持ずるた 
めにシフトダウンずることびあり 
ますび、設定した速度を維持でさ 
ないときはアクセルペダルを踏んで 
加速してください。 

P 急な下0おや重い荷物を積んでい 
るときなどは、走行速度を維持ずる 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むひ、 
テイップシフトでほいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強< して、減速して<ださい。 


〇 クルーズコント□ールの設定速度 
と、スピードメーターおよびマルチ 
フアンクシヨンデイスプレイの速度 
表示には、若干の誤差び生じること 
びありまず。 


クルーズコント□-ルを設定ずる 



①現在の走行速度に設定ずる/設定ま度 


を上げる 
⑤表示な 

⑤記憶されている設定ま度に設定ずる/ 
現在の走行速度に設定する 

④ 現在の走行速度に設定ずる/設定ま 
度を下げる 

⑤ クルーズコント□ールと可をスピード 
1」 云ッターを 切り替える 

® クルーズコント□ールを辭除する 

クルーズコント □ー ルは、可変ス ピー 
ドリミッター（[>147ぺージ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 
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► 表示口③が消灯していることを確認 
します。 

表示口が点灯しているとさは、レ 
ノ（一を感の方向に押しまず。 

表示灯が消口しまず。 

クルーズコント□—ルは、約 30 km/h 
m 上の速度で走行しているとさに設定 
でさまず。 

►希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 

►希望の速度に達したとさに、レバー 
を①か④の方向に操作しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを⑤の方向に操作しまず。 

• 設定速度が記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されます。 

• 設定速度が記憶されていないと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

自動的に設定速度を維持しながら 
走行^します 0 

A 警告 

記憶されている設定速度に設定すると 
さは、周囲が安全な状況であることを 
確認して<ださい。走行中の速度と設 
定速度に大さな差があると、急加速ま 
たは減速することにより、事故を起 
こすおそれがあります。 


〇 上り坂などを走行ずるときは、設 
定した速度を維持でさないことがあ 
りまずが、路面が平坦になると、設 
定した速度に戻りまず。 

〇 クルーズコント□ールの設定速度 
は記憶されまず。ただし、エンジン 
スイッチを一度0か1の位置にずる 
と、記憶された速度は消去されまず。 

Oii (下のとさはクルーズコント 
□ールを設定でさません。このと 
さは、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに "--- km / h " が数秒間 
点滅しまず。 

• 走行速度が約 30 km / hiU 下のとき 

• ESP ® の機能が解除されている 
とさ 

設定速度を変更ずる 


設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に上げ続けまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
まず。 

〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるときは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放ずと、元の設定速 
度に戻りまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に下げ続けまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 
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〇 レバーを④の方向に下げて減速し 
ているとさに、シフトダウンずるこ 
とびありまず。 

クルーズ コント □ー ルを解除ずる 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 
まには 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

または 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レバーの表示灯び点灯して、可変ス 
ピード U 云ッターの操作びでさる状 
態にな0まず。 

し U 下のとさを、クルーズコント□ール 
は解除されまず。 

• 走行速度び約 30km/hLU 下になっ 
たとさ 

• ESP ® び作動したときや ESP ® の機 
能を解除したとさ 

• わ レクターレバーを rm に入れた- 
とさ 

このとをは確認音び鳴り、マルチファ 
ンクションディスプレイに "クル-： r ] 外 
□-)レ オフ" と表示されまず。 

また、パーキングブレーキを効かせた 
とさをクルーズコント□ールは解除さ 
れます。 

A 警告 

走行中はシフトポジションを m に 
しないで<ださい。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こした 
り、トランスミッションを損傷ずる 
おそれびあります。 


可変 スピー ドリミッタ~ _ 

可変スピード U ミ ッ ターを設定ずるこ 
とにより、アクセルペダルを踏んで 
ち、設定連度を超えないよ5に走行で 
をます。 

設定できる速度は 30km/h から 
210 km/h までの間でず。 

〇 トランスファーび□ーレンジに 
なっているとさは、設定でさる速度 
の上限び 100 km/h になりまず。 

* 上記は車両の機能の説巧でず。公道を走行する際 
は、おず法定速度や制限ま度を遵守してください。 

※車種や仕様によ D, 設定でさるま度び異なる場合 
びあります。 

A 警告 

走行しているとさは、輕くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないで<ださい。ブレー 
キシステムが過熱して制動距離が長 
<なった0、ブレーキが効かな<な 
るおそれがあります。 


A 警告 

路面が滑りやずいとをは、急激なェ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪がスリップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすお 
それがあ0まず。 


A 警告 

走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピード US ッター使用 
時の安全確保や危険回避については、 
運転者に全責任があります。 


B を邸〇恒掛 
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y マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに巧変スピードリミッターに関ず 
る故障/警告><ッセージが表示さ 
れたときは（[>246ページ）をご覧 
<ださい。 

P 急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとをなどは、走行速度を維持ずる 
にめに自動的にブレーキを効ひせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
テイップシフトでほいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

〇 可変スピード U S ッターの設定速 
度と、スピードメーターおよびマル 
チフアンクシヨンデイスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびありまず。 


可変スピードリ吉ッターを設定ずる 



①現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 


に設定する/設定速度を上げる 
⑤表示な 

⑤記憶されている設定速度に設定する/ 
現在の走行ま度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定する 

④ 現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定ずる/設定ま度を下げる 

⑤ 可変 スピー ドリ 云ッターとクルーズコ 
ント□ールを切り替える 

® 可変スピード U 吉ッターを解除する 

巧変スピードリミッターは、クルーズ 
コント□—ル （0144 ぺージ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示灯⑤び点灯していることを確 
言忍します。 

表示灯び消灯しているとさは、レ 
ノ（一を⑤の方向に押しまず。 


B を邸6恒冊 


表示灯が点灯しまず。 
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A 警告 

運転を交代するとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード US ッター 
の機能と設定速度を伝えてくださし、。 
可変スピード US ッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでを速度が上がらず、事故を 
起こずおそれがあります。 

可変スピード U S ッターは設定速度 
し U 上に加速する必要のないとさに使 
用して < ださい。 

可変スピード US ッターを設定し 
ているときは、下の操作を行なつ 
たとさにのみ、設定速度似上の速度 
にすることがでさます。 

• レバーを操作ずる 
• アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンさせる 

プレーキ操作により、可変スピード 
US ッターを解除することはでさま 
せん。 

► レバーを①または④の方向に操作し 
まず。 

• 走行速度が約 30km/hau 上のと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 

• 走行速度が約 SOkm/hLi (下のと 
きは、 30krn/h に設定されまず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

• 記憶されている前回の設定速度 
に設定されます。 


• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / h 政上の 
とさは、そのとさの走行速度に 
設定されます。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hiU 下の 
ときは、 30 km / h に設定されまず。 


化ット 

60 km/h — 


設定した制限速度びマルチファンクションデイ 
スプレイに表示された例 

( 1 ) 設定娃度 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に設定速度③が表示されまず。 




設定した走行情報表示に移動し、表おされた例 
® 設定速度 

設定速度の表示は、数秒後に走行情 
報表示に移動しまず。 


I 
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A 警告 

巧変スピード US ッターを設定する 
ときは、周囲の安全、特に後方の車な 
どにま意しなが5操作してください。 
記憶されている前回の設定速度が走 
行速度より低いとさは、前回の設定 
速度に設定すると、アクセルペダル 
を踏んでいてを車は減速します。 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ます。 

設定速度を変更ずる 


設定速度を上ばる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 
10 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り上 
がり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度が上がりまず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


設定速度を下ばる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

1 Okm/h 単位で設定速度が下がり 
cK g 〇 

1 km/h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り下 
がり、その後1 Okm/h 単位で設定 
速度が下がりまず。 

► 希望する速度になったら手を放し 
c^' 9 〇 

手を放したとさの速度に設定され 
まず。 

可変スピードリ S ッターを解除ずる 

► レバーを®の方向に押しまず。 
または 

► レバーを感の方向に押しまず。 

レバーの 表示灯が消灯して、 クルー 
ズコント□ールが操作でさる状態に 
なりまず。 

A 警告 

ブレーキ操作により、可変スピード 
リミッターを解除することはできま 
せん。 
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m 下のとさち、可変スピードリミッ 
ターは解除されまず。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは確認音が鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
• UU 上低い速度までは、キックダウン 
してち 解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 


パークト□ニック 


A 警告 

パークト□ニックは運転者を支援す 
るシステムです。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。 


A 警告 

車の周进に人や動物がいないことを 
確認してください。 

U アノ（ンノ（一にあるセンサーで障害物 
などを感知し、車と障害物とのおよそ 
の距離を、インジケーターと警告音で 
運転者に知らせまず。 

パークト□ニックは、超音波センサー 
による電モ式駐車補助システムでず。 
車両後部と障害物との距離を視覚的、 
聴覚的に示しまず。 


パークト□こツクは、エンジンスイツ 
チが2の位置で、セレクターレバーが 
EE に入っているときに自動的に作 
動します。 

U アノ（ンノ（一の4個のセンサーが障害 
物などを感知しまず。 


パークト□ニックセンヴー 



①センサー 


P センサーに泥や氷、雨、水しぶさ 
などが付着した状態のとさは、パー 
クト□ニックが正常に作動しないこ 
とがありまず。このとさは、パーク 
卜□ニックを作動させたとさに警告 
音が鳴り続けることがありまず。 

B センサーに傷や損傷をちえないよ 
ラにミ主意して、定期的に清掃して< 
ださい（[>229ページ）。 
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センサーの感知節囲 



側ちから見た感知範囲 


m 


上ちから見た感知範囲 



センサー感知節囲 

中央 

約1 50 cm 〜 30 cm 

コーナー 

約100 cm 〜 30 cm 


H センサーは、約 SOcrraU 内にある 
障害物は感知でさません。 

Q センサーの周辺にアクセヴ U —な 
どを取0付けないで<ださい。パー 
クト□ニックが正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
がありまず。 

〇針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分ミ主意して< 
ださい。これらが至近距離にあると 
き、状況によっては、センサーがこ 
れらを感知せず、車や物を損傷ずる 
おそれがあ0まず 

〇センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあ0 
ます。 

〇スペアタイヤ カバーは U アバン 
パーより後ろに位置しているにめ、 
パークト□ニックび知らせる距離よ 
りを、実際の障害物との距離び短く 
なりまず。十分ま意してください。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正常に作動しないこ 
とびありまず。 

〇温度や湿度び高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 

〇路面び平坦でないとさは、パーク 
卜□ニックは正苗に作動しないこと 
びありまず。 
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インジケーター 



インジケーター①③は テールゲー トの 
ち側上部にあ0まず。 


インジケーター①には、黄色インジ 
ケーターび4個、赤色インジケーター 
び2個ありまず。 

パークト□ニックび作動ずると、警告 
音び1回鳴り、インジケーター①③び 
一瞬点灯します。 

A °— クト□ニックの作動 

感知節囲に障害物び入つたとき 

黄色インジケーターび]個点灯し 
ます。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
灯ずるインジケーターの数び増えてい 
さまず。 

• 4個目の黄色インジケーターび点 
灯すると、警告音び断続的に鳴り 
ます。 


障害物との距離び近くなったとを 

• 黄色インジケーターに加えて1個 
目の赤色インジケーターび点灯し、 
警告音の間隔び短くなりまず。 

• 最短感知距離（約 20 cm ) になる 
と、上記のインジケーターに加えて 
2個目のホ色インジケーターび点灯 
し、警告音び連続的に鳴りまず。 
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パーク ト □ニックの トラブル 


トラブル 


車び後退しているとき 
に警告音び鳴る。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト □ニック センサーを清掃して<ださい（1>229ページ）。 

►再度、エンジンスイッチを2の位置にして < ださい。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び解除されている。 

► 場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください（1>1日3ペー 
ジ)。 

車び後退しているとさパークト□ニックの故障により、機能び停止している。 

に警告音び鳴る。また^すみやかに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でパークト□ニックの 
は、セレクターレバー 点検を受けて<ださい。 

を m に入れたと 
をに警告音び鳴らず、 

パークト□ニックの 
インジケーターを点 
なしない。 
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エアコンデイシヨナー 



エアコンディショナーは、設定温度や 
列気温度、日射の強さなどに応じて、 
送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちまず。 

A 警告 

エアコンディショナーの設定は、し U 
降の説明に従って正し<行なって< 
ださし 、。ウインドウが曇って事故を 
起こずおそれがありまず。 


9環境 

• エアコンディショナーの冷媒には、 
新;令媒 R 134 a を使用していまず。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ン 
ガスを大気放出することはま律で 
禁止されています。また、すべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
が適切に処理されるよラ語めなけ 
ればな0まはん。 

• エアコンディショナーの;令媒の補 
充、交換、廃棄などは、おずメル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


〇 外気温度び高いとさは、エアコン 
ディショナーを作動させる前に換気 
をしてください。 U モコン操作で車 
外からドアウインドウとスライディ 
ングルーフを開くことびでさまず 
(>102 ページ)。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されまず。 

〇 ドアウインドウやスライデイング 
ルーフび開いていると、設定温度を 
維持ずることびでさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンディショナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンデイシ ョナー のフイル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フィルター類び目ゴまりを起こし 
ていると送風量び減かしまず。 
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名称 

① 

送風量調整ダイヤル 

⑤ 

送風温度調整ダイヤル（左側） 

⑤ 

送風温度調整ダイヤル（ち側） 

④ 

送風□選択ダイヤル 

⑤ 

U アデフォッガースイッチ 


AC スイッチ 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨ 
ンスイッチ 

③ 

AUTO スイッチ 

④ 

巧気循環スイッチ 

感 

デフ□スタースイッチ 


&エアコンディシヨナーのスイッチ類の絵 
柄などは、イラストと異なる場合びあり 
ます。 


通常の使いかた _ 

エアコンデイシヨナーを作動させる 

► 送風量調整ダイヤル®び0の位置 
でエアコンデイシヨナーび停止し 
ているとさに、送風量調整ダイヤル 
のを0じ(外の位置にしまず。 

まには 

► AUTO スイッチ因巧を押しまず。 

エアコンデイシヨナーび停止前の設 
定で作動しまず。 

〇 エンジンの始動直後は、設定にか 
かわらず、約30秒間足元にを送風 
されまず。 

エアコンデイシヨナーを停止ずる 

► 送風量調整ダイヤルのを0の位置 
にしまず。 

エアコンデイシヨナーび停止しまず。 


コント□ールパネル 





















エアコンデイシヨナー 


〇 エアコンデイシヨナーが 停止し 
ているとさは、送風や内気循環ち停 
止します。ドアウインドウやスライ 
デイ ングルーフが閉じているとさ 
は、 エアコンデイシヨナーの 停止は 
一時的にとどめて<ださい。ウイン 
ドウが曇りやずくなりまず。 

〇 送風量調整ダイヤルが 日の 位置で 
エアコン デイシヨナーが作動して い 
るとさは、送風量調整ダイヤルを一 
度 日 iu がの 位置にしてから、再度 
日の 位置にずると エアコン デイシヨ 
ナーは停止しまず。 


AC モード 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
が送風されまず。 

AUTO モードでエアコンデイシヨナー 
を作動させたときは、自動的に AC モー 
ドになりまず。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチじ图を押しまず。 

AC スイッチの表示口が消灯し、除 
湿/冷房されていない空気が送風 
されます。 

AC モードに設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ [ W ] を押します。 

AC スイツチの表示口が点口し 
ます。 


A 警告 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフが閉じているとさに AC モード 
を解除すると、ウインドウが曇りやす 
くなり、事故を起こずおそれがあり 
ます。 

9 環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費が向上します。 

〇 除湿/冷房された空気は、エンジ 
ンがかかっているとさに送風され 
^ 〇 

〇 デフ□スターモード（[>159ペー 
ジ）を解除したときは、自動的に 
AC モードにな0まず。 

Oac モードを解除してを、しばらく 
は除湿/を房された空気び送風さ 
れることびありまず。 

AC モードのトラブル 

AC スイッチを押してを、スイッ 
チの表示灯び点灯しなかった0、点 
滅ずるとさは、故障のため AC モー 
ドび解除されていまず。 除湿/冷房 
された空気を送風ずることはでをま 
せん。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に連絡してくださし、。 
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AUTO モード 


エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ因巧を押しまず。 

AUTO スイッチ l »» To | と AC スイッ 
チ [ W \ の表示灯び点灯しまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよ5になりまず。 

〇 エアコンディショナーを AUTO 
モードで作動させると、自動的に 
AC モード0157ぺージ）に設定 
されます。 

AUTO モードを解除ずる 

► エアコンディショナーび AUTO モー 
ドで作動しているとさに、 AUTO ス 
イッチ匹巧を押しまず。 

AUTO スイッチ匹を]の表示灯び消 
灯し、 AUTO モードび解除されまず。 

送風量の調整や送風□の選択を手動 
で行なラことびできまず。 


送風ミ忌度の調整 _ 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整ダイヤル⑤⑤を時計 
回りにまわしまず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤル⑤⑤を反時 
計回りにまわしまず。 

〇 送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 


〇 ドアウインドウやスライデイング 
ルーフび開いていると、設定温度を 
維持でをません。 

〇 左ちの U ア中央送風□からの送風 
温度は、フ□ントの左ちの送風温度 
の設定に連動しまず。 

〇 いずれかの側の送風温度をいつ 
ぱいまで上げにとさ、まには下げに 
とさに、をラー方の側の送風温度ち 
上びる、または下びることびあり 
9 〇 


送風□の選択 _ 

► エアコンデイシヨナーび AUTO モー 
ドで作動しているときは、 AUTO ス 
イッチ匹巧を押して AUTO モード 
を解除します。 


► 送風□選択ダイヤル④をまわして、 
巧みの送風□マークに合わせまず。 


細 □ 

マーク 

主に送風される送風 □ 

四 

フ□ントウインドウ送風 
□、フ□ントドアウイン 
ドウ送風 □ 

画 

ずべての送風口 

囚 

フ□ント足元送風口 、 U 
ァ足元送風 □ 

回 

中央送風口、サイド送風 
口、 U ァ中央送風口 


〇 ダイヤルをマークの中間に合わせ 
ると、組み合わせた送風□から送 
風ずることびできまず。 


〇 選択した送風 aii (外の送風□から 
を、微量の送風び行なわれることび 
ありまず。 
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エアコンデイシヨナー 


送風量の調壁 _ 

送風量を手動で調整することびでさ 
ます。 

► エアコンデイシヨナーび AUTO モー 
ドで作動しているときは、 AUTO ス 
イッチ应巧を押して AUTO モード 
を解除します。 

送風量を上げる 

► 送風量調整ダイヤル®を時計回り 
にまねしまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整ダイヤルのを反時計回 
りにまわしまず。 


デフ□スターモード 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るとさに使 
用します。 

©曇りび 取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

〇 デフ□スターモードに設定してし、 
るとさは、エアコンディシヨナーの 
イ也の設定はでさません。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチを押し 
ます。 

デフ□スタースイッチ [ W ] の表示 
口が点口しまず。 

エアコンディシヨナーが liTF の内容 
で作動します。 

• AC モードによる除湿/冷房が解 
除されます。 


• エアコンデイシ ヨナーの 送風量 
が上が0まず。 

• エアコンデイシ ヨナーの 送風温 
度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風口とフ 
□ントドアウインドウ送風口を 
中むに送風されまず。 

• 内気循環モードが解除されまず。 

デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ 
を押します。 

デフ□スタースイッチの表示 
灯が消灯しまず。 

デフ□スターモードに設定ずる前の 
内容でエアコンデイシヨナーが作動 
しま"§。 

ただし、デフ□スターモードに設 
定ずる前に AC モードを解除してし^ 
たとさは AC モードに、内気循環 
モードにしていたとさは外気導入 
モードになりまず。 

または 

► AUTO スイッチ匹巧を押しまず。 

AUTO スイッチ匹巧の表示口が点 
灯し、デフ□スタースイッチ 
の表示口が消口しまず。 

エアコンデイシヨ ナーが AUTO モー 
ドで作動しまず。 
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フ□ントウインドウの夕1•側び量るとを 

► ワイパーを作動させまず。 

► 中央送風□を閉じまず。 

► AUTO モードを解除しているとさ 
は、送風□選択ダイヤルをまわして、 
CZ ] または ra の送風□マークに 
合わせます。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 


U アデフオッガー 


A 警告 

ウインドウに雪や氷び付着している 
とさは、運転前にそれ!5を取 D 除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こすおそれびあ0ます。 

U アウインドウの曇りを取るときに 
使用します。消費電力び大さいため、 
曇りび取れたら早めに停止してくだ 
ごい。 U アデフォッガーは、使用を開 
始してから数分後に自動的に停止し 
ます。 

バッテ U —の電圧びほ下したときは、 
1」アデフォッガーは停止しまず。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► U アデフォッ 方ースイ ツチ rwi を 
押します。 

1 」アデフオツガースイツチ rwi の 
表示灯び点灯しまず。 


リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
剛 を押します。 

U アデフォッガースイツチ rwi の 
表示灯び消灯しまず。 

〇 外気温度びほいとをは、車内び暖 
まるまでは U アデフォッガーび作動 
しないことびありまず。 

U アデフォッガーのトラブル 

U アデフォッガースイッチ [ M ] の表 
示灯び点滅しているとさは、バッテ 
1」一の電圧びほ下していまず。1」アデ 
フォッガーは短時間で停止したり、使 
用でさな < なりまず。 

►読書灯やルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、 U アデフォッ 
ガーは自動的 I こ作動しまず。 


内気循環モード 

トンネル巧など、空気びミちれた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

A 警告 

外気温度び低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は一時的にとどめてくだ 
さい。ウインドウび曇 D やずくな0、 
視界び損なわれ、交通状況を巧握す 
ることびでさずに事故の原因になり 
まず。 
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エアコンデイシ ヨナー 


内気循環モードに設定ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► 内気循環スイッチ^を押しまず。 

内気循環スイッチ^の表示灯び 
点灯します。 

0 外気温度が非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わ 
ることがありまずが、このとさは 
内気循環スイッチ^の表示灯は 
点口しません。 

約3日分経過ずると、一定の割合で 
が気導入をはじめまず。 


内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経過ずると下のよ5に自 
動的に外気導入を始めまず。 


列気温度が約 5° CiU 下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除してい 
るとさ 

約5分後 

列気温度が約 5° CiU 上 
のとさ 

約30分後 


内気循環モードを解除ずる 
(が気導入モードにずる） 


►再度、内気循環スイッチ^を押 
します。 

内気循環スイッチ^の表示灯が 
消灯しまず。 

〇 内気循環モードのときに 、 AUTO 
モードやデフ□スターモードにずる 
か、 AC モードを解除ずると、外気 
導入モードになりまず。 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 

エンジン停止後に車内を暖房した0、 
車巧に外気を導入して換気を行な5と 
さに使用しまず。 

エンジンスイッチび0か1の位置の 
とき、またはキーび巧いてあるときに 
使用でをまず。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。 

〇 かない送風量で一定に保たれまず。 

を熱ヒー ター •ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► を熱ヒーター.ベンチ レーシヨ ンス 
イッチを押しまず。 

ま熱ヒーター.ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ^の表示灯び点灯しまず。 

► 送風温度調整ダイヤル③③で送風温 
度を設定します。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、を熱 ヒーター •ベンチ レー シヨ 
ンスイッチを押しまず。 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ^の表示灯び消灯しまず。 

〇 じ(下のとさは、ホ熱ヒーター■ベ 
ンチレーシヨンは自動的に停止し 
9 〇 

• 使用を開始してから約30分経 
過したとさ 

• エンジンスイッチを2の位置に 
したとさ 

• バッテ U —の電圧びほ下したとを 

• エンジン冷却水の温度びほ下し 
たとさ 
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A 警告 

送風温度を高故に設定してあるとき 
は、送風口が過熱して高温になり、 
火傷をずるおそれがありまず。また、 
暖気が送風されていると量は、送風 
口に身体を近付けたままにしている 
と低温火傷のおそれがありまず。十 
分にま意してください。 

送風温度を低故に設定してあるとき 
に送風□に身体をお付けると、しも 
やけなどを起こすおそれがあります 
ので十分にミ主意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けすぎないよラにミ主意してください。 

車がの空気を車内に取り入れるため 

に、下の点にミ主意して<ださい。 

• ボンネットの吸気口が、氷や雪、葉 
などで覆われていないこと 

• 車内の送風口や吸排気口が覆われ 
ていないこと 

〇 送風効率を上げるため、各送風口 
の向さが中央になるよラに調整して 
<ださい。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止ずるま 
でまわしてち、送風口を完全に閉じ 
ることはでさません。 


中央送風□の開閉 



①中央ち風 □ (左側） 

③中央ち風 □ (ち側） 

③ ち風口開閉ダイヤル（ち側） 

④ ち風口開閉ダイヤル（左側） 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル③④をち側にま 
わします。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル③④を左側にま 
わしまず。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
左側にまわずと、送風□び閉じまず。 
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エアコンデイシヨナー 


サイド送風 □ /フ□ントドアウイン 
ドウ送風□の開閉 



①フ□ントドアウインドウ送風口 
③サイド送風口 
③送風口開閉ダイヤル 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル③をち側にまわ 
します。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル③を左側にまわ 
します。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
左側にまねずと、送風□び閉じまず。 


U ア中巧送風□①開閉 



①を風□開閉ダイヤル 
③ U ア中央ち風 □ 


センターコンソール後端部に U ア中央 
送風□③びありまず。 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル①を上方にまわ 
します。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル①を下方にまわ 
します。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
下方にまわずと、送風□び閉じまず。 

Q リア足元送風口がフ□ントシート 
の下にありまず。荷物などで送風口 
をふさがないで<ださい。 

送風□の風向さ調整 


風向きを調整ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動か 
します。 
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スライデイングルーフ 


r ングルーフ 


A 警告 

スライディングルーフを開閉すると 
量は、身体や物が挟まれないよラに 
ミ主意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチから手を放してくだ 
さい。スライディングルーフを自動 
で開いているとさは、スイッチをい 
ずれかの方向に操作して、スライデイ 
ングルーフを停止させてください。 


A 警告 

子供が車内からスライ デイングルー 
フを開閉すると、けがをずるおそれ 
があります。子供だけを残して車か 
ら離れないでください。短時間でち)、 
車から離れるときは、キーを携帯し 
て < ださい。 


A 警告 

スライディングルーフのガラスは事 
故のとさに割れるおそれがありまず。 
シートベルトを着用していないと、 
車が横転したとさにスライディング 
ルーフの 開口部から車外に投げ出さ 
れて、致命的なけがをずるおそれが 
ありまず。乗員全員がシートベルト 
を着用してくださし、。 

Q 走行中はスライデイングルーフか 
ら身体を出さないで<ださい。 


P 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを 開くときは、 ルーフ 上の水 
や雪な どを 取0除いて < ださい。車 
内に水や雪などが入るおそれがあ0 
まず。 

〇スライ ディ ング ルーフの 開□部 ひ 
日、物を出し入れしないで < ださい。 
スライ ディ ング ルーフのシール 部を 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇スライディングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで< 
ださい。スライディングルーフを損 
傷するおそれびありまず。 

〇スライディングルーフの開□部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大きな力を加えないでください。ス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じていることを 
確認して < ださい。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとさ、走行風の影響な 
どで空気の振動を感じる場合は、ス 
ライディングルーフの開度を変える 
かドアウインドウをかし開くと、解 
消ずることびありまず。 

〇 スライディングルーフは、車外か 
ら U モコン操作で開閉ずることびで 
きまず （>101 ぺージ）。 
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スライディング ルーフの 開閉 



①開く 
③閉じる 

③ チルトアップ 

④ 閉じる/チルトダウン 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とをに操作でさまず。 

スライデイングルーフを開く 

► スイッチを①の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開をまず。 

①の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をます。 

〇 スライデイング ルーフび 自動で 
開いているとをにスイッチを操作ず 
ると、その位置で停止します。 

スライデイングルーフを閉じる 

► スイツチを③または④の方向に操 
作しまず。 

操作している間だけ閉じまず。 


スライディングルーフをチルトアッ 
プずる 

► スイッチを③の方向に操作しまず。 

スライディングルーフをチルトダウ 
ンずる 

► スイッチを④の方向に操作しまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


荷物の積みち/ル物入れ 


物を積むときの注意点_ 

A 警告 

荷物を積むとさは、料降に記載され 
ているま意点を守り、確実に固定し 
て<ださい。急ブレーキ時や急な進 
路変更時、事故のとさなどに前ちに 
投げ出されて、乗員がけがをするお 
それがあります。 

荷物を積むとさは、「荷物を固定する 
とき」0171ページ）ち)ご覧くださし、。 

また、荷物を積むときのま意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故のとさなどに乗員がけがをする 
可能性は高まります。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれがあり 
ます。 



U アシートを使用したとさ（上図） 

U アシートを折りたたんだとさ（下図) 


荷物の積みかたは車の走行安定性に大 

さく影響します。(下の点に注意して 

<ださい。 

• 荷物の重量が、制限重量 （>288 ペー 
ジ）を超えないようにしてください。 

• 重い物は車の中む近< (ラゲッジ 
ルームの前方）の低い位置に積み、 
確実に固定して < ださい。 

•荷物を車内に積むとさは、シートの 
バックレストより高<積み上げない 
で < ださい。 

• ラゲッジルームに荷物に積むとさ 
は、 U アシートのバックレストに 
接ずるよラにしてください。 

• なるベ<乗員のいない席の後方に荷 
物を積んで < ださい。 

• 大さな荷物を積まないとさは、リア 
シートのバックレストを起こして確 
実に固定し、ヘッドレストを装着し 
て < ださい。 



• リアシートに人を乗せないときは、 
上図のよラに左ちのシートベルトプ 
レートを反対側のバックル①に差し 
込んで、シートベルトが交差ずるよ 
5にして < ださい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
パーをして < ださい。 
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• ウインドウに荷物が当たらないよラ 
にま意してください。ウインドウガ 
ラスを破損したり、リアデフォッ 
ガーの熱線を損傷するおそれがあり 
ます。 

• 荷物を積むとさは、必ずセーフティ 
ネットを使用して<ださい。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないで<ださい。引火や爆発 
のおそれがあ0まず。 

〇 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めします。詳しくは;><ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 


小物入れ 
A 警告 

荷物が収納されているとさは、小物 
入れを必ず閉じて<ださい。また、 
収納ネットは重い荷物を固定するた 
めには設計されていません。 

し U 下のとさに荷物び投げ出されて乗 
員がけがをするおそれがあ0まず。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故のとさ 

収納ネットには、鋭利な角のある物や 
こわれやすい物を入れて運搬しない 
で < ださい。 

収納ポケットには、かたい物を入れ 
て運搬しないで<ださい。また収納 
ポケットの上部から、物がはみ出ない 
よラにしてください。 


H ル物入れのカバーが閉じな<なる 
よラな大さな物をル物入れに入れ 
ないで< ださい。ル物入れや収納物 
を損傷ずるおそれがありまず。 

〇ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

[I 貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださい。 


グ□ーブボックス 



グ□ーブボックスを開< 

►八ンドル①を引き、カバー③を開き 
9 〇 


グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックしまず。 

〇 エンジンスイッチび1ひ2の位置 
のとさにグ□ーブボックスを開く 
と、グ□ーブボックスランフび点灯 
しま弓。 

〇グ □—ブボックス巧には、メディ 
アインター フェース. 外部入力用 
端子びありまず。詳しくは別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 
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ク□ーブボックスは、エマージェン 
シーキーを差し込んで施錠/解錠ず 
ることびでさまず。 



圧]解錠の位置 
回施錠の位置 


グ□ーブボックスを施綻ずる 

► エマージェンシーキーを時計回0に 
まわし、施湿の位置因にしまず。 

グ□ーブボックスを gg 錠ずる 

► エマージェンシーキーを反時計回0 
にまわし、解湿の位置丘]にしまず。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられに 
<ないとをは、グ□ーブボックスを 
施結して < ださい。 

その際は、エマージてン シー キーを 
キー本体から取り外し、携帯してく 
ださい。 


フ□ントシート下部のル物入れ 



ル物入れのカバーを開く 

►八ンドル①を引いて、カバー③を前 
方に開さまず。 


フ□ントアームレスト/センターコ 
ンソールのル物入れ 



フ□ントアームレスト上部のル物入れ 
を使用ずる 

► ち側レノ（一①を押しなびらフ□ント 
アームレストを持ち上げまず。 

フ□ントアームレスト下部のル物入れ 
を使用ずる 

► 左側レノ く一③を押しなびらフ□ント 
アームレストを持ち上げまず。 

センターコンソールのル物入れを使 
用ずる 

► カバー③を後方に引きまず。 
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シートバックポケット 



フ□ントシートの背面にシートバック 
ポケット①びありまず。 


A 警告 

シートバックポケットには、重い物 
やかたい物、ビンやち、割れやずい 
物、鋭利な形状の物を入れないでくだ 
さい。 

〇 U アシートのバックレストを倒し 
ているときやリアシートをキ斤りた 
たんでいるとさは、フ□ントシー 
卜のバックレストを後方に倒ずと 
をに、シートバックポケットび1」 
アシートに接触しないよ5にま意 
してください。シートバックポケッ 
卜の収納物やリアシートを損傷ず 
るおそれびありまず。 


収納ネット 



助手席側の足元に新聞や雑誌などを収 
納できるネット①を装備していまず。 

A 警告 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや宙、割れやすい物、鋭利なお状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び投げ出されて、乗員 
びけびをするおそれびあります。 

〇収納ネットから収納物びはみ出さ 
ないよラにして < ださい。 


分割巧倒式 U ァシート _ 

バックレストの左ちいずれか一方、ま 
たは両方を倒ずことびでをまず。 
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まに、1」アシートの左ちいずれか一 
方、または両方をキ斤りたたむことびで 
をます。 










170 


荷物の積み万/ル物入れ 


A 警告 

• ラゲツジルームに重い荷物やか 
たい荷物を積載するとさは、確実 
に固定してください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとを 
などに荷物が投げ出されて、乗員 
がけがをするおそれがあ0まず。 

• リアシートを折りたたんで荷物を 
積むときは、必ずセーフテイネッ 
卜を使用してください。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれがあり 
ます。 



①バックレストレバー 
©シートレバー 

バックレストを倒ず 

〇 バックレストレバー①には、リア 
ドアを開<と手が届さやず<なり 
ます。 


►バックレストレバー①を矢印ち向に 
引さまず。 

バックレストの□ックが解除され 
cA 9 〇 

►バックレストを前方に倒して□ック 
し 9 〇 

バックレストを元の位置に戻ず 

►バックレスト背面を下方に押しなが 
ら、バックレストレバー①を引き上 
げて□ックを解除しまず。 

►バックレストを引き起こして□ック 
しま弓。 

〇バックレストを元の位置に戻ずと 
さは、シートベルトび挟み込まれ 
ていないことを確認してください。 
シートベルトを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

U アシートを巧りたたむ 

►バックレストを前方に倒して□ック 
しま弓。 

► シートレバー③を引きまず。 

リアシートの□ックが解除され 
ます。 

► リアシートの後部に手をかけて引さ 
起こし、前方に折りたたみまず。 

。リアシートを折りたたむときは、 
身体や物などを挟まないよ5にま意 
して < ださい。 
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〇 U アシートを巧りたたむときは、 
フ□ン h シートの位置を前方に移動 
し、パックレストを起こしてくだ 
さい。シートを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

リアシートを元の位置に戻ず 


► シート後部を下げて□ックしまず。 

►バックレストを元の位置に戻し 
ます。 

A 警告 

走行する前に、シートおよびバック 
レストが確実に□ックされているこ 
とを確認してください。 

シートおよびバックレストが確実に 
□ックされていないと、じ I 下のとき 
にシートが前方に移動したり、荷物 
が投げ出されて、乗員がけがをずる 
おそれがあります。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故のとさ 

〇 U アシートを起こした状態でセー 
フティネットを脱着ずるときは、 
パ'ックレストを起こしにままシート 
レバーを引いて、1」アシートを前方 
に倒しまず。 


荷物を固定ずるとを 


を全上の注意事項 


A 警告 

荷物固定用リングには均等に力がか 
かるよラにしてください。 

し U 下のとをにシートが荷物が投げ出 
されて、乗員がけがをずるおそれが 
ありまず。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故のと量 

荷物を積むときは、「荷物を積むとを 
のミ主意点」 （0166 ページ）もご覧く 
ださい。 

荷物を固定ずるとさは、 iU 下の点に注 
意してください。 

. 荷物固定用リングを使用して荷物を 
固定して < ださい。 

• 伸縮性のある□ープやネットを使用 
しないでください。それらは輕い荷 
物を固定することしかでさません。 

. 伸縮率7 %1；(下および耐荷重張力7 
14 kg (600 daN ) 政上の擦れに強 
<丈夫な□ープやストラップ、ネッ 
卜を使用して < ださい。 

• 固定する□ープやネットが荷物の角 
にかからないよ5にして < ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに均等に力がかか 
るよラにして < ださい。 

• でさるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用して < ださい。 
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• 荷物固定用 U ンクに過大な力びかか 
らないよ5にして < ださい。 

• 固定用具の取扱説明書をご覧<だ 
ごい。 

荷物固定用リング 



ラゲツジルームには4個の荷物固定用 
U ングびありまず。 


A 警告 

セーフテイネットを使用したとさは、 
セーフテイネットが上下の取0付け 
部に確実に固定されていることを確 
認して < ださい。 

損傷したセーフテイネットは使用し 
ないで <ださい。 

セーフテイネットでは重い荷物を固 
定でさません。重い荷物は確実に固 
定してください。荷物が確実に固定 
されていないと、急ブレーキ時が急 
な進路変更時、事故のとをなどに荷 
物が前方に投げ出されて、乗員がけ 
がをするおそれがあります。 

セーフテイネットを使用したとさは、 
セーフテイネットの後方に乗車し 
ないで <ださい。 


セーフ ティネット 

走行中に荷物が前方に投げ出されるの 
を防ぐために使用しまず。 

U アシートを起こした状態、折りた 
たんだ状態のどちらでち使用でさ 
ます。 


リアシートを起こしたげ態で使用ずる 



►バックレストを起こしたまま、リ 
アシートを前方に倒しまず0170 
ぺージ)。 

ft U アドアを開いてお< と、 セーフ 
テイネットの着脱がしやず<なり 
ます。 
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► ストラツプ④のノ（ツク J レ③び前方を 
向くよ5にして、セーフテイネット 
①を U アクオーターウインドウ上方 
の取り付け部③にかけまず。 



►バックル③でストラップ④の長さを 
調整し、フック⑥を U ング⑧にかけ 
ます。 


►ストラップ④の先端を引を、セーフ 
テイネット①び軽く張る程度に調節 
します。 


► U アシートを元の位置に戻し、□ッ 
クさせます。 

►かし走行した後に、セーフティ 
ネットの張り具合を点検して<だ 
ごい。必要びあれば締めなおして 
<ださい。 

〇 リアシートを起こした状態で使 
用ずるリングは、 U アホイールアー 
チ前方にありまず。 

リアシートを巧りたたんだ状態で使 

用ずる 



► リアシートを巧りたたみまず 
(>170ぺージ）。 
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►ストラップ④のバックル③び後方を 
向くよ5にして、セーフテイネット 
①をリアドアウインドウ上方の取り 
付け部③にかけまず。 

►バックル③でストラップ④の長さを 
調節し、フック⑥を U ング⑧にかけ 
ます。 

►ストラップ④の先端を引を、セーフ 
テイネット①びぴつたりと張るよう 
に調節しまず。 

。 U アシートを折りたたんだ状態で 
セーフテイネットを使用するとさ 
は、ストラップを強<締めて<だ 
さい。 

►かし走行した後に、セーフテイ 
ネットの張り具合を点検して<だ 
さい。必要があれば締めなおして 
<ださい。 

〇 U アシートを巧りにたんだ状態で 
使用するリングは、 U アシート下に 
ありまず。 


セーフテイネットを取り外ず 


► U アシートを起こした状態でセー 
フテイネットを使用してし''るとき 
は、 U アシートを前方に倒しまず 
(>170 ぺージ)。 

►バックルを上方に倒してストラップ 
をゆるめ、フックをリングからがし 
ます。 

► セーフティネットを取り付け部から 
がしまず。 


セーフテイネットを収納ずる 



►セーフティネット①を巻きまず。 

► 付属のベルク□ストラップ®で固定 
し 9 〇 

► リアシートの後側に収納しまず。 
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ルーフラック 


A 警告 

• 推奨品し U 外のルーフラックを取り 
付けると、車から外れて荷物が投 
げ出されて、乗員がけがをしたり、 
事故の原因になりまず。ルーフラッ 
クを取り付けるとさは、製品に添 
付の取扱説明書に従ってください。 

• ルーフの最大積載量（約 200 kg ) 

を超えないよラに注意して<だ 
さい。また、ルーフに荷物を積ん 
でいるとさは、車の重む位置が変 
化し、走行安定性に影響を与え 
まず。運転するとさは十分にミ主意 
してください。 

Q ルーフラックは Daimler AG の推 
奨品の使用をお勧めしまず。詳し< 
はルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。また、ルー 
フに荷物を積んでいるとさは、下記 
にミ主意して<ださい。車を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• スライディングルーフをチルト 
アップしたとさに接角をしないこと 

• ルーフ前部のアンテナに接触し 
ないこと 

ルーフラックの装着ち法について 
は、製品に添付されている取扱説日月 
書をご覧 < ださい。 



カップホルダーはグ□ーブボックスの 
カバーの裏側にあ0まず。 

カップホルダーを使用ずる 

► グ□ーブボックスのカバーを開さ 
9 〇 

〇 グ□ーブボックスは施錠/解錠ず 
ることがでさまず。 

A 警告 

荷物が収納されているとさは、走行 
中は必ずル物入れを閉じて < ださい。 

し U 下のとさに物が投げ出されて、乗 
員がけがをするおそれがあ0ます。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故に巻さ込まれたとを 
カップホルダーのサイズにをったフ 
夕付をの容器を使用してください。 
飲み物がこぼれるおそれがありまず。 
熱い飲み物のためにカップホルダー 
を使用しないで<ださい。火傷をす 
るおそれがあります。 
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P カップホルダーに飲み物び入った 
容器を置くときは、スイッチや電装 
品などに飲み物をこぼしたり、結露 
した水滴び垂れないよ5にま意して 
<ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
り、ショートして発乂ずるおそれび 
ありまず。 

〇カップホルダーに飲み物の容器し U 
外のをのを置かないでください。 


サンバイザー/バニティミラー 
A 警告 

走行中は バニティ吉ラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により交通状 
況の視認び損なわれ、事故の原因に 
なりまず。 


サンバイザーを使用ずる 



①サンバイヴー 
③フック 

③ バニテイ S ラーカバー 

④ 照日月 


前方か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイザー①を下げまず。 

横方向からの眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► サンバイザー①をフック③から外し 
まず。 

► サンバイヴー①を横にまわしまず。 

〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイ S ラーカバーを閉じて 
ください。ルーフ内張りやバニテイ 
ミラーわ )く一を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

バニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴー①を下げまず。 

►バニテイ S ラーカバー③を上方に開 
さまず。 

照日月④び点灯しまず。 


队皿 _ 

〇吸いびらやマッチの乂はお実に消 
して、使用後はカバーを閉じて<だ 
さい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 
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フ□ントの巧皿 


フ□ントの灰皿はセンターコン ソール 
にありまず。 

の皿を開< 

► カバー③を軽く押しまず。 

灰皿を閉じる 

► カバー③を前方に押して閉じまず。 

灰皿を取りがず 

A 警告 

の皿を取0外すときは、必ずエンジ 
ンを停止し、 バー キングブレーキを 
確実に効かせて、車び動さ出さない 
よラにしてください。 

►エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効かせまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなびら、 
セレクターレバーを HE に入れ 
ます。 

► ノブ③を矢印の方向にいっぱいまで 
押します。 

灰皿のび上びりまず。 

► 灰皿のを取り外しまず。 


灰皿を取り付ける 

► 灰皿のを押し込みまず。 

リアのの皿 



U アのの皿は左ちのリアドアにあり 
まず。 

灰皿を開< 

► カバー③の上部を手前に引をまず。 

の皿を閉じる 

►カバー⑤を押して閉じまず。 

の皿を取りがず 

► 灰皿をいっぱいまで開さまず。 

►プレートのを押しなびら、灰皿③ 
を手前に引さ出しまず。 

灰皿を取り付ける 

►灰皿の底部を合わせ、プレートの 
を押しなびらはめ込みまず。 

〇の皿を取り付けるときに、指など 
を挟まないようにミ主意してくださし)。 
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ライター 



エンジンスイツチび1か2の位置の 
ときに使用できまず。 


ライターを使用ずる 

► カバー⑤を軽く押して開さまず。 

► ライターのを押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
<ださい。金属部を持つと义傷をす 
るおそれびあります。 

ま全のため、モ供を乗車させるとさ 
はライターを巧さ取ってください。 
火傷をしたり、火巧び発生ずるおそ 
れびあ D まず。 

〇ライターを押し込んだ後、押さえ 
続けないでください。ライターを損 
傷するおそれびありまず。また、ラ 
イターび過熱して乂災び発生ずるお 
それびあ0まず。 


[I 赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないで<ださい。乂災び発 
生するおそれびありまず。 

。ライターを 改造したり、純正品 LU 
外のライターを使用しないでくだ 
さい。ライターやセンターコンソー 
ルを損傷したり、乂災び発生ずるお 
それびあ0まず。 

B ライターび戻らなくなったときは、 
エンジンスイッチを0の位置にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

Q アクセヴ U —電源としてライター 
ソケットを使用ずるときは、最大消 
費電力 180 WiU 下の規格に合った 
純正アクセヴ U —だけを使用して< 
ださい。 


12 V 電源ソケツト _ 

助手席足元とセンターコンソール後端 

部、ラゲツジルーム左側に 12V 電源 

ソケツトがありまず。 

電気製品などの電源として使用でさ 

ます。 

H おず DC 12 V 、 最大消費電流 15 A 
LU 下（最大消費電力 180 WLU 下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
ください。規格外の製品や規格 LU 上 
の大をな容量の製品を使用ずると 
ヒューズび切れた0、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。 

。ソケツト内に指などを入れたりラ 
イターを差し込まないでください。 
感電した0、ショートずるおそれび 
ありまず。 


B を邸6恒冊 
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。エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ U —びあびるおそれびありまず。 

〇電源ソケットを使用しないとさは 
カバーを閉じて<ださい。異物び 
入ったり、水びかかると故障の原因 
になりまず。 


助手席足元の1 2 V 電源ソケット 



► カバーを上方に開さまず。 

〇 ライターソケットを1 2 V 電源ソ 
ケットとして使用できます。 


センターコンソール後端部の 12 V 電 
源ソケット 




ラゲツジルームを側の 12 V 電源ソ 
ケット 



► カバーを上方に開さまず。 


フ□アマット 


A 警告 

• 運転席のフ□アマットを使用ずる 
とさは、ペダルとの間に十分な空 
間があり、確実に固定されている 
ことを確認してください。 

• 走行前にフ□アマットが確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットが滑ったり、ペダル 
操作を巧ばるおそれがあります。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 


I 


► カバーを上方に開さまず。 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 警告 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離が数百 km を超えるまでは 
制動性能を完全には発揮でをません。 
この期間は、必要に応じてブレーキ 
ペダルをかし強めに踏んでください。 
また、ブレーキパッドやブレーキディ 
スクの交換を行なったとさち同様 
です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは(下のミ主意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6,000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないよラに運転 
して <ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではなく、負担のかからない 
範囲で回転数と速度を変えて<だ 
さい。 

• キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは避けて < ださい。 

• ギアレンジ位置[31 ]、 rri v m 
は山道などを低速で走行ずるとさだ 
けに使用してください。 


走行距離が1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

て < ださい。 

G 55 AMG long は、(下の注意事項 

を守って < ださい。 

• 最初の1,500 km までは走行速度が 
1 40km/h を超えなし''ようにしてく 
ださい。 

※公道を走行ずる隙は、必ず法定速度や制限速 
度を遵守して < ださい。 

• エンジン回転数が4,50日回転を超 
えた状態で長時間走行しないで<だ 
さい。 

•最初の 3,000 km でフ□ント/リ 
アアクスルオイルの交換を行な5ま 
ではオフ□ー ド走行を避けてくだ 
さし、 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後を、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン： 走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自 
動的にほいギアに切り替わり、エン 
ジンの回転数び上びって素早く加速 
します。これをキックダウンといい 
ます。 

〇 エンジンブレーキ： 走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用し 
に減速をエンジンブレーキといい 
まず。ほいギアのとさほど効さび 
強<な0まず。 


B こな〇芭 s 邮田 
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A 警告 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いびするとき 
は、決して火気を近付けないでくだ 
さし、。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラときは、火をお付けた D 、 
おくで喫煙をしないでください。 
燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 

A 警告 

肌や巧服に燃料び付着しないよラに 
を意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびあ D ます。 


①燃料給油フラップ 
③タイヤ空気圧ラベル 

③ 使用燃料表示 

④ ホルダー 


燃料給油フラップは、 U モコン操作で 
の解結/施結に連動して解話/施錠 
されまず。 

燃料給油□は車両のち側後方にあり 
まず。メーターパネル巧に、給油□の 
位置を示ず [ W ] び表示されていまず。 

燃料給油□を開いて給油ずる 

► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押します。 

► 燃料給油フラップを開さまず。 

► キャップを反時計回りにかしゆるめ 
てタンク内の圧力を抜をまず。 

►圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にゆっくりまわして外しまず。 

►外しにキャップを燃料給油フラッ 
プの重側にあるホルダー④に置さ 
9 〇 

► 給油を開始しまず。 

給油ノズルび自動停止した時点で 
給油を停止してください。 

〇給油び自動的に停止したら、それ 
(上は給油しないでください。燃 
料漏れのおそれや、エンジンび不 
調になったり停止ずるおそれびあ 
りまず。 

燃料給油□を閉じる 


►キャップを燃料給油□に合わせ、時 
計回りにいっぱいまでまわしまず。 

キャップび□ックずる音び聞こえ 
まず。 

► 燃料給油フラップのを閉じまず。 
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燃料の給油 


〇燃料を給油ずるとさは、下の点 

に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用して < ださい。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 
がの燃料（高濃度 アルコール 含 
有燃料など）を使用ずると、エ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されてし''る製品のみを使用 
してください。故障の原因にな 
ります。 

• 軽油を燃料として使用したり、 
燃料に混ぜて使用しないで<だ 
さい。か量を混ぜただけでちエ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。また、このような場 
合は保証の適用がになりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった場 
合は、決してエンジンを始動し 
ないで< ださい。軽油が燃料供給 
系部品全体にまわるおそれがあり 
ます。誤って給油した場合はル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
に連絡し、燃料タンクや燃料系部 
品を交換して < ださい。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を給油して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品がの 
キヤップを使用しないで < ださい。 


Q セルフ式のガソリンスタンドな 

どで給油ずるとさは必ず下の点 

を守り、安全に十分注意して作業 

を行なって < ださし^。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さし、。 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をずる人がは燃料給 
油口に近付かないで < ださし、。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による火花で燃料に引火し 
た0、火傷をずるおそれがあ0 
ます。 

. 作業中は車内に戻らないで<だ 
さい。帯電するおそれがあ0まず。 

• キャップの取りがし/取り付けは 
確実に行ない、火気を近付けなし^ 
よ5にして < ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5 
に注意して< ださい。塗装面を 
損傷ずるおそれがありまず。 

• 給油ノズルは給油口の輿まで確 
実に差し込んでください。 

• 給油が自動的に停止したら、そ 
れ1；(上は給油しないで < ださい。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
が不調になったり停止ずるおそ 
れがありまず。 


B こな〇芭6邮田 
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•手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して<だ 
さし、。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル®が貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については0202ページ）をご覧 
<ださい。 

〇 U モコン操作で燃料給油フラップ 
が解錠されないとさは、手動で解錠 
できまず （>253 ページ）。 
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燃料の給油 


燃料と燃料タンクのトラブル 


トラブル 


燃料び漏れている。 


燃料給油フラップび開かない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 火災や爆発のおそれがありまず 

I 燃料供給システム、または I 燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

► U モコン操作で解錠してください。 

または 

►エマージェンシーキーで車を解錠してください（[>252 
ぺージ)。 

► テールゲー トを開いて<ださい。 

►燃料給油フラップを手動で解錠してください（[>253 
ぺージ)。 

燃料給油フラップは解錠されるび、燃料給油フラップの開 

開機構に異常びある。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください（>253 
ぺージ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


B こな〇芭6邮田 
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I 



A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こずおそれがあ 
ります。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。火傷をずるおそれがあります。 


A 警告 

エンジンが停止していてを、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分があります。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度が下がつ 
ていることを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンがかかっているとを、エンジン 
スイッチが2の位置のとさは、エン 
ジンルーム内には手を触れないでく 
ださい。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分があり、それらに触れ 
ると非常に危険です。 


A 警告 

エンジンスイッチからキーを抜い 
ていてち、冷却水の温度が高いとさ 
はエンジンファンなどが自動的に回 
転することがあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないでください。 

ボンネットを開< 


A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜さ、ワイパー 
のスイッチが停止の位置になってい 
ることを確認してください097 
ページ）。ボンネットを開いていると 
をにワイパーが作動ずると、けがを 
した0、車やワイパーを損傷ずるお 
それがあります。 

P ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損 
傷するおそれがありまず。 

Q 強風のとさにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが不 
意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分にミ主意して < ださし、。 

また、ボンネットに雪が積ちってい 
るときち同様にま意してください。 











Jr 


ボンネットを閉じる 




► ワイパーのスイッチび停止の位置に 
なっていることを確認しまず。 


► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
パ'—®を引さまず。 



►ボンネットをかし引さ上げて、ボン 
ネットとラジェターグ U ルの隙間に 
手を入れ、ノブ③を矢印の方向に 
押しなびらボンネットを開さまず。 

《車種や仕様により、ノブを手前に引さなびら 
ボンネットを開<タイプちあります。 

〇ェンジンびかかっているとさな 
ど、ノブ⑤び熱くなっている場合 
びありまずのでま意して < ださい。 


A 警告 

走巧前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットび開いて事故を 
起こすおそれびあ0ます。 

A 警告 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意してく 
ださい。 

►ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20cm 〜 30cm の位置で手 
を放して閉じまず。 

► ボンネットび確実に閉じていること 
を確認しまず。 

完全に閉じなかったとさは、を5— 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 

。エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜び変形ずるおそれびあ0まず。 


B こ度〇芭6が田 
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エンジン ルーム 


A 警告 

• イグニッションシステムや燃料噴 
射システム、キセノンヘッドライ 
卜のバルブソケットや配線に手を 
触れないで<ださい。高電圧が発 
生しているため、感電ずるおそれ 
がおりまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜い 
てを、冷却水の温度が高いとさは 
エンジンフアンなどが自動的に回 
転することがありまず。エンジン 
フアンなどの回転部には身体が物 
を近付けないでください。 



G 550 long 


の 

ウォッシャー液 U ヴー 
ブタンク 

198 

③ 

を却水 U ヴーブタンク 

195 

⑤ 

ブレーキ液リヴーブタンク 

197 

④ 

エンジンオイルフイ 
ラー キャップ 

193 

⑤ 

エンジンオイルレベル 
ゲージ 

191 


《仕様により、部品の形状などがイラストと異 
なる場合びありまず。 



G 55 AMG long 


の 

ウォッシャー液 U ヴー 
ブタンク 

198 

⑤ 

を却水 U ヴーブタンク 

195 

⑤ 

ブレーキ液 U ヴーブタンク 

197 

④ 

エンジンオイルフイ 

193 


ラー キャップ 



%仕様により、部品の形状などがイラストと異 
なる場合びありまず。 


9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 
の油脂類やフルード類の交換および 
廃棄は、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で行なってください。 


エンジンルーム内の手入れ 


手作業でおいて<ださい。火傷や感電 
をしないようにま意して<ださい。 

エンジンルームには多<の電気装備が 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けた0、スチーム洗浄をしないで<だ 
さし、。 


I 
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A 警告 

ェンジンや補器類の熱や動さに十分 
ミ主意してください。また、ラジェター 
に手を触れないでください。火傷や 
けがをするおそれがあ0まず。 

P 作業は安全な場所で行なって<だ 
さい。 

〇適切な工具を使用してください。 

〇部品や工具をェンジンの上など、 
ェンジンルーム巧に置かないでくだ 
さし、。中に落とずおそれびありまず。 

P 油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
冷却水など）は、十分ま意して取 
り扱ってください。万一目に乂っ 
た場合は、ただちに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の該断を受け 
て < ださい。 

〇油脂類やフルード類び皮膚に付着 
したとさは、ただちに石けんで洗し、 
流して<ださい。放置ずると皮膚に 
障害を起こずおそれびありまず。 

[I 油脂類やフルード類の容器は、モ 
供の手び届くところや火気のおくに 
保管しないで < ださい。 


エンジンオイル 

〇エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないでください。エンジンを損 
傷ずるおそれびありまず。 

〇エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

エンジンオイル量に関ずるを意 

車の使用状況により、1,000 km につ 
き最大で約 0.8 U ットルのエンジンオ 
イルび消費されまず。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量はをか増加ずることびありまず。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行ずると、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 

エンジンオイルの量を点検ずる 
(G 550 long) 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
し i (下の点にミ主意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとをは、エ 
ンジンを停止してから約5分間経過 
してし、る 

• エンジンび温まる前にエンジンを停 
止したとをは、エンジンを停止して 
から約30分じ(上経過している 
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► エンジンオイルレベルゲージのを 
抜さ取り、されいに巧いていっぱし、 
まで差し込みます。 


► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
抜さ取り、付着したエンジンオイル 
量と巧れ具合を点検しまず。 

エンジンオイル量はエンジンオイル 
レベル ゲージの 上限⑤と下限⑤の 
間にあれば正苗でず。 

► エンジンオイル量び下限 LU 下のとさ 
は、エンジンオイルフイラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表おされた 
ときは （0245 ページ）をご覧くだ 
さい。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は、約2 U ットルでず。 


エンジンオイルの 量を 点検ずる 

(G 55 AMG long ) 

マルチフアンクシヨンデイスプレイで 

エンジンオイル量を点検しまず。 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
(下の点にミ主意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分間経過 
している 

• エンジンび温まる前にエンジンを停 
止したとさは、エンジンを停止して 
ひら約30分じ(上経過している 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
9 〇 

► またはを押して、車両 
情報の基本画面を表おさせまず 
(>121ページ）。 

► ^まには^を押して、エン 
ジンオイル量点検画面を表おごせ 
まず。 


エンシ'’ン 
オイルレへ‘'ル 
ソクテイ 
チュウ 
ソクテイノ、 
シャリョウ 
スイへイジ 
ノ兰カノウ 


III ングンオイルレへ'’ルソクテイチュウソクテイ A 外リ 
ヨウスイへイシ'' ノミカ ノウ" と表示され、数 
秒後に Li (下のいずれかの点検結果が 
表示されます。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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エンジン ルー ム 


〇 エンジンを停止してからの待ち時 
間が足りないときは、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに" 巧シ''カン 
シ''ユンシユ II と表示されまず。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに" エングンオイルレへ'' I レイク'' ニッシヨン オン" 
と表示されたとさは、エンジンス 
イッチを2の位置にしてください。 



このときは、エンジンオイル量は適正 
です。 



このとさは、エンジンオイル量が不足 
しています。 

表示される数値に従ってエンジンオイ 
ルを補給してください。 

〇 補給ずるエンジンオイル量に応じ 
て、表示される数値が変わりまず。 



このときは、エンジンオイルが多ずざ 
まず。 


走行しないで、エンジンオイルの量を 
適正にして < ださい。 

B エンジンオイルが多ずざると、ェ 
ンジンや触媒を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 



このとさは、エンジンオイルレベルが 
安定していません。 


約5分ほど待ってから点検をやり直し 
て < ださい。 

再度マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 巧シ''カンシ''ユン シユ" と表示されたと 
さは、約3日分ほど待ってから点検を 
やり直して < ださい。 

Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告^ッセージが表示された 
ときは0245ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


B こな〇芭6が田 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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〇 エンジンがかかっているとさは、 
エンジンオイル量を点検でさま 
せん。マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに" エングンオイルレへ''ル r ノシ ''ン 
才7ノトキ II と表示されまず。 

エンジンオイルを補給ずる 


A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないでください。エンジンが 
熱いとさにオイルが付着すると、発 
火して火傷をするおそれがあります。 

9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないで<だ 
さい。 



► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を反時計回りにまわして取りが 
し 9 〇 

► 指定のエンジンオイルを補給しまず。 

安全に十分を意して、作業を行なつ 
て < ださい。 

► エンジンオイルフイラーキャップ① 
を補給口に合わせ、時計回りにまわ 
して取り付けまず。 

エンジンオイルフイラーキャップが 
確実に取り付けられていることを確 
認しまず。 

。エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべル ゲージの 上限を超えてい 
るときは、エンジンオイルを巧い 
てください。エンジンや触媒を損 
傷するおそれびありまず。 

エンジンオイ J レ交換の時期 


エンジンオイルおよびエンジンオイ J レ 
フィルターは定期的に交換ずることを 
お勧めします。交換時期はメンテナンス 
インジケーターを目まとして < ださし、。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異な0まずので、詳し<はメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

〇必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルをミ屋 
ぜないでくだごい。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 




G 55 AMG long 
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Q エンジンオイルがエンジンルーム 
内に付着したとさは完全におさ取つ 
て < ださい。 

。エンジンオイルの減りかたが著 
しいとさは、ただちにルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用して<だ 
さい。詳しくはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


オートマチックトランスミッション 
オイル 

オートマチックトランス三ッションオ 
イルのオイル量を点検する必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
ミッションの作動に異常を感じたとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で点検を受けて < ださい。 

〇オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルの交換については別冊 r 整 
備手帳」をご覧< ださい。 

〇オートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
して < ださい。 


冷却水 


A 警告 

冷却システムには圧力がかかってい 
まず。水温が少しでち高いときは、 
絶対にリヴーブタンクのキャップを 
開かないでください。高温の蒸気や 
熱湯が吹さ出して、火傷をするおそ 
れがあ0まず。 

A 警告 

不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないで<ださい。熱<なったエンジ 
ンに不凍液が付着すると、発火して 
火傷をするおそれがあ0ます。 

Q 冷却水の減りかたが著しいとさ 
は、ただちに^ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

を却水の量を点検ずる 

冷却水の量の点検は、水平な場所に停 

車していて、エンジンが十分に冷え 

ているときに巧ないまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
c^' 9 〇 

► ^ーターパネルの冷却水温度計で冷 
却水の温度が冷えていることを醒認 
します （ I >23 ページ）。 
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► u ヴーブタンク⑤のキヤツフ①を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧をます。 


►圧力び巧けたら、キャップ①をさら 
に反時計回りにゆっくりとまわして 
取り外しまず。 

を却水の液面び U ヴーブタンク内の 
マーカー⑤の上面に達していれば 
適量でず。 

を却水び温かいとさは、液面びマー 
カー⑤より約1 .5 cm 上にあれば適 
量です。 

► 必要であれば、冷却水を補給しまず。 

►キャップ①を合わせ、いっぱいまで 
時計回りにまわしまず。 

を却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク⑤のキャップ①を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧をます。 

►圧力び巧けたら、キャップ①をさら 
に反時計回りにゆっくりとまわして 
取り外しまず。 


► 液面の高ごにま意して冷却水を補給 
します。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液を混ぜ 
て使用しまず。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えまず。 

► キャップのを確実に閉じまず。 

H ; ち却水の補給は、冷却水びをえ 
ているときに行なってくださし、。 

〇を却水には必ず不凍液をミ居ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定し U 外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐をな 
どの原因になりまず。 

〇不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずぐに水 
で洗い流して < ださい。 

〇マルチフアンクションデイスフレ 
イに冷却水に関ずる故障/警告メッ 
セージ0243、244ぺージ）び表 
示されたとさは、オーバーヒートし 
てエンジンを損傷ずるおそれびあり 
ます。ただちに巧全な場所に停車し、 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

を却水の交換時期 


冷却水は時間の経過ととちに劣化し 
まずので、整備手帳に従い定期的に交 
換してくださし、。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねくださし、。 
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オーバーヒートしたとを 


オーバーヒートしたとをの症状 

• 冷却水温度が約120む政上を示し 
ている。 

• 冷却水温度警告口が点口し、警告音 
が鳴る。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 

A 警告 

エンジン ルームから 蒸気が出ている 
とさや冷却水が吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体が発火して火災が発生ずる 
おそれがあ0まず。 

A 警告 

水温が下がるまで、絶対にボンネッ 
卜やリヴーブタンクのキャップを開 
かないで<ださい。高温の蒸気や熱湯 
が吹さ出して火傷をするおそれがあり 
まず。 

〇オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水が吹さ出している状態 
でエンジンをかけたままにすると、 
エンジンを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

Q オーバーヒートしたとさは必ず^ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 


オーバーヒートしたとさは、下のよ 
ラに処置してください。 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイドリング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却フアンが停止し 
ているとさや、冷却水が吹さ出し 
ているとさは、ェンジンを停止して 
冷却して < ださい。 

►ェンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
フアンなどを点検しまず。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
ます0195ぺージ）。 

。冷却水は、ェンジンが熱いときに 
補給しないで<ださい。ェンジンを 
損傷するおそれがありまず。 


ブレーキ液 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告^ッ 
セージが表示されたり （0242 ペー 
ジ）、ブレーキ警告灯 （0248 ページ） 
が点灯したとさは、むやみにプレー 
キ液を補給しないでください。補給 
によって故障が解消ずることはあり 
ません。 

安全な場所に停車して、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 


B こな〇芭6が田 
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I 


A 警告 

必ず指定のブレーキあを使用して < 
ださい。指定(外のブレーキ液を使用 
した0、他の銘柄を混せ'ると、ブレー 
キの効き具合やブレーキシステムに 
悪影響を与え、ま全なブレーキ操作 
びでさな < なるおそれびあ0ます。 


A 警告 

ブレーキ液の補給は、エンジンび;令え 
てから行なってください。また、上限 
( MAX ) を超えないよラに補給してく 
ださい。あふれたブレーキ液びエン 
ジンや排気系部品などに付着ずると、 
発义して火傷をした0、义災び発生ず 
るおそれびあります。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されにとさは 
(0242 ページ）をご覧ください。 


ブレーキ液の量を点検ずる 



► ブレーキ 液 U ヴーブ タンクのレベル 
インジケーターで点検しまず。 


ブレーキ液の液面び、ブレーキ液 U 
ヴーブタンクのレベルインジケー 
ター上限のと下限⑤の間にあれば 
正常です。 


ブレーキ 液の交換 


定期的にレセデス-ベンツ指定 ヴー 

ビスエ場で点検を受けて<ださい。詳 

しくは;><ルセデス-ベンツ指定サービ 

スエ場におたずね < ださい。 

〇ブレーキ液の減りかたび著しいと 
をは、ただちにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

〇ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なって < ださし、。 

〇補給のとをは、3’ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな3’ミでち、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 

〇レベルインジケーターの上限を超 
えて補給ずると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷ずるおそれびありまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやひ 
に水で洗い流して < ださい。 

〇ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ く一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック：長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ内に気泡び発 
生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力び伝わらず、ブレーキび効か 
なくなる現象のことでず。 


I 
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エンジン ルー ム 


ウオツシヤ ー; 巧 

ウインドウウォッシャー液とへッドラ 
イトウォッシャー液の U ヴーブタンク 
は兼用でず。 

A 警告 

ウォッシャー液は可燃性です。火気 
をお付けたり、近くで喫煙をしない 
でください。また、エンジンび熱く 
なっているときには浦給しないでく 
ださい。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 


ウオッシャー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給ずる前に、 
ウオッシャー液と水を適正なミ居合比 
にミ屋ぜまず。 


► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップのを開さまず。 

► ウォッシャー液を巧給しまず。 

► キャップのを取り付けまず。 


使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ居せ' 

て使用しまず0288ぺージ）。 

〇粗悪なウォッシャーあや石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびありまず。 

。ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷ずるおそれびありまず。 

H ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水をミ居ぜないでください。液 
量の計測器を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るにめ、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さし''。純正け•外のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表おごれたとさは 
い246ページ）をご覧ください。 


B こな〇芭6が田 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね < ださい。 


ををに関する注意 


A 警告 

純正品および承認されている製品！; 
がのタイヤやホイールを装着したり、 
タイヤやホイールを正しく装着し 
ないと、車両のま全性を損なうおそ 
れびあ0まず。 

ブレーキシステムやホイールを改造し 
ないでください。また、スペーサーや 
ダストシールドを使用しないでくだ 
ごい。保証の適用がになりまず。 


走行時の注意 

• 走行しているとさは、振動や騒音、 
ステア U ングび片方向にとられるな 
どの不自然なステア U ングの動さに 
ま意して<ださい。ホイールや夕 
イヤび損傷しているおそれびあり 
ます。タイヤやホイールの損傷び疑 
われるとさは、ただちに巧全な場所 
に停車して、タイヤとホイールを点 
検してください。目に見えないタイ 
ヤやホイールの損傷を、不自然な 
ステア U ングの動さの原因になり 
ます。 

異苗び見つひらないとさを、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


. 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
や障害物に接触しないよ5にしてく 
ださい。 

縁石などを柔り越える必要びあると 
きは、走行速度を落とし、縁石に巧 
してタイヤをできるだけ直角にして 
ください。タイヤを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


タイヤの点検 

タイヤを点検ずる 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

►タイヤに大をな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検し 
ます。ス U ップサイン（別冊「整備 
手帳」参照）び出ているとさは、新 
しいタイヤに交換しまず。 

• タイヤの溝の深さや接 i せ面の状態は 
定期的に点検してください。必要 
であれば、タイヤを左側またはち側 
にいっぱいまで切った状態で、タイ 
ヤの内側を点検してください。 

•ほこ0や水分の浸入を防ざノ（ルブを 
保護するため、ホイールパルブの 
キャップを必ず装着してください。 
また、市販のタイヤ空気圧計測装 
置をホイールパ'ルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたパルブ 
キャップし i (外のをのをホイールバル 
ブに装着しないでください。 
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タイヤとホイール 


応急用スペアタイヤち含め、タイヤ 
の空気圧は定期的に点検して<だ 
さし、 

タイヤに空気を入れてち、ずぐに空 
気圧が低下ずるとさは、パンクやぶ 
イールの損傷、タイヤバルブからの 
空気漏れなどのおそれがありまず。 
ただちにルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、 


タイヤトレッド 
A 警告 

し U 下の点にミ主意してください。 

• タイヤの摩耗には十分にミ主意し、 
スリップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）が現われたら、ずみがかに 
に交換してください。タイヤの溝 
の深さが約 3 mm し U 下になると著 
しく滑りやずくなり、事故につな 
がるおそれがあ0まず。 

• ウインタータイヤの溝の深さが約 
4 mm LU 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの溝の深さや接地面 
の状態は定期的に点検して < だ 
さい。必要であれば、タイヤを片 
方向に向けて、タイヤの内側わ点 
検してください。 


タイヤの選択、装着と交換 _ 

• 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とち同じ銘柄のち 
のにして < ださし、。 

• 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とち同じ銘柄のち 
のにして<ださい。サイズや銘柄が 
異なると、車両操縦性に悪影響をお 
よぼし、事故を起こずおそれがあり 
まず。 

• 新品のタイヤを装着したとさは、走 
行距離が約1 00 km を超えるまでは 
速度を控えて運転ずることをお勧め 
し 9 〇 

• トレッドがひどく摩耗したタイヤで 
は、蕭れた路面を走行しないで< だ 
さい。タイヤのグ U ップが著しく低 
下し、八イド□プレーこング現象を 
起こずおそれがありまず。 

• 摩耗具合にかかわらず、6年 iU 上経 
過したタイヤは新品のタイヤと交換 
して < ださい。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
て < ださい。 

• 純正品または承認されている製品 LU 
がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、道路運送車両法違反になること 
がありまず。 

• 純正品または承認されている製品 iU 
列のタイヤやホイールを装着ずる 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費な どに 悪影響をおよぼずおそ 
れがありまず。また、乗車人数や荷 
物が増えた場をなどには、タイヤや 
ぶイールと車体などが接触して、夕 
イヤや車体を損傷するおそれがあり 
ます。 


B こな0岳 s 邮田 
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• 再生タイヤを装着した場合、安全性 
の保記はでをません。 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとをや外気温 
度び約7でけ下のとをは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このような路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 ABS や 
BAS 、 ESP ®、4 ETS の効果びより発揮 
されます。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とを同じ銘柄のをの 
にして < ださい。 

A 警告 

ウィンタータイヤの溝の深さび約 
4 mm U (下になったとさは、ぶ、ず新品 
と交換してください。十分なグ1」ッ 
プを発揮でさず、雪道やま結路の走 
行に適さなくなりまず。これにより、 
車両のコント□ールを失い、事故の 
原因にな0まず。 

Q 回転方向が指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記 
された回転ち向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

Q ウィンタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路では、クルーズ 
コント□ールは使用しないで<だ 
さい。 

H ウィンタータイヤをがした後は、 
タイヤ/す、イールをオイルやグリー 
ス類、燃料などの付着ずるおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


〇 ウインタータイヤについて、詳し 
くはルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

ウインタータイヤの装着時に、スぺ 
アタイヤを装着ずると、タイヤのヴ 
イズと種類が異なるため、事故を起 
こすおそれがあ0ます。 

状況に合わせて慎重に運転して<だ 
さい。最寄りの;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で、スペアタイヤ 
を新品のウインタータイヤ/ホイー 
ルに交換してください。 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでち走行が困難なと 
きは、スノーチェーンを装着してくだ 
さし、。 

スノーチェーンは 、 Daimler AG の指 
定品を使用して<ださい。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従って<ださい。 

OG 55 AMG long は、標準タイヤに 
スノーチェーンを装着しないでくだ 
さい。 

スノーチェーンを装着ずるとさは、じ ( 
下のことにミ主意してください。 

• 車種や仕様により、標準タイヤ、ホ 
イールに スノー チェーンを装着で 
さない場合びありまず。詳しくは 
([>289〜290ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

• 駆動力と車両操縦性を最大限に確 
保ずるため、スノーチェーンは4 
輪ずベてに装着してください。 


I 
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タイヤとホイール 


• スノー チェー ン装着時は約日 0 km / 
h 政下の速度で走行して<ださい。 

• 指定品(がのスノーチてーンを装 
着すると、タイヤからがれたり、車 
体に接触ずるおそれがありまず。 

• スノーチェーンの 脱着は、周囲の交 
通を妨げない、安全で平坦な場所で 
行なって < ださし、。 

• 路面に雪や凍結がな<なったとさ 
は、スノーチェーンをがしてくだ 
さし、。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほ5び走行しやずし、 
場合びありまず。 

〇 ウインター タイヤ、 スノーチェー 
ンについて、詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定 サービス エ場におたずね 
<ださし、。 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラべ j レの例 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあ0まず。 


タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず（>183 
ぺージ)。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は 「 bar （= kg / cm 2 )」 と fpsij 
で示してし''まず。 


目配 


タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤ空気圧ラベルにタイヤサイズび 
記載されている場合は、そのタイヤサ 
イズに適合したタイヤ空気圧び記載さ 
れています。 


園圓 


タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤサイズの代わりに、 " 16 "" や 
IIR 16" などのぶイール外径で表示され 
ていることちありまず。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 


B こな〇芭 s が田 
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タイヤサイズ表示の例 


ホイール外径のはタイヤのサイド 
ウォールのタイヤサイズ表示に記載さ 
れています。 

9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧びほいと、 
燃料をホ計に消費します。 


A 警告 

空気圧のほいタイヤで走行しないで 
ください。タイヤび過熱して破裂した 
り、乂巧を起こすおそれびあります。 
おず規定の空気圧を守って<ださい。 

タイヤに空気を入れすざないでくだ 
さい。空気を入れすざたタイヤは、 
路上の破片や凹みなどにより損傷を 
受けたりパンクしやずくなりまず。 
また、車両操縦性に悪影響をおよぼす 
おそれがあります。 


A 警告 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着するなど、純正品 
または承認されたノりレブキヤップ Lu 
外のちのをホイールバルブに装着し 
ないでください。それ5を装着する 
と、バルブが常に開いた状態になる 
ため、空気圧低下の原因になります。 


A 警告 

タイヤの空気圧が何度を低下すると 
をはじ(下のことを確認して < ださい。 

• タイヤに異物がささっていないこと 
• ホイールやタイヤバルブから空気 
が漏れていないこと 

• 純正品または承認されたバルブ 
キヤップが装着されていること 
タイヤの空気圧が低いとさは、車の 
安全性に悪影響を及ぼし、事故につ 
ながるおそれがあります。 

タイヤ空気圧の点検は、でさるだけ夕 
イヤが冷えているときに行なってくだ 
さい。周囲の気温や走行速度、路面温 
度などの影響によりタイヤの温度が約 
10で変化ずると、タイヤ空気圧は約 
1 OkPa (0.1 bar / 1 .5 psi ) 変化しまず。 

不適切なタイヤ空気圧は、タイヤに m 
下のよ5な影響を与えまず。 

• タイヤ寿命の低下 

• 損傷を受ける可能性の増加 

• 車両操縦性への悪影響（八イド□プ 
レーこング現象など） 
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タイヤとホイール 


〇必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

0 "up to 210 krn / h " の表示がある場 
合は、"叩 to 21日 km / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 乗員人数や荷物の量に応じたタイ 
ヤ空気圧の記載がある場合は、記載 
内容に従って < ださい。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行ずるとさなどは必ず点検を 
行なって < ださし、 

〇 積載荷物がかないとさに、重し、 
荷物に对応した空気圧に調整する 
と、乗りむ地が悪<なることがあ 
りまず。 


タイヤ□ーテーシヨン 


A 警告 

タイヤまたはホイールのサイズが前 
後で異なるとさは、タイヤ□ーテー 
シヨンを行なわないでください。前 
後のタイヤを入れ替えると車両操縦 
性や走行安定性が確保でさません。 

ホイールボルトの締め付けトルクは 
1 3 l < g-m (1 3日 Nm ) でず。タイヤ □— 
テーシヨンを行なった後は、^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場でホ 
イールボルトの締め付けトルクを確 
認して < ださい。 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
9 〇 

日，〇日〇〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンをネ子 
なって< ださい。 



タイヤ□ーテ—シヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に行 
なラと、タイヤの摩耗を巧一化ずる 
ことがでさまず。その結果、タイヤ 
の寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを行なった 
後は、タイヤ空気圧を調整して<だ 
さい。タイヤ空気圧は、燃料給油フ 
ラップの裏側に貼付してあるタイヤ 
空気圧ラベルで確認して<ださい。 


B こな〇芭 s 邮田 
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タイヤの回転方向について _ 

回転ち向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転するよラに装着ずる 
ことで、八イド□プレーこング現象な 
どを発生しに<< し、タイヤの性能を 
発揮することができまず。 

タイヤの側面に記載された回転方向の 
矢印などの指示に従って装着して<だ 
さい。 


タイヤの保管 _ 

装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


タイヤの清掃 _ 

Q 高圧式スプレーガンを使用して夕 
イヤを清掃しないで<ださい。夕 
イヤを損傷するおそれがありまず。 
損傷したタイヤは必ず交換して< 
ださい。 



寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いが必要でず。必ず Li (下のを意事項 
を守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で、冷却水の不凍液の濃度が適正 
であることやバッテリーの液量や充 
電状態に不足がないことを点検して 
<ださい。 

エンジンオイル 

車を使用ずる場所の外気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用して < ださい。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし、凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま<地方の場を、か 
な<とち1年に一度ボディ下回りの防 
謂処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちったと 
さはずベて取り除いて<ださい。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
ありまず。 
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寒を時の取り扱い 


ドアや テールゲート のま結 

ドアやテールゲートび凍結していると 

をは LU 下のよ5な方法で走行ずる前に 

解凍するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへら 
などを使用し、ボディやウインド 
ウを損傷しないよ5にま意してくだ 
さい。 

• ドアやテールゲートび凍結して開か 
ないとさは、開□部周囲にめるま 
湯をかけ、解凍してから開いてくだ 
ごい。また、□ツクシ1」ンダーには 
めるま湯びかからないよ5にしてく 
ださい。 

• 再凍結を防止ずるため、ホ分な水分 
はされいに巧さ取って < ださい。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の防水 
シ ー) レを損傷ずるおそれびありまず。 

ボディ下側の着か 

• 走行前にボディ下部やフてンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊び 
付着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステア U ング操 
作びでさなくなり、事故を起こずお 
それびありまず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にま意しなび 
日、雪や氷塊を取り除いてください。 


• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
さは、大きくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアウインドウ、スライ 
ディングルーフなどび凍結していると 
さに、無理に動かずとモーターを損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から柔車してください。ペダルを操 
作するとをに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇り 
やす < なりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気 
ガスび車内に侵入ずるおそれびあり 
9 〇 

A 警告 

マフラーなどが雪に埋ちれた状態で 
エンジンをかけていると、排気ガス 
が車内に入り、一酸化炭素中毒を起 
こした0、中毒死するおそれがあ0 
ます。 


B こな〇芭6邮田 
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駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
HE に入れ、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
ようにむびけてください。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


走行時のを意 


滑りやずい 路面での発進 _ 

〇車輪を空転させないよ5に発進し 
てください。駆動装置を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

► 必要に応じてデイファレンシャ 
ル□ックをオンにしてください 
(>141 ページ）。 


エンジンを停止しての走巧 


A 警告 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア1」ングの操作に非常 
に大さな力び必要にな0ます。 

走巧中はエンジンを停止しないでく 
ださし、。 


ブレーキ 


A 警告 

ブレーキ操作が、後続車などに危険 
をおよぼずことがないよラに注意し 
て < ださい。 
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下り坂を走行ずるとき 


長い下り坂や急な下りあでは必ず 
ティップシフトで低いギアレンジを選 
択し、エンジンブレーキを効かせて< 
ださい。 

エンジンブレーキを併用ずることによ 
り、ブレーキシステムへの負荷び減 
0、ブレーキの過熱を防ぐことびでさ 
ます。また、ブレーキの摩耗を防ぐこ 
とびでさまず。 

ブレーキペダルを踏み続けるのではな 
く、より強い制動力び必要なときは、 
ブレーキペダルをいっぱいまで踏み 
込んで < ださい。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピード U S ッターの作動中を、ほい 
ギアレンジを選択ずることによりエ 
ンジンブレーキを効かせることびで 
さまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといい 
ます。ほいギアのとさほど効さび 
強< な0まず。 

ブレーキシステムに強い負荷びかかつ 
たとを 


A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
バッドび早<摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かな < なった0、 
火がび発生するおそれびあ0まず。 


ブレーキに大さな負担びかかったとさ 
は、ずぐに停車ずるのではなく、しば 
らく走行を続けてください。ブレーキ 
システムに風を当てることにより、よ 
り早くを却ずることびでさまず。 

ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとさなどは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このよラな 
とさは後続車にミ主意しなびら、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキぺ 
夕 V レを数回軽く踏んでください。 

路面び濡れているとさ 


A 警告 

滑0やすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かはないで< ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあ D ます。 

肅れた路面を走行しているとさや洗車 
直後は、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびありまず。このよ5なとさは後続 
車にま意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復ずるまで、ブレー 
キペダルを数回輕く踏んでください。 

ま結防止剤について 


凍結防止剤びまかれに道路を走行ずる 
とさは、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドに塩類び付着してブレーキの効 
をび悪<な0、制動距離び長<なるお 
それびあ0まず。 


B こ度〇芭6が田 
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このとさは、後続車にま意しなびらブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽<踏んで< ださい。さ 
日に、先行車との車間距離を十分確イ呆 
し、ま意して走行してください。また、 
次回走行ずるとさにを、ブレーキぺダ 
ルを数回軽く踏み、残った塩類を落と 
して < ださい。 

ブレーキパッドについて 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目まとして走行距離が数 
百 km を超えるまでは制動性能を完全 
には発揮できません。最初の数百 km 
までは、必要に応じてブレーキペダル 
を少し強めに踏んでください。また、 
ブレーキパッドやブレーキディスク 
の交換を行なったとさを同様でず。 

P ブレーキが過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水がかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキディス 
クを損傷するおそれがありまず。 

必ず純正のブレーキパッドを使用して 
<ださい。純正 iU がのブレーキパッド 
を使用すると、ブレーキ特性が変わつ 
て安全なブレーキ操作がでさな<なる 
おそれがあ0まず。 


AMG 強化ブレーキシステムのま 意事項 

AMG 強化ブレーキシステムは、高い 
負荷に耐えられるよ5に設計され 
ています。 

走行速度やブレーキペダルの踏力、気 
温や湿度などのが気環境により、ブ 
レーキノイズが発生ずることがあり 
ます。 

また、 ブレーキパッドやブレーキデイ 
スクなどブレーキシステムを構成ずる 
部品は、運転スタイルや走行状況に応 
じて摩耗度合いが異なってさまず。走 
行距離は摩耗度合いを測る目安にはな 
りません。負荷の高い運転を行なった 
とさは、摩耗度合いが高<なりまず。 

〇ブレーキシステムに高い負荷を与 
えるよ5な走行をした後は、必ず 
メルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で点検を受けてください。 


(( D ) 」ブレーキ 警告。 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは、警告灯び 
故障しています）、エンジン始動後に 
消灯しまず。 

エンジン始動後をパーキングブレー 
キを効かせているとをは、点灯した 
ままになりまず（エンジンスイッチ 
び1の位置のとさを点灯したままに 
なりまず）。 

パーキングブレーキを解除してを消灯 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとをに点灯ずる場合は、ブレーキ液 
び不足していまず。ま全な場所に停車 
し、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 
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H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパツ 
ドに関ずる故障/警告 ツセージ 
が表示されたときは(>242ページ） 
をご覧 < ださい。 


タイヤのグリップについて 


A 警告 

安全な走行のたが、濡れた路面や凍 
結した路面では、乾燥した路面を走 
巧ずるとさよりち低い速度で走行し 
て < ださい。 

外気温度が低いとさは、路面の状態 
に十分ま意して<ださい。路面が凍 
結しているとさは、ブレーキ時に夕 
イヤと路面の間に薄い水の層が形成 
され、タイヤのグ U ップが大さく低 
下します。 


濡れた路面での走行 
八イド□プレーニング現象 


一定上の深さがある水たまりを走 
行するとさは、 Li (下の状態でち、八イ 
ド□プレーこング現象が発生ずるおそ 
れがありまず。 

• 走行速度を落としている 

• タイヤトレッドの溝の深さが十分に 
おな 

でさるだけ水たま0や離を避け、ブ 
レーキを効かせるとさは注意して<だ 
さし、。 


道路び冠水しているとをや車び水没し 

たとを 

やむを得ず冠水した道路を走行ずると 

さは、の点に注意してください。 

• 許容されている最大水深値は約 
50 cm でず。 

• 波が立たないよラな速度で走行して 
<ださい。 

〇前方を走行している車両や、ずれ 
違5車両からち波び発生しまず。こ 
れにより、最大水深値を超えること 
びありまず。 

〇豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったとさはましてエン 
ジンを始動しないで<ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エンジ 
ンに重大な損傷を与えるおそれびあ 
りまず。 

B 車び水没した場合は、水び引いた 
後でをエンジンを始動せずに、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 

ミ印IIなどを渡るとを 





①最大許容水深值 

車種 最大許容水深 fii 

全車 50 cm 


B こな〇芭6邮田 
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y 最大許容水深値を超えるところは 
絶巧に走行しないで<ださい。水流 
のあるところでは、最大許容水深値 
はほくなることびありまず。 

〇 水の状態びをれいな場合にのみ走 
行することびでさまず。 

• 「オフ□ー ド走行」0214ページ） 
および「オフ□ー ド走行時のミ主意」 
(021 5ページ）の指示に従ってく 
ださい。 

• 走行前に水深と j 11底の状況を確認し 
て < ださい。 

• エアコンデイシヨナーをオフにして 
<ださい。 

• □—レンジにしてください （>139 
ページ)。 

•必要に応じて、デイファレンシャ 
ル□ックをオンにして < ださい 
0141ページ)。 

• ティップシフトでギアレンジ m 
か m を選択してください12 
ぺージ)。 

• エンジンを高回転までまわさないよ 
うにして、ゆっくりと走行してくだ 
さい。 

• 水に入るとさと出るとさは水平な場 
所を選択し、人び歩く くらいの速度 
で走行してください。 

P みして速度を上げなびら水に入ら 
ないでください。波び立ち、エンジ 
ンや車体を損傷ずるおそれびあり 
ます。 

• ゆっく0と一定の速度を保って走行 
して < ださい。 

• 巧川をミ度っている途中で停車しない 
で < ださい。 


〇巧川をおっている途中でドアを開 
かないで<ださい。浸水ずると、内 
装や電気装備を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

• 巧川をミ度っている途中で停車した 
り、エンジンを停止しないでくだ 
さい。水の中は抵抗び大さく、川底 
を滑りやず<不ま定なため、発進び 
困難になりまず。 

• 波び立たないよ5に走行してくだ 
さい。 

• 巧川を;度った後は、タイヤの溝を洗 
ミきし、付着したミ尼などを取り除いて 
<ださい。 

• 巧川をミ度った後は、ブレーキの効さ 
び悪くなりまず。ブレーキペダルを 
数回軽<踏んでブレーキパッドを乾 
かして < ださい。 


雪道やま結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間距 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で慎重 I こ走行してください。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 
め、 i - U 下のミ主意事項を守って<ださい。 

• ウインタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールを使用しない 
で < ださい。 
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• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪<なるこ 
とびありまず。このようなときは、 
後続車にま意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復ずるまで 
ブレーキぺダ j レを数回軽く踏んでく 
ださし、。 

A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かはないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
0まず。 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5に穏やかにアクセル 
ペダルを操作してください。タイヤ 
を空転ごせると、タイヤだけでな< 
トランス S ッシヨンや駆動系部品を 
損傷するおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風び強いとを 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 

なとさは、ステア U ングをしっかりと 

握り、いつをより速度を下げて進路を 

保って < ださい。 


トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
イトを点灯して<ださい。内部照日月び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 


r 走行中に異常を感じた5 


警告 I 灯び点口したとをやマルチファン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび 表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してくださし)。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしにり、車に重大な 
損傷をちえるおそれびありまず。 

ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料 
などび漏れていないか確認してくだ 
さい。漏れやボディ下部に損傷を見つ 
けたとさは、運転を中止してメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
てください。損傷を放置したまま走行 
を続けると、事故を起こずおそれびあ 
りまず。 


B こな〇芭6邮田 
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走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車して<ださい。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとを 

駐車ずるとをの注意事項 

• マフラーは非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
危険びないことを運転をび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないで < ださい。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングやシートなどに触れると、乂 
傷をするおそれびありまず。 

• 炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしにり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、柔車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げて < ださい。 


• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いてください。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車巧 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

車の周囲び雪で覆われているとを 

車の周囲び雪で覆われているとさは、 
雪を取0除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪によりマフラーび面 
ごびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 
それびありまず。 

急な坂道で駐車ずるとを 

急な坂道で駐車ずるとさは、セレク 
ターレバーを に 入れ、パーキ 
ング ブレーキを 確実に効かせてくだ 
さい。さらに輪止めをして、前輪を歩 
道方向に向けて < ださい。 

仮眠ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとさは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動を出して 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーび異常過熱して乂 
災の原因にな0まず。 

を退ずるとを 

後方視界び十分にお保でさないとさ 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 
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雨降りや濃霧時の運転 _ 

雨が降っていたり、濃霧が発生してい 

るとさは、 iiTF の点にミ主意して、いつ 

ちより慎重に運転してください。 

• 路面が滑りやずいため、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長< な0まず。 

また、見通しが悪いため、歩行者 
や障害物の発見が遅れがちになり 
ます。いつちより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保して < ださい。 

• 安全な視界を確保ずるため、必要に 
応じてデフ□スターや U アデフォッ 
ガーを作動させて< ださい。また、 
エアコンデイシヨナーを作動させて 
AC モードを設定し、車内を除湿し 
て < ださい。 

• 雨降りや濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドライ 
卜やフォグランプを点口して<だ 
さし、ただし、へッドライトを上向 
さにずると、雨や濃霧に反射して視 
巧を損なったり、対向車を胺惑ずる 
ため、下向さで点口して<ださい。 

• 濃露のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、露が晴 
れるまで安全な場所に停車して<だ 
さし、。 


オフ□-ド走巧 


A 警告 

• 地形や路面の状況が把握でさない 
悪路では低速で走行してください。 
障害物などを見つけやずくなり、 
事故の危険性を減らずことがでさ 
まず。 

• 坂が急勾配で上り切れない場合は、 
U ターンせず、セレクターレバー 
を CE の位置にして後退して下り 
てください。車が横転するおそれ 
びあ0ます。 

• 斜面を斜めに走行しないで<だ 
さい。車が横転するおそれがあり 
まず。斜面を斜めに走行する必要 
があり、万一横転しそうになった 
場をは、ただちに斜面の下り側へ 
ステアリングをまわし、姿勢を立 
て直してください。 

• セレクターレバーを m の位置に 
したままで走行しないでくださし、。 
エンジンブレーキがまった<効か 
ず、ブレーキペダルだけで走行速 
度を調整しよラとすると、車のコ 
ント□ールを失うおそれがあり 
ます。 


B こな〇芭6が田 
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A 警告 

• オフ□ー ド走行後は、ブレーキシ 
ステムに砂やミちれなどが付着して、 
過度の摩耗やブレーキの誤作動に 
つなびるおそれびあ0ます。 

• オフ□ー ド走行後にブレーキにミち 
れなどがあるとさは、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検と 
洗浄を行なってください。緊急時 
に十分なブレーキカが得られな 
かったり、ブレーキが誤作動ずる 
おそれがありまず。 


A 警告 

車の損傷は事故の原因にな0ます。損 
傷しているおそれがあるときは^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 


オフ□ードでの走行 _ 

車の特性や操縦性を知ることにより、 
安全に目的地に到達ずることがでさ 
ます。悪路走行の前に練習走行をされ 
ることをお勧めします。 

オフ□ー ドを走行ずる前に LU 下の注意 
をご覧 < ださい。 

オフ□ー ドを走行するための特別装備 
には、下ちのがありまず。 

• 4 ETS ([>54ぺージ） 

• ク□スカントリーギア （>138 ぺ一 
ジ） 

• デイファレンシャル□ツク （>140 
ぺージ） 


オフ□ード走行時の注意 


• 停車して、必要に応じて□ーレンジ 
にしてください0139ぺージ）。 

•必要に応じて、デイファレンシャ 
ル□ックをオンにしてください 
(>141ぺージ)。 

〇 デイファレンシャル□ックを才 
ンにしているとをは、 ABS 、 ETS , 
ESP ®、 BAS の機能び解除されまず。 
ブレーキを効かせると前輪び周期的 
に□ックし、化面を掘る効果により、 
オフ□ー ドでの制動距離を短くずる 
ことびでさまず。前輪び□ックし 
ているときは、車両操縦性び著しく 
ほ下します。 

• 荷物び確実に収納されていること、 
または確実に固定されていることを 
確認して < ださい。 

• 苗に十分な最ほ化上高を確保し、車 
の損傷を防いでください。 

• 下り坂を走行ずるとさは、エンジン 
を停止しにり、セレクターレバーを 
rm に入れないで < ださい。 

• 上りあを走行ずるときは、エンジン 
を停止したり、セレクターレバーを 
rm に入れないで < ださい。 

• 速度を上げないでください。必要に 
応じて、人び歩くくらいの速度で走 
行してください。 

• 苗にタイヤび地面に接していること 
を確認して < ださい。 

• i せ形や路面の状況びお握でさないと 
さや視界の悪いとさは、走行ずる前 
に車から降0て、を険びないことを 
確認してください。 
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オフ□—ド走行 


• やむを得ずミ巧川などを渡るときは、 
走行前に水深や水の流れ、川底の状 
態を確認してください。 

• ミ巧川などを渡るときは、停車したり 
エンジンを停止しないで<ださい。 

•岩、巧、木の切り株、溝など、大 
さな障害物を避けて走行して < だ 
さい。 

• ドア、 テールゲート、ドアウインド 
ウ、スライディングルーフは常に閉 
じておいて < ださい。 

• クルーズコント □ー ルや可変ス ピー 
ドリミッターは使用しないでくだ 
さい。 

• 地形に応じた速度で走行して<だ 
さい。荒れた路面や急斜面、わだち 
が多い地形では、より低い速度で走 
行してください。 

•巧川などを渡るとさは、ゆっくりと 
一定の速度を保って走行します。波 
が立っていないことを確認して<だ 
さし、。 

• 砂地では、走行抵抗が大さいた 
め、やや速度を上げて走行して<だ 
さい。車が砂地に埋まるおそれがあ 
りまず。 

•駆動力が途切れないよラに、車を 
ジャンプさせないで<ださい。 

• エンジンを高回転までまわさないよ 
5にし、適切なエンジン回転数で走 
行してください。 

9環境 

環境に配慮して走行し、自然破壊を 
しないで < ださい。 


オフ□—ドを走巧ずる前に 


• エンジンオイル量を点検してくだ 
さい。必要であれば、エンジンオイ 
ルをネ甫給してください0193ペー 
ジ）。急な傾斜地においてをエンジ 
ンに十分なエンジンオイルび供給さ 
れまず。 

〇走行中にエンジンオイル量に関ず 
る警告メッセージび表示されたとさ 
は、ずみやかにま全な場所に停車し 
て<ださい。エンジンオイル量を点 
検してください。エンジンオイル量 
に関する警告メッセージを無視し 
ないでください。メッセージを表示 
したまま走行を続けると、エンジン 
を損傷ずるおそれがありまず。 

• ジャッキが正常に動<か点検して< 
ださい。万一のためにけん引用ケー 
つ ')レやおりたたみ式スコップなどを 
車に積んでおいて < ださい。 

• タイヤの溝の深さと空気圧を点検し 
てください0199ページ）。 

. 損傷がないか点検し、小石などの異 
物が挟まっている場合は取り除いて 
<ださい。 

• バルブキャップが紛失している場合 
は、取り付けて<ださい。 

• U ムが歪んでいたりぶイールに損傷 
がある場合は交換して < ださい。 

• 専用のスペアタイヤを搭載して<だ 
さし、 


B こな〇芭6邮田 
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オフ□—ドを走巧した後に 

オフ□ー ドでの走行は、通常の走行に 

比べて車両によりをくの負荷びかかり 

ます。 

オフ□ー ド走行後は車を点検してくだ 

さい。車の損傷をすぐに発見ずること 

により、事故の危険を避けることびで 

さまず。 

• □ーレンジから八イレンジにしてく 
ださい。 

• ディファレンシャル□ックを解除し 
てください （01 42ページ）。 

• へッドライトやテールランプなどを 
洗ミきし、損傷びないか点検して<だ 
さい。 

• 前後のナンバープレー h を洗浄して 
<ださい。 

• ホイールやホイール八ウス、ボディ 
底部、タイヤをスプレーガンなどで 
洗浄し、各部の損傷や異物の有無な 
どをお認してください。 

• 植物や枝などび車体や駆動部に挟 
まっていないか点検してください。 
これらび挟まっていると乂災の危険 
びあるほか、燃料系部品、ブレーキ 
ホース、アクスルジョイントやドラ 
イブシャフトのカバーなどを損傷ず 
るおそれびありまず。 

• 車の底部、ホイール、タイヤ、ブレー 
キ、 ボディ、ステアリング、駆動系 
部品、排気系部品などに損傷びない 
か点検して < ださい。 

• 砂 i せ、めかるみ、砂利道、水の中の 
よラなミちれた状況で長時間走行した 
後は、ブレーキディスク、ホイール、 
ブレーキパッド、アクスルジョイン 
卜を点検し、掃除してください。 


• オフ□—ド走行後、走行中に強い振 
動を感じる場合は、ホイールや駆動 
部などに異物びかみ込んでいないか 
点検し、必要であれば取り除いてく 
ださい。ホイールバランスび狂い、 
振動の原因になりまず。 


砂地を走行ずるとを 

やわらかい砂 i せでの走行は、スタック 

(立ち往生）しやずいため、(下のま 

意に従ってください。 

• □ー レンジにしてください。 

• エンジンを高回転までまわさないで 
<ださい。 

• 砂 i せの状況に合わせて、テイップシ 
フトでギアレンジを選択してくだ 
さい （ M 12ぺージ）。 

• 走行あ抗び大さいため、やや速度を 
上げて走行してください。車び砂 i せ 
に埋まるおそれびありまず。 

• 可能であれば、他の車び残した浅い 
わだちをなぞって走行して < だ 
さい。このとさは、わだちの深さと 
固さ、車の底部との間隔にま意して 
<ださい。 


ねだちを走行ずるとを 

わだちややわらかい路面を走行ずると 
きは、(下のミ主意に従ってください。 

〇わだちび深<な<、車の底部との 
間に十分な間隔びあることを確認し 
てください。車を損傷しにり、タイ 
ヤび化面から離れて走行不能になる 
おそれびあ0まず。 
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• □ーレンジにしてください。 

• エンジンを高回転までまわさないで 
<ださい。 

• 「オフ□-ド走行」 （021 4ページ） 
および「オフ□ー ド走行時のま意」 
(^215 ページ）の指示に従ってく 
ださい。 

• ティップシフトでギアレンジ m 
を選択してください （ W 12 ペー 
ジ)。 

• 低;速で走行して < ださい。 

• わだちび深い場合は、可能であれば、 
左ちどちらかの車輪をわだちの間に 
乗せて走行してください。 


障害物を柔り越えるとを 



〇障害物により、車の底部や車体、 
駆動部を損傷するおそれびあり 
ます。大さな障害物を乗り越えると 
をは、同乗者に車外から誘導してを 
らってくだ'さい。車を損傷ずると、 
事故を起こず危険性が増しまず。 


木の切り株や大さな石、その他の障害 

物を乗り越えるとさは、 Li (下の注意に 

従って < ださい。 

• 「オフ□ー ド走行」(>214ページ) 
および「オフ□ー ド走行時の注意」 
([>215ページ）の指示に従って< 
ださい。 

► □ーレンジにして < ださい。 

• エンジンを高回転までまわさないで 
<ださい。 

►テイツプシフトでギアレンジ □□ 
を選択してください（>112ペー 
ジ)。 

• 障害物を乗り越える前に、車の底部 
との間に十分な間隔があることを確 
認して < ださい。 

• ごく低速で走行して < ださい。 

• できるだけ障書物に对して直角にな 
るようにして、まず前輪で障害物の 
中央を乗り越え、次に後輪で乗り越 
をて < ださい。 

Q 急勾配の坂を上り下りずるとさに 
障書物を乗り越えるとさは、十分 
注意して < ださい。車両が傾いた 
り、横滑りや横転ずるおそれがあり 
ます。 


B こな〇芭6邮 m 
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坂道の走行 


アブ□ーチ/デパーチヤアングル 


P -:。-— 子 _ 


r —— 


辟 

③ 


①アプ□—チアングル（フ□ント） 
©デパーチヤアングル（リア） 


車種 

アブ□ーチ 
アングル 

デパーチヤ 
アング J レ 

G 550 
long 

約37° 

約31。 

G 55 AMG 
long 

約33。 

約28° 


〇 タイヤや積載荷物、オプション装 
備品などにより、角度の値は異なり 
ます。 


• 「オフ□ー ド走行」0214ページ） 
および「オフ□ー ド走行時のミ主意」 
0215ページ）の指示に従ってく 
ださい。 

• 坂道はでさるだけまっすぐに上り、 
まっすぐに下りてください。 

• 急勾配のあを上り下りずるときは、 
走行前に□ー レンジにしてくだ 
ごい。 

•必要に応じて、デイファレンシャ 
ル□ックをオンにして < ださい 
(0141 ぺージ）。 


• ほ速で走行して < ださし、。 

• アクセルペダルはゆっくり踏み込 
み、苗にタイヤび化面に接している 
ことを確認して < ださい。 

• 砂 i せやめかるみなどの走行抵抗の大 
をい路面外は、エンジンを高回転 
までまわごないよ5にして走行して 
<ださい。 

• あを下るとさはエンジンブレーキを 
効かせてください。エンジン回転数 
び許容限度を超えないよラにま意し 
て < ださし、。 

• あの勾配に合わせて、テイップシフ 
卜でギアレンジを選択してください 
(N 12ページ）。 

• あを下る前にテイップシフトでギ 
アレンジ m を選択してください 
0112ページ)。 

• 長い下りあを走行した後は、必ずブ 
レーキを点検してください。 

急巧配の坂道 


路面状態び良く、□ーレンジを選択し 
たとをは、急勾配の坂道を上ることび 
可能になりまず。 

〇 急勾配の坂で前輪の荷重び不足し 
たとさは、前輪は空転しやずくなり 
まず。このよ5な状況を検知ずると 
4 ETS び作動し、自動的にブレーキ 
制御を行ないまず。これにより後輪 
へのトルク配分び増えて登坂能力び 
増しまず。 


B 三養芭 S が田 
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坂を上り切ったとを 


坂を上り切る直前にアクセルペダルを 
ゆるめ、車の惰性を利用して上ってく 
ださい。 

これにより、車び跳ねたりせず、駆動 
力を失5ことびありません。また、速 
度び上びりずざないよ5にして下りあ 
に備えることをできまず。 

坂を下るとを 


• あを下る前にティップシフトでギ 
アレンジ □□ を選がしてください 
(…2ページ)。 

エンジンブレーキにより速度を助]え 
ることびでさまず。十分な減速び得 
日れないときは、ブレーキぺ夕 V レを 
ま意深 < 踏み込みます。このとさは、 
車び横滑りしていないことを確認し 
て < ださい。 

• r 坂道の走行」(>219ぺージ）の指 
おに従ってくだごい。 

• ほ速で走行して < ださい。 

• あ道はできるだけまっすぐに下り 
てください。前輪び斜面に巧して 
まっすぐ下り方向を向いていること 
を確認してください。車びス U ップ 
したり、横転ずるおそれびありまず。 

• 長い下りあを走行した後は、必ずブ 
レーキを点検してください。 


へッドライトガード * * _ 

〇保ま基準に適合しないため、へッ 
ドライトガードを取り付けたまま公 
道を走行しないでください。 



へッドライトガードの取り付け 

► プラスドライバーでへッドライト 
ケースの取り付けネジ③をゆるめ、 
へッドライトケース①を上方に引さ 
巧をまず。 

〇取り付けネジは、へッドライト 
ケースび引さなける程度までゆる 
めて<ださい。ゆるめずざるとネ 
ジび脱落したり紛失ずるおそれび 
ありまず。 

〇 へッドライトケースはへッドライ 
トウォッシヤーび取り付けられてい 
るため、取り外ずことはできません。 


B こな〇芭6邮田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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► プラスドライバー でへ ッドライト 
ケースの上側のネジ（図の矢印の 
部分）を外し、マウント®を取り 
外します。 

〇ネジを外ずとへッドライトケース 
裏側のワッシャーび外れまず。紛失 
しないよ5にま意してください。 



►へッドライトガード④の図の位置 
にマウント⑤をはめ込み、ヘッド 
ライトケースのにネジ止めしまず。 


►へッドライトガード④を下げ、□ッ 
ク⑤にはめ込みまず。 



► へッドライトケースのを上から差 
し込みまず。 


►取り付けネジ⑤を締め、ヘッドラ 
イトケースのを固定しまず。 

〇取り付けネジは強く締めずざない 
でください。へッドライトケースを 
損傷ずるおそれびありまず。 
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メンテナンス 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転ずるためには、ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要がありまず。ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場では 1；(下のよ 
ラな点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検壁備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目がありまず。これらは;メンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるちのでず。 

次の点検時期を示すステッカーがフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

整備手帳 


車には整備手帳が備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認して < ださい。 


曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用ずるとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただ<点検 
でず。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
まず。 

点検を実施したとさに異常が発見され 
た場をは、ずみやかにルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


メンテナンスインジケーター 



走行距離や経過時間などに応じて、 
乂一九 一指定点検整備の実施時期を表 
しす〇 


><ンテナンスインジケーター画面が表 
示されたとさは、一力一指定点検整 
備を行なって < ださい。 

P ><ンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

D 一力一指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかった場合は、保 
証などの对象外になることがあり 
ます。 


B こな〇芭6邮田 
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自動表示機能 


次のメーカー指定点検整備の実施時 
期び近付くと、エンジンスイッチを2 
の位置にしたとさやエンジンびかかつ 
ているとさに、メンテナンスインジ 
ケーターび自動的に表示されまず。 

メンテナンスインジケーターは数秒後 
に表お前の画面に戻りまず。 

メンテナンスインジケーターを消し 
たいとさは、1」セットボタンを押し 
ます。 

手動表示 

メンテナンスインジケーターは手動で 
を表示でさまず。 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

► まにはを押して、車両 
情報の基本画面を表示させまず 
(>121ページ）。 

► ^または^を押して、メンテ 
ナンスインジケーターを表おごせ 
ます。 

表示メッセージ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化し 
ます。 

点検壁備実施時期前の表示例 

II メンサンス A アト XX ニ チ" 

II メンテナンス B 外 XX ニ チ" 


点検壁備実施時期になったとさの表 
示例 

II メンサス A グッ]ウ II 
II かサンス B グッ ]ウ|| 

点検壁備実施時期を過ざたとさの表 
示例 

II メソサンス A XX ブキドン]1 テイの" 

II メンサス B XX こチキドン]1テイ 巧" 

II メンテナンス A XX km キドン] I テイ マス" 

II メンテナンス B XX km キケ''ン]1テイ 巧" 

点検整備実施時期を過ぎたとさは、警 
告音を鳴りまず。 

〇" メンサンス A "、 "メン サンス B " は、次回 
のメーカー指定点検整備の範囲を 
示ずをので、どちらび表示されるか 
は曰ごろの運転スタイルや走行距離 
などにより異なりまず。詳しくは整 
倫手帳をご覧ください。 

〇 メンテナンスインジケーターび自 
動的に表おされる時期は、運転ス 
タイルや走行距離などにより変わ 
りまず。 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は、加算されません。 


メンサンス A 外 XX km " 
かサンス B アト XX km " 
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曰常の手入れ 


メンテナンスインジケーターの U 
セット 

一力一指定点検整備後に、ルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場で^ンテ 
ナンスインジケーターを U セットして 
<ださい。 

U セット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の^一力一指定点検 
整備実施時期として表示します。 

Q ンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるとさは、ずみや 
かに;><ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 


曰甫の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG がす旨 
定する用品のみを使用して < ださし、。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

一部の含成クリーナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質が含まれているこ 
とがありまず。カーケア用品を使用す 
るときは、必ず添付の取り扱い上の 
ミ主意を読み、指示に従って<ださい。 

車内でカーケア用品を使用するとさ 
はドアやドアウインドウを開さ、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気が可 
燃性ガスに引火して火災を起こすお 
それがありまず。 

車の手入れをするときに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないで<だ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあ 
0まず。 

カーケア用品は、子供の手が届くと 
ころや火気のおくに置いたり保管し 
ないで <ださい。 

B 車の手入れをずるとさは、 iu 下の 
ちのを使用しないで<ださい。 

• 乾いた巧や目の粗い巧、かたい 
巧など 


• 研磨剤を含むクリーナー 
. 有機溶剤 

. 有機溶剤を含むクリーナー 


B こな〇芭6が田 
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まに、強くこずったり、スクレーパー 
などのかたい物び塗装面や保護フィ 
ルムなどに触れないよ5にしてくだ 
さい。塗装面や保護フィルムなどを 
損傷したり、こずり傷び付くおそれ 
びありまず。 

9環境 

クリーナー類やカーケア用品は、環 

境に配慮して廃棄してください。 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 巧び石などにより塗装面を損傷ずる 
と、鐘の原因になりまず。早めにネ甫 
修を行なってください。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を走 
行しにとをは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー巧を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強く当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
びありまず。 


〇車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでくださし、 
ホイールク U — ナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッ ドなどび 
腐をずるおそれびありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行してくだ 
ごい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドび 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 


r パ装 


洗車時の注意 


洗車をずるとさは、し U 下の点にま意し 

て < ださい。 

• 水び凍るよ5な寒いとさや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱<なっているよラな 
とさは洗車をしないで < ださし、。 

• 洗車をずるとをはマフラーにミ主意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしたり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクび 
熱いとさに急激に;ちやずと、ブレー 
キディスクを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

• ホイールには酸性のホイールク U — 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐をずる 
おそれびあ0まず。 
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曰常の手入れ 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

► 水にカーシヤンプーなどを混ぜた洗 
をあを用意し、車全体にかけまず。 
外気取り入れ□付近ではか量にし、 
ダクト内に洗を液び残らないよ5に 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧さ取 
りまず。 

自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車した後は、ブレーキ 
の効きび悪くなることびあ0まず。ブ 
レーキディスクやブレーキパッドび乾 
くまでは、十分ミ主意して走行してくだ 
さい。 

車のミちれびひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをして < だ 
さしん 

P 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使 
用しないで < ださい。車内に水が浸 
入するおそれがありまず。 

Q 自動洗車機が車のサイズにをつ 
ていることを確認して<ださい。ま 
た、洗車前にドア S ラーを格納して 
ください。車体やドア S ラーを損 
傷するおそれがありまず。 


Q 自走式の自動洗車機を使用ずる 

とさは、セレクターレバーが rm 

に入っていることを確認して<だ 

さい。車を損傷するおそれがあり 

まず。 

〇 (下の点にま意してください 

• ドアウインドウやスライデイン 
グルーフび完全に閉じているこ 
とを確認してください。 

• を熱ヒーター/ベンチレーシヨ 
ンを停止してください （>161 
ページ)。 

• ワイパーを停止してください 
(1>97、99ぺージ）。 

• 回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷び付さ、塗装面の光ミ尺 
び失われたり、劣化を早めるお 
それびあ0まず。 

車を損傷ずるおそれびありまず。 

自動洗車機で洗車しに後は、フ□ント 
ウインドウやワイパーブレードに付着 
した洗を液を巧さ取ってください。フ 
□ントウインドウに残った残留物によ 
る巧れを防ざ、ワイパーノイズをほ減 
させます。 

高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高し、 
ため、タイヤを損傷して、事故の原 
因にな0ます。 


B こな〇芭6邮田 
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P 車両と高圧式スプレーガンのノズ 
ル間には、常に最ほでを 30 cm の 
間隔を確保してください。 

高圧式スプレーガンのノズルは円を 
描くように動かしてください。 

高圧式スプレーガンのノズルを直 
接、し U 下の物に向けないで < ださい。 

• タイヤ 

• ドアのずを間やヒンジ部分など 
• 電気装備 
• バッテリー 
• コネクター 
• ライト 
• シール部 
• 卜1」ム部品 
• 吸気 □ 

シール部や電気装備や塗装面び損 
傷することにより、車内への水の浸 
乂や故障につなび0まず。 

ホイールの清掃 

P ホイールには酸性のホイールク 
U ーナーを使用しないで< ださい。 
ホイールやす、イールボルト、ブレー 
キ構成部品を損傷するおそれがあり 
ます。 


B 車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでくださし、 
ホイールクリーナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッドなどが 
腐食するおそれがありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行して<だ 
さい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドが 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 

塗装面の清掃 


不適切な手入れによる傷や腐食、損傷 

は完全に修復ずることはでさません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 

で補修ずることをお勧めしまず。 

►不純物は、強くこずることなく、た 
だちに取り除いて < ださい。 

► 虫の死がいはインセクトリムーバー 
で取り除さ、周囲をよ<洗い流して 
<ださい。 

►鳥のふんは水で落とし、周囲をよく 
洗い流して < ださい。 

►油脂類、樹液、オイル、燃料、グ 
リースなどは、ベンジンまたはライ 
ター用オイルを染み込ませた巧で軽 
<ふいて < ださい。 

► タールはタール U ムーバーで取り 
除いて < ださい。 

► ワックスはシリコンリムーバーで取 
0除いて <ださい。 
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曰常の手入れ 


P 塗装面に iU 下のちのを貼付しない 
で<ださい。 

• ステツカー 

• フイルム 

• マグネットなど 

塗装面を損傷するおそれがあり 
ます。 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 
アコートで塗装されていまず。 

非常にデ U ケートな塗装のため、日常 
の手入れなどで独特の質感を損な5お 
それがありまず。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

マットペイント塗装されたホイールに 
ついてち、同様の手入れを行なって< 
ださい。 

〇塗装面を磨ひないでください。 

[ I け下のことは塗装面に光沢を持た 
せにり、マット塗装の質感を損なわ 
せるおそれびありまず。 

• 不適切な素材で力強<こずること 
• 頻繁に洗車を行なラこと 
• 直射日光下で洗車を行なラこと 

〇塗装面の手入れには、ワックスや 
研磨剤、光沢剤のよ5なペイント保 
護剤は使用しないでください。質感 
を損なったり、塗装面を損傷ずるお 
それがありまず。 

〇塗装面にミちれび付着したとさ 
は、ずみやかに取り除いてください。 


〇樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでくださし、。 
質感を損なったり、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇ワックスなどの巧れび付着したと 
さは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたさなびらミちれを拭さ取って 
<ださい。 

〇タールなどのミちれび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたをなびらミちれを巧さ取ってくだ 
さい。 

Q 高圧式スプレーガンやスチームク 
U ーナーは使用しないでください。 
塗装面を損傷ずるおそれがあり 
9 〇 

H 塗装の修復などは、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で行なって 
<ださい。 

〇 洗車は、柔らかいスポンジとカー 
シヤンプー、十分な水で、手洗し'' 
で行なラことをおずずめしまず。 

ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃するとき 
は、必ずエンジンスイッチか5キー 
を抜いて<ださい。ワイパーが作動 
してけがをするおそれがあります。 

► ウインドウのが側と内側を水で湿 
らせた柔らかい巧で清掃して<だ 
さし、。 


B こな〇芭6邮田 
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H ウインドウの内側を清掃ずるとき 
は、乾いたなや研磨剤、有機溶剤を 
含むク U —ナーなどを使用しないで 
<ださい。また、かたい物でこすら 
ないでください。ウインドウを損 
傷するおそれがありまず。 

Q フ□ントウインドウおよび U アウ 
インドウの排水口にたまった枯葉や 
ほこりなどを定期的に清掃して<だ 
さい。排水口が目詰まりを起こし、 
腐食の原因 I しなったり、電気装備を 
損傷するおそれびありまず。 

ワイ パー ブ レー ドの清掃 


A 警告 

ワイバーブレードを清掃ずるとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを 
抜いてください。ワイパーび作動し 
てけびをするおそれびあります。 

[ I ワイ パー ブレードを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあ0まず。 

[ I ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこずったりしないでください。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► ワイ パーアームを 起こしまず。 

► ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かい巧で軽く田:をまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 

〇ワイパーアームを元の位置に戻ず 
ときは、ワイ パー アームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷ずるおそれびありまず。 


ライト類の手入れ 


へッドライトを含むライト類は樹脂製 
レンズでず。流水または水とカーシヤ 
ンプーを混ぜた洗ミき液で洗い流して< 
ださい。 

〇有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強く 
こずらないでください。また、 へ、ソ 
ドライトウォッシヤーは必ず専用の 
純正ウォッシヤー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


パークト□ニックセンサーの手入れ 



► パークト□ニックセンサーのを清 
掃するとさは、流水まには水とシャ 
ンプーをミ居ぜた洗を液で洗い流して 
<ださい。 

"パークト□ニックセンサーを清 
掃するとさは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正(外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾拭さし 
ないで<ださい。センサーを損傷ず 
るおそれびありまず。 
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曰常の手入れ 


P パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U ーナーを使用しないで< ださい。 
センサーや塗装面を損傷ずるおそれ 
がありまず。 

ク□ーム部分の手入れ 


路面のル石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、ク□ーム 
部分の表面にサビが発生ずることが 
ありまず。 

特に冬場や洗車後は、定期的にク□一 
ム部分の手入れを行なうことにより、 
ク□ームの輝さを保ち、また元の輝さ 
を取0戻ずことがでさまず。 

U ホイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のクリーナーでステンレス製ス 
ペアタイヤカノ （一 や マフラーの 手入 
れを行なわないで < ださい。 

► ク□ーム部分の手入れについては、 
ルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場におたずね < ださい。 


車內 

A 警告 

清掃ずるとさは、プラスチック部品 
の端部や、シート下部などにある U 
ンケージやヒンジなどの金属部分び 
露出した箇所に注意してください。 
触れるとけがをするおそれがあり 
ます。 


• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないよラにミ主意して 
<ださい。 

また、乾いた巧で拭いたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むクリーナーなどを 
使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付ずると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
がありまず。詳し<はルセデス • 
ベンツ指定 サービス エ場におたず 
ね < ださい。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► ディスプレイの手入れを行な5前 
に、必ず COMAND システムを才 
フにして、ディスプレイの表面が熱 
くなっていないことを確認してくだ 
さい。 

► 市販の不織布とディスプレイクリー 
ナーを使用して、ディスプレイの表 
面をおさ取0まず。 

► 乾いた不織巧でディスプレイをおさ 
まず。 

Q ディスプレイが熱<なっていると 
きは、冷えるまで待ってください。 


B こな〇芭6邮田 
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HCOMAND ディスプレイを清掃ず 
るとさに LiTF のちのを使用しないで 
<ださい。ディスプレイを損傷する 
おそれがあ0まず。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスフ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
ありまず。 

プラスチックトリムの清掃 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、スプレー 
式の車内ク U —ナーやち機溶剤を含 
むク1」ーナーなどを使用しないで< 
ださい。有機を剤を含むク1」ーナー 
などで清掃ずると、収納部分の表面 
び劣化し、エアバッグび作動したと 
さにプラスチック部品び損傷して車 
内に飛散し、重大なけびをするおそ 
れびあ0ます。 

〇プラスチックト1」ムに、ステッ 
カーやフイルム、ちま剤のボトルな 
どを貼付しないで<ださい。プラス 
チックト U ムを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどび付着し 
ないよ5にして<ださい。表面の劣 
化の原因にな0まず。 

► 水で湿らせに不織巧で巧さ取り 
ます。 


► 頑固なミちれには専用のク U —ナーを 
使用しまず。 

表面の色が一時的に変化しますが、 
乾 < と元に戻りまず。 

ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織布でおさ取0 
9 〇 

► 頑固なミちれには専用のク U —ナーを 
使用します。 

〇有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
きり、ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドト U ムを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

シート表皮の清掃 

H 天然皮革や人工皮革、アルカンタ 
ラ®を使用した部分には、不織巧 
を使用しないでください。頻繁に使 
用ずると、これらの部分を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇レヴーは、軽く湿らせた巧で表面 
を巧さ、なに乾いた巧で巧さ取り 
まず。革び湿気を帯びないよラにミ主 
意してください。 

〇 シート表皮を定期的に手入れずる 
ことにより、見栄えや快適性を維 
持ずることびでさまず。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
田:さ取りまず。 

〇化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、 80° Ci ； (上の温度で乾 
燥ごせないでください。 
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車載品の収納場所 . 234 

故障/警告メッセージ . 239 

メーターパネルの 

表示口/警告打 . 248 

非常時の施錠/解綻 . 252 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
のリセット . 255 

キーの電池交換 . 256 
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ワイパーブレードの交換 . 260 
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バッテ U —. 267 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 
A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ただち 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火巧び発生した0、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起定たと走 

すみやかに、下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してくだごい。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

安全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置<ことび法律で義務付けられ 
ていまず。追突のおそれびあるため、 
乗員は車内に残らず、ただちに巧全な 
場所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

セレクターレバーを HE に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同柔 
をや付近の人に救援をホめて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このとさは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 

セレクターレバーを HE に入れられ 
ないとさは、柔員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いで< ださい。 

〇踏切巧で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用してください。 

〇 セレクターレバーを [ PJ から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさまず。詳しくは 
([>254ぺージ）をご覧ください。 


■化：？ 0 >1 り 
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非常信号用具 _ 

懐中電灯をドアポケットに装備してい 
ます。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとをは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

懐中電灯び十分な巧るさで点灯ずる 
ことを定期的に点検してください。 


停止表示板 



停止表示板は、左側 U アシートの下に 
収納されています。 

停止表示板ケースを取り出ず 


► 左側 U アシート下のストラップ③の 
バックル③を押し、ストラップをゆ 
るめます。 

► 停止表示板ケース①を取り出しまず。 

停止表示板ケースを収納ずる 

► 停止表示板ケース①にストラップを 
ひけ、バックルを押しなびらスト 
ラップを引いて締めまず。 



停止表示板を組み立てる 

► 左ちのスタンド⑧を引さ出しまず。 
► スタンド⑥を瞄ブて地面に立てまず。 

► 反射板⑥を弓 I き出し、フック④をか 
み合わせて□ックしまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路で停 
車ずるとさは、車の後方に停止表示 
板を置< ことび法律で義務付けられ 
ています。 

《停止表示板のお状び異なる場合びあり 
ます。 



救急セツトは、助手席側フ□ントドア 
のル物入れに収納されていまず。 


I 
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車載品の収納場所 


救急セツトを取り出ず 

► 助手席側フ□ントドアのル物入れか 
ら救急セツトのを取り出しまず。 

〇 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点検 
して < ださい。 


車載工具 



車載工具は、 U アシート足元中央部の 
フ□ア下に収納されていまず。 

車載工具を取り出ず 

►カバーのを上方に取り外して、車 
載工具⑤を取り出しまず。 



ジャッキは、ち側 U アシートの下に収 
納されています。 

ジャッキを取り出ず 

► ち側リアシートを前方にキ斤りたにみ 
ます （01 70ぺージ）。 

► カバー①を開さまず。 

►バックル③を引いて、ストッパーを 
ホ J レダー④から外しまず。 

► ジャッキ③を取り出しまず。 

ジャッキを収納ずる 

► ホルダー ④にストッパーをかけ 
ます。 

►バックル③を押して、ストッパーを 
□ックさせまず。 


■か：？ 0 >1 り 
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スペアタイヤ 

〇スペアタイヤび確実に固定され 
ていることを定期的に点検してく 
ださい。 

〇スペアタイヤの溝び摩耗限度に達 
したら、ただちに新品と交換してく 
ださい。 

H 摩耗具合にかかわらず、6年を経 
過したスペアタイヤは新品と交換し 
て < ださい。 

QG 55 AMG long は、スペアタイヤ 
を2本(上装着して走行しないで 
<ださい。 


スペアタイヤ カバーの 取り夕'!•し 



► 外周カバー①の□ック③の凹部に 
マイナスドライバーなど③を差し 
込み、反時計回りにまわしなびら 
□ックを外しまず。 



► 外周カバーのを矢印の方向に広げ 
て外しまず。 


► 後部カバー④を手前に引いて外し 
まず。 

〇スペアタイヤの外周カバーや後部 
カバーを外ずとさは、必ず手袋など 
を着用して<ださい。素手で作業ず 
るとけびをずるおそれびありまず。 

スペアタイヤの取り夕1•し 


A 警告 

スペアタイヤは非常に重量びあり 
ます。スペアタイヤを取0外ずとさ 
は、スペアタイヤを落下さはてけび 
をしないよラにを意してください。 



► スペアタイヤを固定しているナツ 
卜® (3 本）をゆるめ、タイヤホ 
ルダー⑤からスペアタイヤを取り 
外します。 


■化：？ e - り 
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車載品の収納場所 


スペアタイヤの収納 



ホ J ►スペアタイヤをタイヤ ホルダー ⑤ 
AJ にかけ、ナット （3 本）を締めて固 
© 定します。 

占 ►後部カバーの凸部③をタイヤホル 
ダー⑤の凹部に合わせ、後部カバー 
を取り付けまず。 



► 外周カバー®の□ックび下側にな 
るよ5にして、外周カバーを後部 
カバー④に被せるよ5に取り付け 
ます。 



►フック④を反対側の外周カバーの 
取り付け巧に掛けまず。 


このとを、外周カバーにゆるみび 
ないことを確認しまず。 

► マイナスドライバーなどを □ ック 
⑤の凹部に差し込み、反時計回り 
に約45度まわしなびら、□ックを 
反対側の外周カバーにかぶせまず。 

► □ックの凹部からマイナスドライ 
パーなどを巧さまず。 

□ックび確実に固定されていること 
を確認します。 

〇スペアタイヤを取り付けたとを 
は、3本のナット®で確実にタイ 
ヤ ホルダーに 固定され、ナットびゆ 
るまないことを確認してください。 
また、おずが周カバーおよび後部力 
バーを被せてください。 

〇外周カパーを取り付けるときは、 
必ず外周カノ（一び確実に後部カバー 
に被さっていることを確認してくだ 
さい。後部カパーび脱落ずるおそれ 
びありまず。 
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故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクションディ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されます。 

故障/警告 ッセージが表示された 
ときは、(降の指示に従ってください。 

A 警告 

• ^ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障した場 
合は、表示灯/警告灯や故障/警 
告少ッセージが表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよ 
ぼすよラな故障や異常が発生した 
場合は内容が確認でさないため、 
ただちに;ルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容を限られてい 
ます。故障表示の機能は運転者を 
支援する装置でず。発生した故障 
や異常に対処して車の安全性を維 
持ずる責任は運転者にあります。 

• 走行中にステア U ングのスイッチ 
を操作するとさは、直進時に行なっ 
てください。ステアリングをまわ 
しながら操作ずると、事故を起こす 
おそれがありまず。 


• 走行ずる前には必ずエンジンス 
イッチを2の位置にして 、乂一 
ターパネルの表示灯/警告好が点 
灯し、マルチファンクションデイ 
スプレイが表示されることを確認 
して < ださい。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めしまず。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検整備や修理を 
行なって<ださい。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
な0ます。 

故障/警告メッセージを表示させる 

►ステア U ングの ( E または 
スイッチを押して、マルチファンク 
ションデイスプレイに故障件数表示 
を表示させまず。 

故障や異常がある場合は、 II] ショウ 
力'' 3" のよ5に故障件数が表おさ 
れまず。 

故障や異常がない場合は、故障件数 
表示は表示されません。 

► 回または回を押して、故障/警 
告少ッセージを順番に表おさせ 
まず。ずべて表示されると、故障件 
数表示に戻りまず。 


I 








故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高い ><ッセージは消ずことが 
でさません。故障や異常の原因が解 
決するまで、故障/警告^ッセージ 
が繰り返し表示されまず。 

一部の^ッセージは車両に記憶され、 
手動で ><ッセージを呼び出ずことがで 
さまず。 

六ッセージは マルチ フアン クシ ヨンス 
テア U ングにより消ずことがでさまず。 

► X ッセージが表示されているとさ 
に、ステア I 」ングのや 
スイッチ、または U セッ 
トボタンを押しまず。 

※記載の故障/警告方ッセージは、取 
扱説明書作成時点のをのでず。マルチ 
フアンクシヨンディスプレイの表記な 
どは、予告なく変更■追加されること 
がおります。 










故障/警告メッセージ 


ま全装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


ESP 

] ショウ 
にュ乃レ 
サンショウ 


ESP 

ショウ 
別ノウ 
にュ乃レ 
サンショウ 


ESP 

ショウ 
巧ノウ 
にュ乃レ 
サンショウ 


ABS . ESP 

] ショウ 
む乃レ 
サンショウ 


ABS , ESP 

ショウ 
別ノウ 
む乃レ 
サンショウ 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ® (エレクト□ニック-スタビリティ-プ□グラム）び 
作動しない状態になっている。目 AS (ブレーキアシスト）と 4 ETS (エレ 
クト□ニック-トラクション-システム）の機能も解除されている。 
ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ® び一時的に作動しない状態になっている。システムの自己診断び完 
了していない可能性びある。 

臣 AS と 4 ETS の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

►約 20 km / h 政上の速度で短い距離をミち意して走行してください。 
メッセージび消えれば、 ESP ® は待機状態になりまず。 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。バッテリーび巧 
電されていない可能性びある。 

臣 AS と 4 ETS の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 
► マルチフアンクションディスプレイに追加で表示される;><ッセージに 
従って < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS (アンチ□ック-ブレーキング-システム）と ESP ® び 
作動しない状態になっている。 

BAS と 4 ETS の機能ち解除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

A 目 S と ESP ® び一時的に作動しない状態になっている。システムの自己診 
断び完了していない可能性びある。 

臣 AS と 4 ETS の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス*ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 























考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


パーキングブレーキを觸除しないで走巧している。 
►パーキングブレーキを解除してください。 


A 事故のおそれがありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► ずみやかに安全に停車してください。 

►状況を問わず、走行を続けないでください。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給しても問題は解 
消しません。 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 EBD の機能び停止している。 BAS わ作動しない状態になつ 
ている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► ミち意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 
プレーキパッドの摩拜び限界に達している。 

► すみやかに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でブレーキパッドを交 
換してください。 


A けがのおそれがありまず 

乗員保護装置び故障している。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 




































故障/警告メッセージ 


ライト 


ディスプレイ表示 


ヒタ ''IJ □-ヒム 1) 


トトラ仆 
] ショウ 


ラ仆ヲオフ 

7タパキづ对テクタ''サイ 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

左ヘッドライト（□ービーム）び切れている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ライトセンサーに異常びある。へッドライト （□- ビーム）び点灯している。 
► マルチフアンクションディスプレイの各種設定で、ライトを手動点なモー 
ドに切り曾えて < ださい。 

► ライトスイッチでライトを点：な/消灯してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

エンジンスイッチにキーび差し込まれている。 

► エンジンスイッチからキーを振いて<ださい。 


1) 他のライトび切れたとさは、この例政外のメッセージび表示されまず。 
車がライトのいずれかに異常が発生ずると、その箇所び表おされまず。 


エンジン 


デイスブレイ表示 


白 




レイキャクスイ 
ホシ''ユウ 
にュ乃レ 
サンショウ 




レイキャクスイ 
テイ外シテ 
I ンシ、'ン 
テイシ！ 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

複数の電気システムびマルチファンクションデイスプレイに情報を表示で 
きない状態になっている。 LU 下のシステムに異常びある可能性びある。 

• 冷却水温度計 
• タコ メーター 

• クルーズコント□ールまたは可変スピード IJS ッターの表示 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

冷却水量び非常に不足している。 

► ネ甫給時のミち意事項を守りなびら、冷却水を補給してください。 

► 通常よりも頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 


冷却水の温度び高ずぎる。 

►周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、安全に停車して、エンジンを停 
止して < ださい。 

► メッセージび消えてからエンジンを始動して<ださい。方ッセージび消 
えるまで待たないと、エンジンを損傷ずるおそれびありまず。 

► 冷却水湿度を点検してください。 

► 冷却水温度び再び上昇ずる場合は、ただちに六ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


se — り 





































ディスプレイ表示 




レイキャクスイ 
テイシヤシテ 
I ングソ 
テイシ！ 






考え5れる原因および症状/ ► 対応 

V ベルトび切れている可能性びある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車して、ェンジンを停 
止して < ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ： 

〇走行を続けないでください。オーバーヒートずるおそれびありまず。 

► ;><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとを： 

►六ツセージび消えてからェンジンを始動して<ださい。六ツセージび消 
えるまで待たないと、ェンジンを損傷するおそれびありまず。 

► 冷却水温度を点検してください。 

► 方ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を毒けてください。 

ラジェターのを却フアンび故障している。 

► 冷却水温度び約1 zcrcuTF の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで走行を続けることびでをまず。 

► 山道の走行などェンジンへ大さな負荷びかかる走行や、発進と停止を 
繰り返す走行は避けてください。 

iiTF の理由により、バツテ1」一び充電されていない。 

• オルタネーターの 異萬 
• V ベルトの摩耗 
• 電気システムの故障 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ま全に停車して、ェンジンを停 
止して < ださい。 

► ボンネツ h を開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ： 

〇走行を続けないでください。オーバーヒートするおそれびありまず。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとを： 

► ;><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

バツテ1」一の電圧び低すざる。 

► ェンジンを始動してください。 

► 必要のない電気裳倫を停止してください。 


se — り 
























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


キ视ノサイ 
I ングン 
オイルレ V ル 
テンケン 


オイル LA " ル 
テイ外シテ 
I ングン 
テイシ！ 


丄 ノン‘.' ン 

オイル LA " ル 
] ウシ''ヨウテ'‘ 
テンい 


エンジンオイル量び限界まで減っている。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
受けて < ださい。 

エンジンオイル量びが常にみなくなっている。エンジンを損傷ずる危険性 
びおる。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車して、エンジンを 
停止して < ださい。 

► エンジンオイルを補給してから、エンジンオイル量を点検してください。 


エンジンオイル量びをずぎる。エンジン传触媒を損傷するおそれびある。 
► 規定の量になるまで、エンジンオイルを振いてください。 

エンジンオイルに水び混じっている。 

► エンジンオイルを点検してください。 

エンジンオイル量び限界まで減っている。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを捕給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
受けて < ださい。 

エンジンオイル量計測システムに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


オイル LA " ル 
ソクテイ 
巧ノウ 


か 


ネンリョウ 
リサ、’-ア 




I 巧リ-ナ 
] 巧]ン 


燃料の残量び少なくなっている。燃料計の指針び下限をおしている。 
► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 


エンジンエアフィルターの交換時期になっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 



























走巧装備 


ディスプレイ表示 


AAS 

] ウシ''ヨウテ'' 
テンケン 



考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

故障のため、ヒルスタートアシストび作動しない状態になっている。 
坂道でアクセルペダルから足を放した直後に、車び動さ出すおそれびある。 
► ミち意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

巧変スピード |」 s ッターおよびクルーズコントロールび作動しない状態に 
なっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 


車両 


ディスプレイ表示 


を一0て 


t 


& 


ウォッ外 I キ 
ホグユウ 
シテクタ。サイ！ 


トランスミッション 
] ウシ''ヨウテ'' 
テンケン 


LOW 

WGH 


トランスで 
ケ-スノシつ卜 
了 □权 
チュウダン 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

テールゲートび売全に閉じていない状態で走巧している。 

► テールゲートを確実に閉じてください。 

ドアび完全に閉じていない状態で走巧している。 

► ドアを確実に閉じてください。 

リザーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減っている。 
► ウオッシャー液をネ甫給してください。 


オートマチックトランス云ッシヨンの作動び制限されている。 

► 注意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッシヨン 
の点検を受けて < ださい。 

ク□スカントリーギアのシフト操作び中断された。 

► 再度、シフト操作を巧なってくださし、。 


se — り 
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考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ク□スカントリーギアのシフト条件を1つ政上満たしていない。 
► 再度、シフト操作を行なってください。 


ク□スカント1」ーギアびニュートラル位置になっている。 

► ク□スカント1」ーギアを川 GH または LOW にシフトしてください。 


ク□スカント IJ ーギアに異萬がある。 

► ク□スカント1」ーギアのシフト操作を行なわないでください。 

► ずみやかに六ルセデス • ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 



AJ 

Q 

I 


キ— 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

キ-ヲ 


キーび機能しなくなっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

] ウカン 



シテクダサイ 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 



サ J 
AJ 
S 
I 

り 


メー ターパネルの 表示な/警告打 



シートベルト 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

因 

フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、ホ色のシート 
ベルト警告なび点な 
ずる。 

A けがのおそれがありまず 

運転席の棄員びシートベルトを着巧していない。 

► シートベルトを着巧してください。 

シートベルト警告灯び消灯しまず。 

因 

ホ色のシートベルト 
警告むび点ミ威し、警 
告音び鳴る。 

A けびのおそれがありまず 

運転席の乗員びシートベルトを着用していない状態で走行し、速度び約 
25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音び鳴り止みます。 


をを装備 


トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

圆 

走行中にホ色のブ 
レーキ警告なび点む 
する。 

警告音ち鳴った。 

ノ くーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを辭除してください。 

警告巧び消灯し、警告音び鳴り止みまず。 

圆 

エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
ずる。 

A 事故のおそれがありまず 

リザーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行を続けないでください。 

► ノ くーキングブレーキを効かせてください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクションディスプレイに追加で表示される六ッセージに 
従って < ださい。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問題 
は辭消しません。 
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トラブル 


エンジンびかかってし'! 
るときに黄色の ABS 
警告なび点打ずる。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS 〔アンチ□ック-ブレーキング-システム）の機能び解 
除されている 。 BAS (ブレーキアシスト）、 ESP ® 〔エレクト□ニック■ス 
タビリティ•プ□グラム）、 EBD 〔エレクト□ニック•ブレーキパワー•ディ 
スト IJ ビューシヨン）の機能ち解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可能性びある。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに追加で表おされるメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走巧してください。 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 

ABS コント□ールユニットび故障している場合は、パークト□ニック、 
ナビゲーシヨンシステム、オートマチックトランス S ッシヨンなど他のシ 
ステムび使用でさな<なっている可能性びある。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧ほ下のため、 ABS の機能び解除されている。 

ESP ®、 BAS 、4 ETS の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに追加で表示されるメッセージに 
がってください。 

► 注意して走巧してください。 

► U アデフォッガーまたはルームランプなど、必要のない電気装備を停止 
して < ださい。 

電圧び回復すると、 ABS は待機状態になります。 

警告むび点灯し続けるとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、バッテ U —とオルタネーター 
の点検を受けてください。 

ディファレンシャル □ ックをオンにしている。 ABS の機能び解除されて 
し'!る。 

► ディファレンシャル□ックをオフにしてください。 

ABS び待機状態になりまず。 


■化：？ e - り 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 


阻 

走行中に黄色の ESP ® 
表を巧び点滅ずる。 


I 覆 F I 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表示灯び点 
灯ずる。 


I 為 I 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表示灯び点 
灯する。 


rsRs] 

エンジンびかかって 
いるとをにホ色のェ 
アバツグシステム警 
告灯び点なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

車両び滑る危険性びあるか、みなくとわ1つの車輪び空輯し始めているた 
め、 ESP ® やトラクシヨンコント□ールび作動している。 

► 発進するとをは、アクセルペダルを必要じ LL に踏み込まないでください。 
► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を除く）。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能び解除されている。車び滑り始めたとさや車輪び空転し始め 
たときに、 ESP ® び車両を安定させることびできない。 

► ESP ® を待機状態にしてください〔雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

ESP ® を待機状態にできないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、 ESP ® の点検を受けてくださし)。 

ディファレンシャル□ックをオンにしたため、 ABS 、 ESP ®、4 ETS 、 そし 
て BAS の機能び解除された。 

► ディファレンシャル□ックをオフにしてください。 

ABS 、 ESP ®、4 ETS 、 BAS び待機状態になりまず。 

► マルチ ファン クシ ヨン ディスプレイに追加で表示され る；><ッ セージに 
従って < ださい。 

A けがのおそれがありまず 

栗員保護裳置び故障している。エアバッグやシートベルトテンシヨナーび 
不意に作動したり、事故のとさにまったく作動しない可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？？り 
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エンジン 


トラブル 


因 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告灯び点灯 
ずる。 


因 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告灯び点灯 
ずる。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の燃 
料残量警告なび点灯 
する。 


考え5れる原因および症げ/ ► 对応 

し八下のちのび故障している可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニツションシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェンシー 
モードになっている可能性がある。 

►ずみやかに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

エンジンの電気システムび故障している。エンジンの出力び低下している。 
►ただちに六ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
► アクセルペダルを踏みずぎないようにし、エンジン回転数び2,500回 
転を超えないよラに運転してください。 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


■化：？ S- 跨 
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非常時の施綻 / 解錠 


が常時の施綻/解綻 


エマージェンシーキー 

U モコン操作で車両を解錠でさないと 
さは、エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解結でさまず。 

車を施綻した後にエマージェンシー 
キーで運転席ドアを解綻して開くと、 
盗難防止警報び作動しまず。 

し U 下のいずれかの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

► キーの解綻ボタンか施錠ボタンを 
押す。 

► エンジンスイッチにキーを差し込む 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 
解綻してを、他のドア、テールゲート、 
燃料給油フラップは解錠されません。 

燃料給油フラップを解錠ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 

キーからエマージェンシーキーを取り 
がず 



►ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
をキーから巧さまず。 


運転席ドアの解綻 _ 

U モコン操作で車両を解錠でさないと 
をは、 i - u 下の操作を行なってください。 
► キーからェマージ ; L ンシーキーを 
取り外しまず。 


►エマージェンシーキーを、運転席 
ドアの□ツクシ U ンダーに差し込 
みます。 



► ェマージェンシーキー⑤を解錠の 
位置の（反時計回り）にまわしまず。 


運転席ドアの□ックノブび上び0、 
運転席ドアび解湿されまず。 

► エマージェンシーキー⑤を元の位 
置にまわして、□ツクシリンダー 
から巧をまず。 


車巧の施錠 

1」モコン操作で車両を施錠でさないと 
きは、(下の操作を行なってください。 

►助手席ドア、 U アドア、テールゲー 
卜を閉じまず。 

► ドア□ックスイッチ（施錠）を押 
しまず065ページ）。 


■化：？ 0 >1 り 
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► 助手席ドアとリアドアの□ックノ 
フび下びっていることをお認し 
ます。 

下びっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みまず。 

► 外側から運転席ドアを開じまず。 


► キーからエマージ; L ンシーキー⑤ 
を取り外しまず。 

►エマージェンシーキー③を、運転 
席ドアの □ ックシ U ンダーに差し 
込みます。 

► エマージェンシーキー⑤を施淀の 
位置の（時計回り）にまわしまず。 

運転席ドアの □ ックノブび下びり、 
運転席ドアび施錠されまず。 

► エマージェンシーキーを元の位置 
にまねして、□ックシ1」ンダーか 
ら巧きまず。 

► ずべてのドアとテールゲートび施 
綻されていることを確認しまず。 


燃料給油フラップの手動解錠 


A 警告 

ボディの巧側には、金属び露出してい 
る部分や鋭利な部分びあります。け 
びをしないよラにミ主意してください。 

燃料給油フラツプの U U —スストラツ 
プは、ラゲツジルームち側のテール 
ゲート開□部横の巧側にありまず。 

► テールゲートを開さまず。 



► インナーモールのを取り外しまず。 
► カバー⑤を外しまず。 



►ストラップ⑤を矢印の方向に引を 
上げまず。 

燃料給油フラップび解淀されまず。 
► 燃料給油フラップを開さまず。 




I 




















非常時の施綻 / 解錠 


スライデイングルーフの手動操作 

バッテ1」一あびりやスライデイング 
ルーフの故障などで、スイッチで閉じ 
たりチルトダウンでさないとさは、手 
動で操作することびでさまず。 


スライディングルーフの手動操作部 
は、ラゲツジルーム左側のテールゲー 
卜開□部横の内側にありまず。 



► テールゲートを開きまず。 


► インナーモールのを矢印⑤の方向 
に取り外しまず。 

► カバー®を矢印®の方向に外し 
ます。 


► カバー内側のコネクターを取り外し 
ます。 

► カバー®を取り外しまず。 



► 上図の手動用駆動部（六角おのボル 
卜）に車載工具のホイールレンチ 
⑤を差し込みまず。 


► ホイールレンチ⑤を時計回りにま 
わします。 

※車種や仕様により、ホイールレンチ©の 
代わ0に車載の専巧工具を使用する場合 
びあ0ます。 

〇ホイールレンチは確実に奥に差し 
込んでください。差し込みび十分で 
ないと、駆動部を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇手動駆動部を無理にまわごないで 
ください。スライディングルーフを 
損傷ずるおそれびありまず。 



► コネクターを取り付けまず。 
► カバー®を取り付けまず。 


►カバー⑤のフック ® を車両側の差 
し込み□⑦に合わせまず。 

► インナーモール®を取り付けまず。 
► テールゲートを閉じまず。 


パ~キング□ックの解除 _ 

バッテ U —びあびったとさや電気装備 
に巧障び発生したとさは、セレクター 
レバーを HE から動かずことびでさ 
な < なることびありまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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このよ 5 なとさは、手動でパーキング 
□ック を解除してセ レクターレバー を 
m から動かしまず。 



パーキング□ックを解除ずる 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► セレクターレバーの左側後方にある 
差し込み□にドライバーなど①を差 
し込みます。 

► ドライバーなどを押しなびら、セレ 
クターレバーを [ E から他の位置 
に動かしまず。 

► ドライバーなど①を巧きまず。 

セレクターレバーを EB に戻ずま 
で、セレクターレバーを動かずこと 
びでをまず。 

〇この方法でセレクターレバーを動 
かせないとさは、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
ごい。 

〇セレクターレバーを動かずことび 
でさたとさでを、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アクティ 
ブへツドレストび作動した場合、1」セツ 
卜をしないとなに衝撃を受けたとさに 
NECK PRO アクティブへツドレストび 
作動せず、頭部 • 頸部を保護でさません。 

NECK PRO アクティブへツドレストの 
作動は、へツドレストび前方に動さ、 
へツドレストの角度の調整びでをなく 
なることで確認できまず。 

〇 この U セツト作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で行な5ことをお勧 
めします。 



か■!、ッ々 


►へッドレストの上部を矢印のの方 
向に停止ずるまで前方に押しまず。 

► ガイドに沿ってへッドレストを矢印⑤ 
の方向に停止ずるまで押し下げまず。 

►へッドレストを矢印⑤の方向に押 
して、確実に□ックさせまず。 

► を5—方の前席へッドレストでを同 
様の作業を行ないまず。 

〇ま全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けてください。 


■化：？ S - り 
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キーの電池交換 


キーの電池交換 


U モコンの作動巧能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。ルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれています。子供の手の届 
かないところに保管してください。 
誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
ください。 

平環境 

電池を家庭用づ S として廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質が含まれてし'\まず。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼するか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


キーの電池を点検ずる 



► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

キーの表示口のが1回点滅すれば 
電池は正常でず。 

〇 車両の近<でキーの電池の点検を 
行な5と、キーの解錯ボタンまたは 
施綻ボタンを押しにとさに、車両ち 
解錠まには施淀されまず。 


電池の交換手順 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
し 9 〇 



►ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー③ 
をキーから巧さまず。 



► エマージェンシーキー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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〇 指でカバー⑤を押さえないよラ 
にして<ださい。カバーび浮さ上び 
りません。 



► カバー⑤を取り外しまず。 


► 電池側び下になるよ5にキーを手の 
上に乗せて、電池®び外れるまで 
キーを軽 < にたさまず。 

►電池のプラス （+ ) 面び見えるよ 
5にして、新しい電ミ也を取0付け 
ます。このとさ、脂分を含まないさ 
れいな巧で電池を持つよラにしてく 
ださい。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマージてンシーキー⑤をキーに 
収納します。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
をお認します。 


電球の交換 


電球に関ずる注意 
バイキセノンへツドライト 


バイキセノンへッドライトはお客様ご 
自身で交換ずることはでさません。電 
球の交換については、必ずルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に作業を依頼 
して < ださい。 

A 警告 

バイキセノンへッドライトには高電 
圧が発生しています。バイキセノン 
へッドライトのバルブソケットや配 
線に手を触れると感電して、重大な 
けがや致帝的なけがをずるおそれが 
あります。バイキセノンへッドライ 
卜のカバーは決して取り外さないで 
ください。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
行なわないで<ださい。交換は必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で巧なつてください。 

ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのライト類が正し< 
点口することを確認してください。 

電球が切れてライトが点灯しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したライトが点灯し 
ない場合や、ずぐに切れた場合は、 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けて < ださい。 


I 
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電球の交換 


その他のライト 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球び;ちえた状態で行 
なって<ださい。火傷をするおそ 
れびあ0まず。 

• 電球はモ供の手の届かなし^ところ 
に保管してください。電球を損傷 
したり、子供がけがをずるおそれ 
びあ0まず。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれがあります。 

• 八□ゲンライトには圧力のかかっ 
たガスが封入されているたが)、電 
球が熱くなっているとさに電球に 
触れたり、電球を取り外さないで 
ください。破裂するおそれがあり 
まず。 

• 八□ゲンライトを交換するとさは、 
防護眼鏡や手袋などを着用し、直 
接手で電球に触れないよラにして 
<ださい。 

〇電球の交換はメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行な5ことをお 
勧めします。やむを得ずお客様自身 
で交換するとさは、ま意事項を守っ 
て該当箇所の電球を交換して < だ 
さい。 

〇電球には素手で触れないよ5にし 
てください。電球の表面にかしでを 
ミちれや脂分び付着ずると、ガラス表 
面で溶けて、電球の寿命び短<な0 
ます。電球に触れるときは、きれい 
な巧や手袋などを使用ずるか、パ'ル 
ブの金属部を持つよ5にしてくだ 
ごし、。 


〇指定 LU 外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
なりまず。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよく巧いてください。 

〇マルチファンクションディスプ 
レイにライトに関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
0243ページ）をご覧ください。 

このとをは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 

電球を交換ずる前に 

しツ下の電球の交換については、必ずメ 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 

作業を依頼して < ださい。 

• ドアミラー方向指示灯 

• 八イマウント ブレーキ ランプ 

• へッドライト 

• ライセンスライト 

©ライセンス ライトは、電球び切れ 
た場合でをマルチファンクション 
ディスプレイにメッセージは表おさ 
れません。定期的にライセンスライ 
卜の状態を確認してください。必要 
であれば、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 


■化：？ 0 >1 り 
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お客様自身で交換でさる電球は下の 
通りでず。交換でさない場合や、その 
他の電球の交換については、必ずメル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に作 
業を依頼してください。 

. 車幅灯/フ□ントパーキングライト 
•フ□ントフォグランプ/ コーナ 1」 
ングライト 

• フ□ント方向指示灯 
• ブレーキランプ/テールランプ 
• U ァ方向指示灯 

• テールランプ/ 1」アパーキングラ 
イト 

• パックランプ 
• U アフオグランプ 


電球の位置と種類 


ライト 

ワット数 
(規格） 

の 

ドアミラー方向指 
示灯 

LED 

⑤ 

フ□ン h 方向指示好 

21 W (黄色） 

⑤ 

へッドライト 

35 W (キセ 
ノン D 1 S ) 


車幅灯/フ□ント 
ノ くーキングライト 

5 W (青色） 

④ 

フ□ントフォグラ 
ンプ/ コーナ U 
ングライト 

55 W ( H 11) 
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ワイパーブレードの交換 


リア 



ライト 

ワット数 
(規格） 

⑤ 

八イマウントブ 
レーキランプ 

LED 


U ァ方向指示灯 

21 W (黄色） 


ブレーキランプ/ 
テールランプ 

21 W / 已 W 


テールランプ/ 

1」アパーキングラ 
イト 

已 W 

③ 

U アフォグランプ 

21 W 

④ 

ライセンスライト 

LED 


パックランプ 

21 W 


ワイパーブレードの交換 


A 警告 

ワイパーブレードを交換するときは、 
必ずエンジンスイッチからキーを 
抜いてください。ワイパーが作動し 
てけがをずるおそれがあります。 

Q ワイパーアームを起こしていると 
さは、ボンネットを開かないで< 
ださい。ボンネットがワイパーアー 
ムに当たり、損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

P ワイパーブレードを取りがしてい 
るとさにワイパーアームを元の位 
置に倒ずときは、フ□ントウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
<ださい。 

U 損傷を避けるため、つイパーアー 
ムを起こずときは、 ワイパーブレー 
ドのゴムに触れないで <ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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ワイパーブレードの取りがし 



► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 


► ワイパーアーム⑤を起こしまず。 

► ワイパーブレード⑤を図の位置に 
まわします。 

► ヒンジ部®の□ックピンのを押 
しなびら、ワイパーブレード⑤を 
矢印の方向にスライドして、ワイ 
パー アーム⑤から取り外しまず。 


ワイパーブレードの取り付け 



► ワイパーアーム⑤の先端を、新しい 
ワイパーブレード⑤の矢印の位置 
に通しまず。 


►ワイパーアーム⑤の先端を、ワイ 
パーブレー ド⑤のヒンジ部④に 
差し込んで□ックしまず。 

►ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイ パー アーム⑤を元の位置に戻 



化 

4J 

S 

I 
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します。 
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八ンクしたとき 


パンクしたとを 


A 警告 

• パンクしたときは、あわててブレー 
キペダルを踏まないでください。 
ステアリングをしっかり握って 
徐々に速度を落とし、安全な場所 
に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびあり 
ます。また、タイヤが異常に過熱 
して、火災び発生ずるおそれがあ 
ります。 

• 路上でタイヤ交換をするとさは、 
非常点滅灯を点滅させて < ださい。 
また、十分を意しながら車の後ち 
に停止表示板を置いてください。 

〇車速感応ドア□ツクを設定した状 
態で車を押しにり、タイヤ交換な 
どで車を持ち上げるとをは、エンジ 
ンスイツチを0の位置にしてくだ 
さい。車輪び回転ずると車び自動的 
に施錠され、車外に閉め出されるお 
それびあ0まず。 

。タイヤ交換を ずると さは、おず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけびをずるおそれびあり 
ます。 

H タイヤ交換をずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くことび 
法律で義務付けられていまず。 


タイヤ交換の準備 _ 

►巧全を確保でさる、かたくてずべり 
にくい、水平な場所に停車しまず。 

► 非苗点滅灯を点滅させまず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
9 〇 

►ステアリングを直進の位置にし 
9 〇 

► 車速感応ドア□ックを解除しまず 
(>132 ページ）。 

►セレクターレバーを [ E に入れ 
9 〇 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 

► 周囲の状況にま意しながら乗員を車 
から降ろして、安全な場所に避難さ 
せまず。 

► 周囲の状況にミ主意しながら車から降 
りまず。 

►運転席ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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パンクしたタイヤを交換ずる 


A 警告 

装着しているスペアタイヤが6年じ I 
上経過している場合や車両に適をし 
ないタイプやサイズの場合は、最寄 
りの^ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で新品に交換して<ださい。 

スペアタイヤを2本し U 上装着して走 
行しないでください。 

スペアタイヤと標準タイヤのサイズ 
が異なる場合は、スペアタイヤを装 
着した場合、走行特性が大を<変化 
します。 

80 km / h を超えないように走行して 
<ださい。 


A 警告 

G 55 AMG long は、スペアタイヤに 
交換した場台は必ず 80 km / h 似下で 
走行し、規定のタイヤ空気圧に調整 
されていることを確認してください。 


タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ない 
ます（0262ページ）。 

► 車載工具とジャッキを取り出しまず 
(0236 ページ）。 

►スペアタイヤを取りがしまず 
(0237 ページ）。 

輪止めをずる 


► 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 


〇 輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めとし 
て使用して < ださい。 

► やむを得ず傾斜：曲でタイヤ交換をず 
るとさは、交換ずるタイヤの反対側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 

ジヤツキアップずる 


A 警告 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアッ 
プするためだけに設計されてい 
まず。 

• 車の下に入って作業ずるとさは、 
必ずジャッキスタンドで車を上げ 
てください。 

• ジャッキは、かたくてすべりに 
<い、水平な場所で使用して<だ 
さい。また、ジャッキの下に、ブ 
□ックや木がなどを置いてジャッ 
キアップしないでください。ジャッ 
キアップした車が落下ずるおそれ 
がおります。 

• タイヤ交換を行なっているときは、 
エンジンを始動しないでください。 

• 車が車載のジャッキだけでまえら 
れているときは、決して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キアップしているとさにエンジン 
を始動したり、ドアや テールゲー 
卜を開閉した0、パーキングブレー 
キを解除ずるなどの危険な操作 
をずると、車が落下して身体が挟 
まれ、致命的なけがをずるおそれ 
があります。 


I 
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パンクしたとを 


A 警告 

• ジャッキを正しく取り付けないと、 
じ(下のよラなことが起こります。 

◊ ジャッキが外れて車が落下する 
〇乗員や周囲の人がけがをずる 
◊車両を損傷する 
そのたが、ジャッキは正しい位置 
で使用してください。 

• ジャッキを使用する前にジャッキ 
が当たる部分を点検し、ミちれが付 
着している場合は取り除いて<だ 
さし、。 

• ジャッキに不具含や損傷があると 
さは使用しないでください。 

• 傾斜の急な斜面ではジャッキアッ 
プしないでください。ジャッキが 
外れると、車に挟まれて致命的な 
けがをずるおそれがあ0まず。 



►ホイールレンチので、交換ずる夕 
イヤのホイールボルト巧本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 


この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 


P ホイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチびホイールボルトか 
ら外れるとけびをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれびあり 
ます。し U 下の点にミ主意してくださし、。 

• ホイールレンチを確実に差し 
込んでください。 

• 足で踏んでまねごないでくだ 
さい。 

• 両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよ5にしなびらまわして 
<ださい。 



► 3分割のジャッキレバーのを1本 
に組み立てまず。 



►切0欠さびある側のジャッキレバー 
のの先端をジャッキの U U —スバ 
ルブ⑤に差し込み、時計回りにま 
わして停止することを確認しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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〇 ジャッキレバーを時計回0にまわ 
して停止したとさは、それじ(上無理 
にまわさないで<ださい。ジャッキ 
を損傷するおそれびありまず。 

►ジャッキレノ（一を1」1」ースノ（ルブか 
ら外し、切り欠さびある側のジャッ 
キレノ（一の先端を、ソケット③の奧 
まで差し込み、反時計回りにまわし 
て固定します。 

► ジャッキレバーを上下に動かして、 
ジヤツキび上昇ずることを確認し 
ます。 



► ジャッキを前輪または後輪の車軸 
チューブ④の下に置をまず。 

〇車軸チューブし U 外の場所に使用し 
ないで < ださい。 

〇ジャッキアームび正しく車軸 
チューブの下に置かれていることを 
確認してください。 

〇ジャッキは側面から見て、垂直に 
なるよラにして< ださい。 

〇ジャッキの底面び、確実に路面に 
接地するよ5にしてください。 



►ジャッキレバーを上下に動かし、夕 
イヤび化面から約 3 cm 離れるまで 
ジャッキアップしまず。 


タイヤの取りがし 


► ホイールボルトを外しまず。 

〇ホイールやホイールボルトを外し 

たときは、 LU 下の点にま意してくだ 

さい。 

• ホイールボルトに砂やミ尼び付着 
しないよラにま意してくださしん 

• タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないでく 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびあ0まず。 

• ホイールを取り外したとさは、 
ホイ ー J レの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。 U ムの凹 
みや巧びりは空気圧減かの原因 
になり、タイヤを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

► タイヤを取り外しまず。 
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パンクしたとき 


スペアタイヤを取り巧ける 


A 警告 

ホイールボルトに損傷や鐘があると 
量は交換してください。また、ネジ 
山には決してオイルやグリスを塗巧 
しないでください。ホイールボルト 
がゆるむおそれがおりまず。 


A 警告 

ホイール八ブのネジ巧が損傷してい 
るときは、走行しないで、^ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


A 警告 

スペアタイヤの取り付けには、標準夕 
イヤのホイールボルトを使用します。 
異なるホイールボルトを使用すると 
ホイールを十分に固定ずることがで 
さず、走行中にホイールが外れたり、 
ブレーキシステムを損傷するおそれ 
がお0まず。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強く締め付けないでくだ 
さい。締め付ける勢いでジャッキが 
外れるおそれがあ0まず。 

► スペアタイヤのホイールおよび八ブ 
の接合面を清掃します。 

► スペアタイヤをホイール八ブに挿入 
してホイールボルトを差し込み、ホ 
イールの位置決めを行ないまず。 

► ずべてのホイールボルトを差し込 
み、軽<締め付けまず。 


ジャッキダウンずる 


►ジャッキレバーをソケットからが 
し、切り欠さがある側の先端をリ 
リースバルブに取り付けまず。 

► ジャッキレバーを反時計回0に約1 
回転ほどまわして車を下げまず。 

► ジャッキを外しまず。 

Ouu —スバルブは、車を下げると 
さに、1〜2回転だけゆるめて < だ 
さい。ゆるめすざると内部から液が 
漏れるおそれがありまず。 



► ぶイールボルトを図の順序で数回に 
分けて締め付けまず。 


ぶイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は 13 kg-m (130 Nm ) でず。 

A 警告 

ホイールを交換した後は、ただちに 
ホイールボルトの締め付けトルクを 
確認してください。規定値の締め付 
けトルクで締が付けないと、ホイー 
ルボルトがゆるむおそれがあ0まず。 


■化：？ 0 >1 り 
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y ぶイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチがぶイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷するおそれがあり 
ます。じ(下の点に注意して < ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し 
込んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわすなど、必要上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがあ0まず。 

►ジャッキを元の状態に戻し、ジャッ 
キの U U —スバルブを停止ずるまで 
時計回りにまわしまず。 

► 外したタイヤをラゲッジルーム内 
に収納しまず。 

► ジャッキと車載工具を元の位置に戻 
します。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であ 
れば空気圧を適正にして < ださい。 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されていまず。 


バッテリー取り扱いの一般的な注意 

バッテ U —の性能を長期にわたって最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —が常に十分充電されていることが 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
ち頻繁にバッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用して < だ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

爆発の危険があ0まず。 


バッテ U —を取り扱ってい 
るときは、火気和裸乂、乂 
花、タパコなどを近付け 
ないで <ださい。 

火花が出ないよ5に注意し 
て < ださい。 

バッテ U -液は腐食性があ 
りまず。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラにミ主意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスク 
を着用して < ださい。 

バッテ U —液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、必要であ 
れば医師の診断を受けて< 
ださい。 




I 





バツテ u — 


@ バッテリーを取り扱ラとさ 

は保護眼鏡を着用して < だ 
さし、。 

@ モイ共を近付けないで < だ 

© 取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 


9 環境 

環境保護のた故、使用済みのバッテ 
U —を廃棄するとさは、新しいバッ 
テリーをお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼して<ださい。 


A 警告 

安全のため、バッテ U —は必ず指定 
品を使用してください。指定された 
バッテ U —は衝撃保護性能に優れて 
おり、事故などでバッテリーが損傷 
した隙に乗員がバッテリー液により 
火傷をする危険性を低減します。 


A 警告 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリー 

を取り扱ラときはじ(下の事項を守つ 

て < ださい。 

• バッテリーをのぞき込まないでく 
ださし、。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
リーがショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —が爆発ずる 
おそれがあ0まず。 

• 静電気を防ぐため、バッテリーを 
取り扱ラとさは合成繊維の衣服を 
着用しないでください。また、カー 
ぺットの上などでバッテリーを引 
さずらないでくださし、。 

• バッテ U —に触れるときは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 巧などでバッテリーを拭かないで 
ください。静電気や火花が発生し 
て、バッテ U —が爆発ずるおそれ 
があ0まず。 


〇安全のため、バッテ U —端テをゆ 
るめたりがずときは、エンジンス 
イッチからキーを抜いてください。 
電気系部品やオルタネーターを損 
傷するおそれがありまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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〇バッテ u —の点検や交換は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。かなくとを2 
年ごとまたは20,000 km ごとに点 
検-交換を行なってください。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取り外してく 
ださい。エンジンスイッチにキーび 
差し込まれているとをはわずかに電 
力び消費され、バッテ U —を消耗し 
ます。 

〇 バッテ U —端テの取り外し、バッ 
テ U — の取り外し、充電、交換につい 
ては、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で作業ずる こと をお勧めし 
ます。 

〇 バッテ U —の接続び一時的に断た 
れたとさは、じ(下のよ5な作業び必 
要になることびありまず。 

• C 0 MAND システムの再設定 
• フ□ントヘッドレストのリセット 



バッテ U —は U アシート足元中央部の 
フ□アカバー下にありまず。 


リアシート足元中央部①フ□アカバー 
を取り 夕 巧" 

►パーキングブレーキを効かせて、セ 
レクターレバーを [ E に入れまず。 
► ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、エンジンスイッチからキーを巧 
をまず。 

► U アドアを開さまず。 

► ノブ⑤をまわしまず。 

► リアシート足元中央部のフ□アカ 
バー①を取り外しまず。 


LVRLA バッテ U - 

バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U — 液のレべ J レ点検や補充 
はでさません。 

また、危険でずので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 

点検についてはメルセデス.ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 


■化：？ S - り 
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パッテリーがあがつたとを 


インジケーター付をバッテ U — 



ケースび黒色で、上面にインジケー 
ター©びあるバッテ U — は、バッテ 
U —液の補充はでさません。 


インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 


—びあびったとを 


バッテ U —の電圧びほ下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
U —を電源として始動ずることびで 
をまず。 

ブースターケーブルは、エンジンルー 
ム巧にあるブースターケーブル専用の 
® 端子と台端テに接続しまず。 

A 警告 

. 他車のバッテ1」一を電源として始 
動しているとさは、バッテリーを 
のぞさ込まないでください。万 一、 
爆発したとさにけびをずるおそれ 
びあ0ます。 

• 他車のバッテ1」一を電源として始 
動するとさは、バッテ1」一を傾け 
ないでください。バッテリーび爆 
発してけびをずるおそれびあ D 
まず。 


A 警告 

他車のバッテ U —を電源としてエン 
ジンを始動しているとさは、ガスが 
発生し、爆発の原因になりまず。火 
気や裸火、火花を近付けたり、近< 
で喫煙しないで<ださい。バッテリー 
を取り扱ラとさは、安全にま意し、 
保護巧策を取つて < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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y エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさはメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださし、。 

エンジンを始動でさたとさを、ずみ 
やかにメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって < ださい。 

Q 急速充電器によりエンジン始動を 
行なわないでください。 

P ブースターケーブルのケーブル 部 
分や絶縁部分び損傷していないこと 
をお認して < ださい。 

P ブースター ケーブルをバッテ リー 
に接続ずるとさは、他の金属部分に 
触れないよ5にしてください。 

P リアシート足元中央部のフ□ア下 
にあるバッテ U —には直接ブース 
ターケーブルを接続しないで<だ 
さい。電気装備を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説明書をお読み < ださい。 

作業を始める前に、必ずし U 降に記載ず 

る説日月を読んで < ださい。 

► ずべての車でバッテ U — にブース 
ターケーブルを接続でさるとは限り 
ません。バッテ U — にブースター 
ケーブルを接続でさないとさは、補 
助バッテ U —やエンジン始動用装置 
の電源を使用して、エンジンを始動 
して < ださい。 

• エンジンと触媒び;ちえているとさに 
行なってください。 


►バッテ U —び凍結しているときは、 
ェンジン始動を行なわないで < だ 
ごい。乂気をお付けずにバッテリー 
全体を暖め（約 50° cm 下）、バッテ 
U —液を解凍してから行なってく 
ださい。 

. 救援車のバッテ U — び、1 2 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
さい。 

•十分な容量と太さびあり、絶縁ご 
れたクランプを持つブースター 
ケーブルを使用してください。 

► ブースターケーブルびラジェター;令 
却フアンや回転べ ル トにきき込まれ 
ないよラにして < ださい。 

►バッテ U —び完全に放電していると 
きは、ケーブルを接続してずぐに始 
動操作を行な5のではな <、数分間 
経過してから行なってください。完 
全に放電したバッテ U — I こ充電び行 
なわれまず。 

〇 他車のバッテ1」一を電源としたェ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

►パーキングブレーキを 確実に効かせ 
ます。 

►セレクターレバーを HE に入れ 

cK 9 〇 

► 救援車のェンジンを停止しまず。 

►両車の電気装置をずベて停止し 
まず。 

► ボンネットを開をまず。 


■化：？ 6- り 





► 救援車のバッテ U — ®を用意し 
ます。 

► 自車のエンジンルーム運転席側にあ 
る®端モカバーのを開さまず。 

► 自車のバッテ U —の®端モ⑤に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 救援車のノ くッテ U — ® の®端子⑤ 
に赤色ブースターケーブ>1レの反対側 
を接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 救援車のノ（ッテ U — ®の台端テ④ 
に黒色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車のバッテ U —の台端モ⑤に黒 
色ブースターケーブ j レの反対側を接 
続します。 


〇電気回路を守るため、エンジンを 
始動しにら、ただちに1」アデフォッ 
ガーなどの電気装備を作動ごせてく 
ださい。ただし、ライトは点灯させ 
ないで < ださし、。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

► 両車の台端子を接続しているケープ 
ル、次に両車の®端テを接続してし、 
るケーブルを取り外しまず。 

いずれのケーブルを取り外ずとさ 
を、自車の端子から先に取り外し 
9 〇 

► ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場でバッテ U —の点検を受けて < だ 
さい。 



たとき 


272 
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A 警告 

• エンジンがかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に 
非常に大さな力び必要になります。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないで<だ 
さし、。 

• ステア U ング□ックを解除でき 
ないとさは、けん引を行なわない 
で < ださい。 

けん引はできるだけ避けて<ださい。 
自走でさないとさは、専門業者に依頼 
して車両運搬車で移送して<ださい。 

Q 一般道では 30 km/hLi (下の速度 
で、距離は 50 km iU 内に限り、けん 
引走行ずることがでさまず。距離が 
日 0 km を超えるときは、必ず車両運 
搬車を利用して<ださい。トランス 
ミッシヨンを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

Q 車両運搬車に積載して車両を固 
定するとさは、固定□ープをヴスぺ 
ンシヨンなどの^ンノ（一部分にかけ 
ないで< ださい。車体を損傷ずるお 
それがありまず。 

Q めかるみからの脱出などの目的 
に、けん引フックを使用しないでく 
ださい。車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇けん引されるときは、ゆっくり発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
ください。車を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


〇押しびけでエンジンを始動ずるこ 
とはできません。トランスミッシヨ 
ンを損傷しまず。 

〇エンジンび停止した状態でけん引 
走ずるとさでを、エンジンスイッ 
チからキーを巧かないでください。 
ステア1」ング□ックび作動し、ステ 
アリング操作びでさなくなりまず。 

〇エンジンびかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に非 
常に大さな力び必要になりまず。 

〇けん引□ープを使用してけん引さ 
れるときは、じ(下の点にま意してく 
ださい。 

• □ープは両車とをでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• □ープの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に明示して < ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• けん引フックじ(がには□—プを 
かけないで <ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
ように前車のブレーキランプに 
注意しながら車間距離を調整し 
て < ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないで<ださい。車を損傷ず 
るおそれがありまず。 


I 
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〇 けん引されるとさは、車速感応 
ドア□ックを解除してください 
(^1 32ページ）。車輪び回転ずると 
車び自動的に施插され、車外に閉め 
出されることびありまず。 

また 、けん引防止警報を解除してく 
ださい （^57 ページ）。 

けん引は、トランスファーびニュート 
ラルのとさに行な5ことびでさまず。 

トランスファーをニュートラルにでさ 
ないときは、前後いずれかのアクスル 
を持ち上げてけん引してください。 

このとさは、じ(下のよラにしてくだ 
ごい。 

• 持ち上げたアクスルとトランス 
ファーケースの間のプ□ペラシャフ 
卜を外してください。 

• エンジンスイッチを1の位置にし 
て < ださい。 

し U 下の理由により、けん引される前に 
バッテ U —び接続されていて、電圧び 
低下していないことを確認してくだ 
さい。 

• エンジンスイッチを2の位置にず 
ることびでさません 
• わ レクターレバーを rm に入れる 
ことびでさません 


けん引フックの取り付け位置 
フ□ント 



フ□ントのけん引フックのはバン 
パーの向かってち側下部にあ0まず。 

IJ ア 



1」アのけん引フック③はバンパーの 
向かって左側下部にありまず。 


前後輪を接地させてけん弓 I ずる 


■化：？ 0 >1 り 


前後輪を接地させてけん引ずるとさ 
は、0273ページ）のま意事項を守つ 
て < ださい。 
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A 警告 

エンジンがかかっていないとさはブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力が必要になります。注意 
して操作を行なってくださし、。 

► 非常点滅灯を点滅させまず。 

〇 非常点滅灯を点滅させてけん引さ 
れているとさでを、コンビネーシヨ 
ンスイッチを操作して方向指示灯を 
点滅させることびでさまず。このと 
をは、方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルを踏んで保持し 
ます。 

► トランスファーをニュートラルにし 

ます0139ページ）。 

►セレクターレバーを EE に入れ 
ます。 

► ブレーキペダルから足を放しまず。 
►パーキングブレーキを解除しまず。 
〇 パ'ッテ1」一びあびっているとさや 
バッテ1」一の接続び断たれていると 
をは、セレクターレバーを HE に 
入れることびでさません。このよ5 
なとをは、パーキング□ックを手 
動で解除してくださいい254ペー 
ジ）。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載ずるとさにを使用でさまず。 

►パーキングブレーキを効かせまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

►セレクターレバーを HE に入れ 
まず。 

► トランスファーをニュートラルにし 
まず （0139 ページ）。 

► けん引フックに固定□ープを取り付 
けまず。 

► 車両び動かないことを確認しまず。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

► 車両を車両運搬車に積載しまず。 

►パーキングブレーキを効かせまず。 

►セレクターレバーを CB に入れ 
まず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
まず。 

► 車両を固定しまず。 

〇車両運搬車に積載して車両を固 
定ずるとさは、固定□ープをサス 
ペンションやメンバー部分にかけ 
ないで<ださい。車体を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


I 
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めかるみか S けん引ずるとを 

H 車を急激に引き出したり、斜めに 
引さ出さないで<ださい。車体を損 
傷するおそれがありまず。 

姑かるみに埋まって動けなくなったと 

さは、下の点にミ主意してけん引して 

<ださい。 

• 駆動輪が柔らかい地面やめかるみの 
中に埋まって動かな<なった車を引 
き出ずときは、慎重に行なって<だ 
さい。積載物があるとさは特に注意 
して < ださい。 

• トレーラーをけん引している場合 
は、絕对にトレーラーを接続したま 
ま車を弓 I さ出さないで < ださい。 

この場合はトレーラーをがし、車両 
後部のトレーラーカップ U ングを引 
くよラにして、できるだけ走行して 
さたわだちにおって後方へ引さ出し 
て < ださい。 


故障した車両のけん引 _ 

Q プ□ペラシャフトの取り付けナツ 
卜は再使用でさません。プ□ペラ 
シャフトを取り付けるときは、必ず 
新品の取り付けナツトを使用して< 
ださい。 

► 「けん引時のま意」 （^273 ページ） 
の注意事項を守って < ださい。 

〇 ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場に連絡して < ださい。 


エンジン/トランスミッション/電 
気系統が故障しているとを 

►セレクターレバーを CE に入れ 

cfs ^ 〇 

► トランスファーをこユートラルにし 
ます（>139ページ）。 

トランスファーケースを損傷している 
とさ 

前後のアクスルからプ□ペラシャフト 
を取りがしまず。 

フ□ントアクスルを持ち上げてけん引 
しま弓。 

フ□ントアクスルを損傷しているとを 

リアアクスルとトランスファーケー 
ス間のプ□ペラシャフトを取りがし 
まず。 

フ□ントアクスルを持ち上げてけん引 
し 〇 

リアアクスルを損傷しているとを 

フ□ントアクスルとトランスファー 
ケース間のプ□ペラシャフトを取りが 
しま弓。 

リアアクスルを持ち上げ、フ□ントア 
クスルにホイール□ーラーを取り付け 
まず。 


■ホ：？ 0 >1 り 
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ヒューズ交換についての注意 


A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負荷がかか 
り、火災の原因にな0まず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

〇おず車両に適合しに、正しい電流 
値のヒューズだけを使用してくだ 
ごい。構成部品やシステムを損傷ず 
るおそれびありまず。 

電気装備に異甫び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

ヒューズを交換するとをは、必ず同じ 
電流値（色）のヒューズと交換してく 
ださい。ヒューズの電流値は「ヒュ ー 
ズー覧」0279ページ）に記載され 
ています。詳しくはメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね < だ 
ごい。 

ヒューズを交換してをすぐに切れると 
さや、ヒューズには異常びなく電気装 
倫び作動しないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で原因を調 
ベ、修理してください。 


ヒューズを交換ずる _ 

►停車して、パーキングブレーキを効 
かせまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを巧き 
9 〇 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
しまず。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（溶断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換しまず。 


ヒューズボックスの位置 

ヒューズボックスはし U 下の場所にあり 
cJn 苗 〇 

• ライトスイッチ横 
• グ□ーブボックス下部 
• センターコンソールち側後部 
• バッテ1」一収納部 

。センターコンソールち側後部およ 
びグ□ーブボックス下部のヒューズ 
ボックスのヒューズの交換は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なってくださし、。 


■化：？ S - り 















278 


-ズ 


ライトスイッチ横①ヒューズボックス 



ヒューズボックスカバーを取りがず 

► 運転席ドアを開さまず。 

► ヒューズボックスカバーのを矢印 
の方向に引いて取り外しまず。 

〇ヒューズボックスを開くときに、 
ドライノ く一などを使用しないでくだ 
さい。カバーやダッシュボードを損 
傷するおそれびありまず。 

グ□ー ブボックス下部のヒューズボッ 
クス 



ビス⑤を外しまず。 


ダッシュ ボー ド下部のカバー④を 
矢印の方向に取り外しまず。 



ヒューズボックスカバーを取りがず 

► ビス®を外しまず。 

► センターコンソールのカバー⑤を 
矢印の方向に取り外しまず。 


交換作業を容易にずるため、グ□ーブ 
ボックス下部のヒューズボックス⑤ 
をかしだけ下げることびでさまず。 

► ビス®を外しまず。 

► ヒューズボックス⑤を下げまず。 

センターコンソールち測後部のヒュー 
ズボックス 

〇センターコンソールち側後部の 
ヒューズボックスのヒューズの交換 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なつてください。 


■化：？ 0 >1 り 
















ヒュースボックスカバーを取りがず 

► 助手席シートをもっとを前方および 
上方の位置にしまず。 

► ビス⑤を外しまず。 

► ヒューズボックスカバーのを取り 
外します。 

バッテリー収納部のヒューズボックス 

リアシート足元中央部フ□アカバー下 
のバッテ U —収納部にヒューズボック 
スびありまず。 

バッテ U —収納部のヒューズは交換 
の必要はありません。 

ヒューズ交換び必要な場合は、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に作業 
を依頼して < ださい。 

Q カバーは確実に取り付けてくだ 
ごい。湿気やミちれにより、ヒューズ 
の機能に悪影響を及ぼずおそれびあ 
りまず。 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

3日 A 

NECK PRO アクティブへッ 
ドレスト 

2 

3日 A 

オプション 

3 

7.5 A 

C 0 MAND システム 

4 

2日 A 

燃料ポンプコント□ールユ 
ニット CG 5日 AMG long ) 

巳 

- 

未使用 

6 

7.5 A 

燃料タンク内ポンプ （ G 日5 
AMG long ) 

7 

- 

未使用 

8 

7.5 A 

盗難防止警報システム 

9 

25 A 

盗難防止警報システム、ルー 
ムランプ、バニティ S ラー照 
明、自動防隘 S ラー、レイン 
センサー、スライディング 
ルーフ 

10 

2曰 A 

U アデフォッガー 

11 

15 A 

C 0 MAND システム 

12 

7.5 A 

電源供給ユニット （ G 日已 
AMG long ) 

13 

己 A 

電動ランバーサポート 

14 

15 A 

U アウインドウウオツシャー 

15 

7.5 A 

または 

10 A 

燃料給油フラップロック、夕 
ンクキヤップリリース 

16 

己 A 

Bluetooth ® 

17 

2日 A 

オプション 

18 

2日 A 

マルチファンクションディス 
プレイ 

19 

20 A 

オプション 

20 

7.5 A 

または 

1日 A 

リアドアセントラルロッキ 
ング 


ヒューズボックス2 
(ライトスイッチ横） 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

21 

3日 A 

ミラー調整、ドアミラーヒー 
夕一、フ□ントバワーウイン 
ドウ、ステア U ング調整 



ヒューズボックス1 
( センターコンソールち側後部） 


ヒユーズー覧 
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ヒュースボックス 3 
(グ□-ブボックス下部） 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

43 A 

15 A 

ホーン 

43巨 

- 

未使用 

44 

- 

未使用 

45 

7.5 A 

エアバッグコント□—ルユ 
ニット、エアバッグ警告な 

46 

20 A 

ワイパー 

47 

1己 A 

ライタ ー、 グ□ーブボックス 
ランプ 

48 

15 A 

イグニッションコイル 

49 

7.己 A 

エアバッグコント□—ルユ 
ニット、エアバッグ警告灯 

50 

己 A 

IJ アシートヒーター 

51 

7.日 A 

方ーターパネル 

52 

15 A 

スターター 

53 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

54 

1己 A 

エンジンエレクト□ニクス 

55 

7.日 A 

トランス S ッションエレクト 
□ニクス 

56 

5 A 

デイファレンシャルロック 

57 

5 A 

スターター 

58 

4日 A 

オプション 

59 

己 0 A 

ESP ⑩ 

60 

40 A 

オプション 

61 

1己 A 

12 V 電源ソケット 

62 

5 A 

設断ソケット、へッドライト 

63 

5 A 

へッドライト、デイファレン 
シャルロック 

64 

10 A 

オプション 

65 

4日 A 

セカンダ U —エアインジェク 
ション 


( A 463 54515 00 2009-1 2-10) 


〇 ヒューズ配置表は、ヒューズボッ 
クス2の中にありまず。 

〇 仕様-装備などの違いにより、装 
倫されているヒューズび異なること 
びありまず。 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

22 

30 A 

S ラー調整、ドア S ラーヒー 
ター、フ□ントパワーウイン 
ドク 

23 

己 A 

ルームランプ、後席読書灯 

24 

- 

未使巧 

2巳 

30 A 

シートヒーター 

26 

7.日 A 

柔降用ライト、イルミネー 
テッドステップカバー 

27 

40 A 

運転席シート調整、ステア U 
ング調整 

28 

1己 A 

12 V 電源ソケット 

29 

15 A 

オプション 

30 

40 A 

エアコンディショナー、ブロ 
ワーモーター 

31 

20 A 

スターター、ステアリング 
□ック 

32 

30 A 

U ァパワーゥインドゥ 

33 

30 A 

U ァパワーゥインドゥ 

34 

1己 A 

オプション 

35 

- 

未使巧 

36 

30 A 

燃料ポンプ （G 55 AMG 
long )、 マルチファンクショ 
ンディスプレイ 

37 

15 A 

ディファレンシャルロック 

38 

40 A 

助手席シート調醫 

39 

40 A 

トランスファーケース 

40 

25 A 

ESP ⑩ 

41 

7.日 A 

エアコンディショナ ー、 ブロ 
ワーモーター、ドア n ックス 
イッチ、非萬点滅な、 U アデ 
フォッ カー 

42 

7.日 A 

エアバッグ警告な、 -夕一 

パネル、 

A 

7.日 A 

または 

10 A 

ブレーキランプ、 ESP ®、 ジャ 
イ n センサー、回転センサー 

B 

10 A 

循環ポンプ （G 5日 AMG 
long )、 エンジンオイル冷却 
裳置 （G 5日 AMG long ) 

C 

5 A 

へッドライト 

D 

5 A 

オプション 

E 

30 A 

C 0 MAND システム、マルチ 
ファンクションディスプレイ 

F 

20 A 

U アシートヒーター 

G 

日 A 

ディアインターフェース 

H 

7.5 A 

オプション 


■ス 
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純正部品/純正アクセサ U -、車両の電子制御部品について 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

承認されていない部品、タイヤやぶ 
イール、または安全に関ずるアクセサ 
U - を使用ずると、車両の操作や排気 
ガスおよび騒音のレベルなどに影響を 
及ぼし、事故の原因になりまず。 

A 警告 

どんな場合でを、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品には、純正部品し U 外のち 
のを使用しないでください。事故や 
故障の原因にな0ます。 

。純正部品や承認されていない部品 
を使用すると、車両の操作性に悪影 
響を及ぼずおそれがありまず。必ず 
純正部品を使用し、タイヤやホイー 
ル、アクセヴ U —はお客様の車両の 
ために承認されたちののみを使用し 
て < ださい。 

平環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するため、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 


車両の電モ制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、ルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場で行なってください。 
特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ずルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。車両との適含性に 
影響を与えるおそれびあります。 

Q 電モ制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などの ><ンテナンス作業は、 
必ず^ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早 < 摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

〇車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因にな0まず。また、関連ず 
るイ也の装備にを悪影響をちえるおそ 
れびあ0まず。 

〇車載無線機など電装アクセサリー 
を装着するとさは、メルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響を与 
えるおそれびありまず。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になりまず。 


■み—も51.4 
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下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取0付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

-エアバッグ収納部 
•シートベルト 
-インストル><ントパネル 
• センターコンソール 
. ドア 
•シート 
-ピラー 付近 
-サイドシル付近 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号や 
エンジンま号などび必要になることび 
ありまず。 

車台ま号やエンジンま号などは図の箇 
所に記されていまず。 


ニューカープレート 



車の車台ま号やカラーコードを記載し 
たニューカープ レー ト①は、運転席側 
のセンターピラー下部に貼付されてい 

cjs 9 〇 


車台ま号 



車台ま号①は、ち側フ□ントホイール 
八ウス巧のフレームに巧刻されてい 
ます。 


■も—度；：11.4 
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■J — 


オプションコードプレート 



オプシ ヨン コー ドを おず プレー ト① 
は、助手席側のセンターピラー下部に 
貼付されています。 


エンジンま号 

エンジンま号は、エンジンのクランク 
ケースに巧刻してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


オイル•液類/パ’ツ; 


オイル-液類に関ずる注意 

オイル-液類には(下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイル、 
ノてワーステア U ングオイルなど） 

• ウオッシャー液 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳し<は、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品 iU がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな< 関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 

A 警告 

オイル-液類の取り扱いや保管、廃 
棄は適切に行なってください。巧有 
者や他の人に危険をおよぼすおそれ 
があ0ます。 

オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。また、乂 
気の近くには保管しないでください。 

オイル■液類が目や粘膜、傷に触れ 
ないようにしてください。万一目に 
入ったり皮膚に付着したとさは、す 
ぐに清潔な水で十分に洗い流し、医 
師の診断を受けて < ださい。 









オイル•液類/バッ s 
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9 環境 

オイル-ミ夜類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火をお付けたり、 
ちくで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料び皮膚やを類に触れないよラに 
ま意して < ださい。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約96 G 

警告打点な時の 

残量 

約13 G 


〇軽油を給油しないでください。ま 
た、軽油を混ぜたガソ U ンを給油し 
ないでください。か量でを軽油を給 
油すると、燃料噴射システムを損傷 
するおそれびありまず。誤って軽油 
を給油して故障び発生したときは、 
保証の対象外になりまず。 


〇指定し U 外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などにより 
エンジンを損傷しにり、乂災び発生 
するおそれびありまず。指定(外の 
燃料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の適用外になりまず。 

〇燃料の添加剤は、純正品まには承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。エンジン内部の摩耗び進ん 
だり、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。故障び発生したとさは、 
保記の適用外になりまず。 

燃料消費について 


し U 下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常にほいとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

A 警告 

C02 (こ酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となりまず。 

緩やかな運転をむがけ、定期的に点 
検■整備を行なラことにより、 C 02 
排出量を最小限に抑えることができ 
ます。 


■もふ51.4 








エンジンオイル 


使用ずるエンジンオイル 


〇エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないで<ださい。エンジン内部の摩 
耗び進んだり、エンジンを損傷ずる 
おそれびありまず。添加剤を使用し 
て故障び発生したとさは、保証の適 
用がになりまず。 

B エンジンオイルは、使用している 
間にミちれた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちしくは 
交換してください。 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

G 550 long 

約9.日 e 

G 已5 AMG long 

約8.日 e 


〇 容量はオイルフィルター分を含む 
交換時の数値です。 

添加剤 

〇エンジンオイルには添加剤を入れ 
ないで<ださい。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用ずる場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 



才ートマチックトランスミッション 
オイル 


オートマチックトランス S ッシヨンオ 
イルの交換については、別冊 r 整備手 
帳」を参照してください。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランス S ッシヨン内部の 
摩耗び進んだり、トランスミッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。添 
加剤を使用して故障び発生したとを 
は、保証の対象外になりまず。 





























o オートマチックトランス三ッシヨ 
ンオイルの漏れを見つけたり、トラ 
ンスミッシヨンの作動に異常を感じ 
たとさは、ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて<だ 
さい。 


定期的にルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 警告 

ブレーキ液を補給するとさは、づ S 
や水分がリヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなでち)、ブレーキが効かな< 
なるおそれがあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーノ一□ックが発生する 
おそれがあります。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキミ夜が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでち圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かな<なる現象のことでず。 



冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは、 
必ず指定品を使用して補給して < だ 
さい。 

A 警告 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発火するおそれがお 
ります。 

不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えまず。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37で 

約5已％ 

- 4日 。 C 

〇不凍液の濃度は約50%から約 


已日％の間にしてください。濃度を 
約日(上にずると、冷却性能が 
低下しまず。 


冷却水 


ブレーキ 液 
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オイル•液類/パッ. 











積載荷物の制限重量 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
です。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近くで喫 
煙しないで < ださし、。 

〇ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ居ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効ま 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ライトウオッシャー液の U ヴーブタ 
ンクは兼用でず。 


車載バッテリーの電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

90 Ah / 95 Ah / 100 Ah 


※車種や仕様により、上記のいずれかの容量の 
バッテ U —び装備されます。 


車種 

ルーフ 

全車 

200 kg 


〇 ルーフの 制限重量には、 ルーフ 
ラック や アタッチ^ン トの 重量 も 含 
まれます。 


ウオッシヤー液 


バッテリー 


積載荷物の制限重量 
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タイヤとホイール 


〇タイヤとホイールは必ず純正品および承認された製品を使用してくださ 
し、詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 

ABS や ESP ® などの装備は、純正品および承認された製品を使用ずることで 
効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品(外のタイヤやホイー j レを装着した場合は、ま 
全性の保記はでさません。 

〇純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、 
操縦性や騒音、燃料消費などに影響をちえるおそれびありまず。また、指定 
されにサイズし U がのタイヤやホイールを装着ずると、フェンダーの内側やサ 
スペンションなどに接触し、車やタイヤを損傷ずるおそれびありまず。 

〇再生したタイヤを装着した場合、安全性の保証はでさません。 

〇 燃料給油フラッフの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラベルび貼付 
してありまず0202ページ）。 

〇 左ちには必ず同サイズのタイヤ/ホイールを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤなど、異なる種類のタイヤを同時に装着し 
ないで < ださい。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場におたずね < ださい。 


■もふ5—ゎ 
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タイヤとホイール 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

G 550 long 

265 / 60 R 18 

軽合金7.引 X 18 

63 mm 

G 55 AMG long 

275 / 55 R 19 

軽合金9.引 X 19 

已日 mm 


OG 55 AMG long は、標準タイヤにスノーチェーンを装着しないでくださし、。 

OG 550 long の標準タイヤおよびスペアタイヤには、ヨコ八マ製の指定タイ 
ヤを使用することをお勧めしまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におにずねください。 


オプションまたは仕様により、(下のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

推奨 メーカー 

16インチ 
ホイール 

265/70 R 16 

軽合金7.引 X 16 

63 mm 

ブ U デストン 

18インチ 
ホイール 

265/60 R 18 

軽合金7.引 X 18 

63 mm 

ブ U デストン 

265/60 R 18 

軽合金7.引 X 18 

43 mm 

3 コノ、 7 


























タイヤとホイール 
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車種 

タイヤサイズ 

ホイール 

オフセット 

G 550 long 

26己 / 60 R 18 

軽合金7.引 X 18 

63 mm 

G 55 AMG long 

26己 / 60 R 18 

軽合金7.引 X 18 

43 mm 


A 警告 

• G 55 AMG long は、スペアタイヤに交換したときは必ず 80 km/h で走行 

し、規定の空気圧に調整されていることを確認してください。短い時間の使用 
にとどめ、でさるだけ早く標準タイヤに戻してください。 

• G 日日 AMG long はスペアタイヤと標準タイヤのサイズが異なるため、スペア 
タイヤを装着した場含、走行特性が大きく変化しまず。ま意して走行してくだ 
さし、。 

OG 550 long のスペアタイヤは、標準タイヤの代わりに使用できまず。 

Q スペアタイヤは、必ず燃料給油フラップ裏側のタイヤ空気圧ラベルに記載 
された規定の空気圧に調整して < ださい。 

〇 G 55 AMG long のスペアタイヤには、ヨコ八マ製の指定タイヤを使用ずる 
ことをお勧めしまず。 


スペアタイヤ 


■もふ51.4 


詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずねくだごしん 














対象モデル 


G 550 long 
G 55 AMG long 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

X •この取扱説日月書の内容は、2011年11月現在のわのです。 





総輸入元 
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